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Episode1

意外と、身近にある危機







　かつて大おお怪け我がを負ったナナは、身体の多くの部分を人工の四し肢しで補っている。それは六畳間の少女達たちが持つ科学と霊れい力りよく、魔ま法ほうの融ゆう合ごうによって誕生した、本物の肉体と区別が付かない程ほどに精せい巧こうな代しろ物ものだ。おかげでナナは人工の四肢を使っているという認にん識しきが薄うすく、心理的な負担は大きく軽減されていた。一人の女の子として、回復したと言えるだろう。

　だがそれほどまでに精巧である以上、稼か働どう開始から間もない時期には不具合も少なくない。ナナの健康状態への影えい響きようや、人工四肢の機構的なトラブル、プログラム上の問題、動力が消費する霊力や魔力の量など、定期的に確かく認にんしながら調整する必要がある要素は非常に多かった。

　特に大きい戦いの直後ともなると、負担が大きくなる分だけ、多くの問題が生じる。自然と大おお掛がかりな診しん断だんと調整が必要になるのだった。

「ナナ、あなたこの状態でよく飛んだり跳はねたりしてらっしゃいましたわね。途と中ちゆうから感覚に投とう影えいされる垂直が、実際よりも少しずれてしまっていますわ」

「ふふふっ、それは元魔ま法ほう使つかいの経験からでしょうか。感覚を乱される事など、よくある事でしたから」

「………随ずい分ぶん非常識な戦いをしてらっしゃいましたのね」

「もちろんそれだけじゃないですけれど。この新しい身体がよくできているお陰かげです」

「それは褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておきますわ」

「褒め言葉ですよ。皆みなさんには感謝しています」

　ナナの健康診断と人工四肢の調整は、多くの技術に精通しているクランの主導で行われていた。場所も『朧ろう月げつ』の研究施し設せつを使っている。おかげで二人の接点は多くなり、今では親しく言葉を交かわすようになっていた。そしてそれは、一いつ緒しよにこの場所へ来ている晴海はるみも同じだった。

「戦いの時に踝くるぶしと膝ひざへの負担が多いみたいですね。少し魔法が弱まっています」

「それはきっと私のやり方がいけないんだわ。身体は大きくなってしまったのに、若い頃ころのように動こうとしているもの」

「ナナさんは今も十分に若いじゃありませんか」

「ふふ、魔法少女を名乗るには、歳としを取り過ぎたという意味ですよ」

　晴海は生まれつき身体が弱いので、ナナが健康診断を受ける時には彼かの女じよも一緒に受けている。また晴海は魔法が使えるので、ナナの身体の魔法を使っている部分を検査する事ができた。一石二鳥であり、そのおかげで自然と晴海もナナと親しくなっていた。

　普ふ段だんの健康診断はナナ、クラン、晴海の三人だけなのだが、実は今日はもう一人この場所へやってきている。それは六畳間の少女達の中で、一番健康そうなティアだった。

「ナナよ、そなたの銃じゆうを一いつ旦たん全すべて分解して掃そう除じ、組み立て直しておいた。不良パーツは替えたし、バレルも高精度のものに交こう換かんしてある。重心も少し弄いじった。そなたの場合は、以前より扱あつかいやすくなっておる筈はずじゃ」

「ありがとうございます、ティアミリス殿でん下か。わざわざ手間のかかるお仕事を………」

「気にする事はない。武器の扱いには慣れておるし、魔法を使った武器というものには興味もあるのでのう」

　ティアが担当していたのは、ナナの武器の整備だった。工業製品としての銃の整備はクランでも十分に可能なのだが、それを使う人間に合わせて整備できるのはティアだけだ。戦いが得意なティアは、誰だれよりも武器に精通しているのだった。

「………確かに大分扱いやすくなっています。照準器も調整して頂いているんですね」

　ナナは手て渡わたされた銃の動作を確認しながら、ティアに笑いかける。ティアの整備は一流で、ナナが気になっていた部分は全すべて修正されていた。日常生活では不器用な部分が目立つティアだが、武器に関しては器用だった。

「それは何よりじゃ。じゃが霊力や魔法に関する機構には手が出せなんだ。後ほどキリハやマキに頼たのむとよかろう」

「はい、ありがとうございます」

　ナナの健康診断と、人工四肢や銃の整備。どれも健康や命に関かかわる大切な仕事だ。そしてそれは同時に、ナナを一人の女の子として生活させてあげる為ために必要不可欠な仕事でもある。少女達はそれをとても大切な事だと思っているから、この仕事には大きなやりがいを感じていた。










　ナナが魔法少女になった頃は最年少であったおかげで、いわゆる友人や戦友と呼べるものが乏とぼしかった。その直後から大だい活かつ躍やくをしてアークウィザードになってしまったのも良くなかった。単独任務が大半になり、結果的に人付き合いが狭せまくなっていた。ナナにとって友人と呼べる相手は、早さ苗なえの母である佳か苗なえと、弟で子しでもあるゆりかくらいしかいないのが現実だった。

「ナナの診断と、人工四肢のデータ解かい析せきの結果を総合すると、若じやつ干かんの問題があるようですわね」

「何が問題なのじゃ？」

「より自然な動きに必要なデータが揃そろっておりませんの。普段あまり使わない神経ってありますでしょう？」

「なるほど………その神経が関わる動きをしようとすると、モタつくわけじゃな」

「皆さん、お茶が入りましたよ」

「ありがとう、ハルミ」

「お菓か子しはなんなのじゃ？」

「里さと見み君が戸と棚だなの奥おくに隠かくしていたようかんを持って来ちゃいました。うふふ」

　そんなナナであるから、少女達の輪の中に入っていると、これまであまり感じた事のない感情を覚える。それは友達のグループというのはこういうものなのだろうかという、友情や帰属意識だ。佳苗には助けられ、ゆりかは保護していたから、完全に利害関係を伴ともなわない同世代の女の子達との本格的な付き合いは、ナナにとって初めての出来事だった。

　―――そうは言っても、幾いくつか年上なのだけれど………ここは自分が子供のような容姿に生まれついた事に感謝するべきかしらね？

　ナナは苦く笑しようする。これまでは任務を始めとする幾つかの事情から、ナナは自分が童顔の幼児体型である事をあまり意識して来なかった。怪あやしまれないから便利だと感じているぐらいだった。しかし今は年下の少女達との付き合いに役立っている。自分が幼く見える容姿に生まれついた事に、思わず感謝するナナだった。

「そんな事をしたら、里見さんに怒おこられませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶです。ちゃんと貰もらっていいですかって言ってきましたから」

「………それは持って来ちゃいました、ではありませんわよ、ハルミ」

「ハルミらしいのう」

『あはははははっ』

　ナナと三人の少女達は声を合わせて笑う。そうしていると本当に同い年の友人同士に見える。ナナはこういう時間が出来るだけ長く続いて欲ほしいと感じていた。

「実は更さらにもう一つ、問題がありますの」

「どうしたのじゃ、深刻そうに」

「何か重大な問題でも？」

　ここでティアと晴海が心配そうな表情に変わる。するとクランは大きく頷うなずき、もう一つの問題を口にした。

「ナナの胸や腰こし………お尻しりのサイズをどうするのか、という問題ですわ」

　ナナの人工四肢は、怪我けがを負った彼女の本来の身体を包つつみ込むように作られている。彼女の本来の身体は怪我を負った事で痩やせてしまっており、怪我をしなかった場合を予想したボディラインとは異なっている。また身体を動かした時のデータが十分に取れるまではボディラインを整えるとデータを取る邪じや魔まになる恐おそれがあったので、あえてボディラインには変へん更こうを加えていない。しかしある程度データが取れた今なら、そうした問題は起こらない。だからクランは今こそそれをする時だと考えていた。

「それはとても大事な問題じゃな」

「女性としては放っておけない部分ですよね」

　クランの指し摘てきを受け、ティアと晴海は納なつ得とくした様子で同意する。ティアと晴海も一人の女の子。ナナを出来るだけ可愛かわいい姿に、というクランの考えには大賛成だった。

「それでナナ………あなたはどのような姿を希望なさいますの？　ユリカが持っている写真に合わせます？　それともそこから少し成長した想定に致いたします？」

「ええと………」

　ナナはその幼さの残る顔に軽く眉まゆを寄せて考え込む。かつての姿を取とり戻もどすか、それとも想定される現在の姿か、あるいはもっと踏ふみ込んで理想の女性の姿にするのか。厳密には、現在の人工四肢はゆりかと一緒だった頃の彼女よりも幾らか平へい坦たんなボディラインになっている。大差はないものの、若干胸や腰を強調した方が本来の彼女に近付く。現実的に判断すれば、そのあたりが落としどころになる筈だった。

「………もうしばらくこの姿でいようと思います」

　しかしナナの結論はそうではなかった。なんと彼女は、姿を変えようとは思わなかったのだ。これに驚おどろいたのが晴海達三人だった。

「いいんですかっ、そのままでっ!?」

「何故なぜじゃ!?　元の姿に戻りたくはないのか!?」

「手間の心配ならいりませんわ！　あなたの貢こう献けんからすれば、些さ細さいな問題でしてよ！」

　三人にとっては、ナナが本来の生活を取り戻すのが第一だ。ナナに一人の女の子として完全な状態を取り戻させる為に、これまで頑がん張ばってきたのだから。おかげで三人の驚きは大きかった。

「このままの方が、子供っぽく見えるでしょう？　私はどうやら子供時代をどこかに置き忘れて来てしまったようなので………せっかくなので、もうしばらくこの格好で子供のような事をしてみようかなって」

　ナナの意図は明確だった。彼女は小さな頃から任務に明け暮れ、あまり子供らしい暮らしをしてこなかった。だから幼さの残る容姿でいたい。あまり大人びた姿では、やりにくい事も多い筈だから。

「そういう事だったんですか。そういう意味なら私も賛成です」

「子供のような事を、か。コータローに任せると良いかもしれんのう」

「………ベルトリオンは子供のような男ではなく、本当に子供なのですわ」

　大人の姿にはいつだって戻れる。そうする前に今の姿の方がいい事をする。この理由であれば、少女達も納得だった。

「ありがとう、皆さん。大人びた姿になりたくなったら、その時は是ぜ非ひお願いします」

　実はもう一つ、ナナにとって重要な理由があった。今の姿の方が、目の前の少女達と雰ふん囲い気きが近い。つまりナナは少女達との関係を円えん滑かつに保つ為にも、今のこの姿を保ちたいと思っていたのだ。

「という事は、さしあたって必要なのは、不足部分のデータ収集ですわね」

「どういう姿であっても、動きが自然な方がいいのは間ま違ちがいないからのう」

「具体的には、ナナさんはどうすればいいんでしょうか？」

「骨折の後のリハビリだと思えば問題ありませんわ。動かさなかったところを動かして、身体に覚え込ませる。正確にはシステムに神経信号のデータを取らせる訳ですわね」

「………ふふふ………」

　そして少女達もいずれは大人になるだろう。その時は自分の身体もそうすればいい。ナナはゆりかや佳苗以来の新しい友人達と、これからもずっと親しく付き合っていきたいと願っているのだった。










　ナナの人工四肢は彼女の霊れい波はや神経を流れる信号を拾い、動作パターンのデータベースと照合しながら彼女が思った通りになるように動く。従って動作を繰くり返かえせば繰り返すほど自然な動きに近付いていく。赤あかん坊ぼうの脳神経が身体の動かし方を覚えていくのと同じと考えていいだろう。

　だがそれは同時に欠点でもある。経験がない事に関してはデータが乏しくなり、動きに不自然さが生じてしまうのだ。データがない部分が僅わずかであっても、大きな流れのある動きの一部でそれが起これば、本人やそれを見る者は動き全体に違い和わ感かんを覚えるだろう。そういうデータの穴を埋うめていくのが今後のナナの目標だった。

　この問題を些細な事と切り捨ててしまうのは簡単な事だ。しかしハンデを抱かかえた女の子を、きちんと一人の女の子に見えるように仕上げる事は、晴海やティア、クランにとっては非常に重要な意味を持っている。女性の目線では、決して放っておいてはいけない事なのだった。

「いいですか、編み棒はこういう風に持って下さい」

「ええと………こんな感じでしょうか」

「そうです、お上手ですよ」

「ふふ、まだ持っただけじゃないですか」

　ナナが最初に始めたリハビリ―――厳密に言うと少し違ちがうのだが、便べん宜ぎ上そう呼ぶ事にする―――は、細かな手先の作業だった。先生役は晴海。晴海が得意とする編み物を習う事で、ナナがあまり使った事がない神経を働かせようという考えだった。

「ティアミリスさん、指の位置が違いましてよ」

「こうかのう？」

　晴海の編み物教室に参加しているのはナナだけではない。ティアとクランも一緒に編み物をしていた。これは単なる付き合いというだけでなく、二人共以前から多少興味があったのだ。そんな訳で四人は六畳間でちゃぶ台を囲み、編み物の真っ最中だった。

「んー、なんだか雰囲気が違うように見えるのですけれど」

「そなたと同じじゃぞ」

「変ですわねぇ………もしかして、わたくしも間違えていますのかしら？」

　しかし武器に関する事を除けば細かい事は苦手なティアと、研究以外には興味がなかったクランなので、編み棒を持つという所から既すでにつまずいてしまっていた。

「ナナさん、あちらは持つだけで苦労しているみたいですよ」

「ふふ、少しだけリードしているみたいですね」

「その調子でお願いします。では早さつ速そく始めましょうか」

「お願いします、先生」

　ナナは晴海にとって、とても出来のいい生徒だった。彼女は晴海が教えた事を、まるでスポンジが水を吸収するかのように習得してしまう。晴海の感覚では、ナナは凄すごく上手になりそうな印象だった。一つ一つの動作を正確に理解しており、動きにも迷いがない。上手うまく出来ていないのは単なる慣れの問題や、それこそ人工四肢のデータ不足が原因だろうと思われた。

　―――里見君はこうじゃなくてよかったな………。

　どんどん編み物の技術を習得していくナナを見ながら、晴海は最初の教え子であった孝こう太た郎ろうの事を思う。今でこそ孝太郎もそれなりの技術を習得しているが、当初は酷ひどい有り様だった。孝太郎はナナとは逆で酷く不器用であったから、技術の習得は非常にスローペース。とても教え甲が斐いのある生徒だった。そしてその事が晴海と孝太郎の距きよ離りを縮めてくれた訳なので、晴海にとって孝太郎が不器用であった事は幸いだったと言えるだろう。

　―――でもそっか………何でも出来ちゃうって、そういう事なんだろうな………。

　そこで晴海はふと、ナナが知らず知らずのうちに抱えている欠点に気付いた。晴海と孝太郎の関係が不器用さによって深まったのなら、ナナはその逆かもしれない。何でも出来てしまうおかげで、他人との接点が薄くなっているのだ。例外的にゆりかとの関係が篤あついのも、ゆりかの不器用さのおかげであると考えれば納得がいく。

　―――だとしたら、もっと、こう………。

　だから晴海はナナとの接し方を改める事にした。出来ているからといって、出来る人のように扱うのはナナにとって不幸かもしれない。もしそうでなかったとしても、別段問題はないのだから。これはかつての晴海には出来なかった考え方であり、やはり彼女も大きく成長していた。

「上手く出来ていますよ、ナナさん」

「ありがとうございます」

「では念ねんの為に一度復習をしましょう」

「あ、え………はい」

　晴海はナナの背後に回ると、抱だき締しめるような形で腕うでを回した。華きや奢しやな晴海よりも更に一回り小こ柄がらなナナは、晴海の腕の中に収まってしまう。そして晴海は孝太郎に教えた時のように、実際に手の動かし方を見せてやった。

　―――昔………佳苗さんがよくこうしてくれていたっけ………。

　晴海の手の動きを眺ながめながら、ナナは十年ほど前の事を思い出していた。ナナの協力者であった佳苗は、実の娘むすめと同じようにナナを大事にしてくれた。抱き締められた事も一度や二度ではない。その時のあたたかな感覚は今もはっきりと覚えている。晴海は編み物を教えようとしているだけなのだろうが、こうしているとかつてのように抱き締められているかのように錯さつ覚かくする。年下の少女に対して感じるべき感情ではないかもしれないが、ナナは晴海とこうしている事が心地ここちよかった。










　編み物ばかりしていても使う神経が重複して、あまり効率的とは言えない。そこで一いつ旦たん別のリハビリに移る事になったのだが、その前にお昼を兼かねて休きゆう憩けいする事にした。頑張り過ぎがいけないのは、リハビリでも同じだった。

　ちゃぶ台の所にはティアとクラン、ナナが残っている。晴海は一人で台所へ向かい、食事の用意をしている。この四人の中で料理が得意なのは晴海一人だった。

「ハルミが居てくれて助かったのう」

　台所の方を見ながら、ティアが笑う。ティアは料理が出来ない。材料とレシピ本があれば、食べられるものは作れるという程度だった。

「ユリカの買い置きのカップ麺めんは御ご免めんですわ。ハルミには感謝しなくては」

　ティアの言葉を聞き、クランは繰り返し首を縦に振ふった。料理が出来ないのはクランも同じだったが、彼女の場合は全くできないレベルにある。しかもお料理コンクールの失敗が尾おを引いていて、何となく台所には立ちたくないのが本音だった。

「ゆりかちゃんは、未いまだにカップ麺が好きなんですね」

　ナナは料理が出来ない訳ではない。多くの才能に恵めぐまれた彼女だから、材料があればそれなりに食べられるものを手早く作ってしまう。しかし彼女は何事も効率的にこなしてしまうので、非常にシンプルな料理になりがちだった。遊び心と奥おく深ぶかさが足りないという所だろう。

「貧びん乏ぼうが怖こわくて、本能的に買ってしまうようじゃぞ」

「今後もずっとベルトリオンの世話になるつもりでしょうに、一体何をやってらっしゃるのか………」

　ガラッ

「まぁ、箱ごとこんなに沢たく山さんっ!?」

　ティア、クラン、ナナ、厳密な理由はともかく、三人とも料理が得意とは言えない。そんな訳で、昼食は晴海に一任される事になったのだった。

「じゃが………わらわ達もユリカを笑えんのが辛つらいところじゃな」

「料理は苦手な訳ですものねぇ………」

　ここでティアとクランの声のトーンが僅かに落ちた。二人の視線は自然と台所にいる晴海の方に向く。ちゃぶ台の所からでは晴海の姿は見えないが、慣れた手つきで料理をしている事は見なくても明らかだった。

「そういえば、晴海さんは色んな事が得意ですよね」

　ナナも台所の方に目を向ける。晴海は編み物だけでなく、料理も得意だった。まだ経験が不足しているのでレパートリーではキリハやルースには及およばないものの、一つ一つ丁てい寧ねいに作業するので出で来き栄ばえは見事だ。きっと今日も美味おいしい食事を提供してくれるに違いないだろう。

「確かにハルミは身体が弱くて運動こそ苦手じゃが、それ以外の事は何でもそつなくこなすのう」

「私達三人と比べると、間違いなく人間としての能力は晴海さんが圧あつ倒とうしているような気がします」

「………わたくし達が出来なさ過ぎるという可能性も否定できませんわね」

　個々の能力では晴海は一番ではない。頭の良さ、魔法、家事や戦いも。しかし全部を必要以上にこなす事は出来るから、総合力では勝まさる。複数の問題を抱えている時、一人だけ助すけっ人とを選んでいいと言われたら、この顔ぶれの中では晴海を選ぶのがベストだろう。

「いや………問題から目を背そむけるのはよそう」

「背けてなどおりませんわ」

「いや、背けておる」

「ティアミリス殿下、どういう意味なのでしょうか？」

「わらわ達は人間としての力がハルミに劣おとっているのではない。………女の子としての力が、ハルミよりも大きく劣っておるのじゃ」

　認めたくない部分ではある。しかし目を背けても現実は変わらない。

　女の子としての力の欠けつ如じよ。

　これは意外なほど身近に潜ひそんでいた、非常に大きな危機。圧あつ倒とう的てきな力を持つ晴海を前にした事で、三人が初めて向き合う事になった、女の子としての危機だった。










　昼食を済ませた四人は、予定通りにナナのリハビリを再開した。午後のリハビリのメニューは運動が中心。先生役はティアが担当していた。身体を動かす事に関しては、やはりティアの独どく壇だん場じようだった。

「そのまま左手を伸のばして、右足のつま先を掴つかめるかのう？」

「多分、届くんじゃないかと」

「その動きをすると、脇わき腹ばらのあたりの普段使わない筋肉を使う事になるのじゃ。同じ調子で右手でもやってみるがよい」

「分かりました、やってみます」

　最初は身体を大きく動かす事はなく、座すわった状態で身体を動かしている。それは準備運動やストレッチに近いものだ。使わない部分の身体を動かして神経を働かせ、人工四肢にそのデータを取らせるのが目的なので、自然と準備運動やストレッチに近い内容になるのだった。

「ふむ………ではこちらも参るぞ、クラン」

「あだだだだだだだっ」

　クランが悲鳴を上げる。ナナはティアの言葉だけで何をすればいいのか分かるのだが、運動が苦手なクランはそうではない。おかげでティアはつきっきりでクランの指導に当たっていた。今はクランの背中に手を当て、押おしてやっているところだった。

「そら頑張れ、ホレホレッ」

「いたたたっ、とっ、届きませんわっ！」

　普段から研究室にこもりきりで運動不足のクランなので、身体は非常に硬い。ティアは自分がやって貰う時よりもずっとずっと弱くクランの背中を押したのだが、クランは痛みで盛大に悲鳴を上げる。しかもそれで曲がったのはほんの僅かだった。

「………だらしがないのう。いつもじっとしているからそうなるのじゃぞ」

「ティアミリスさんだって、争い事以外では頭をお使いになるのは苦手でしょう？」

「そこを言われると痛い。………よかろう、互たがいに苦手分野には否定的な意見は言わないという事で」

「協定成立ですわね」

　お互いに苦手な事をあげつらってもきりがない。二人はすぐに言い争いを止め、運動に戻った。かつての二人であれば、そのまま激しい言い争いが続いただろう。だが今の二人は、そういう争いが何も生まない事を知っている。二人共、かつてよりずっと内面が成長していた。

　そしてもう一つ、ティアとクランが争いを避さけたい特別な事情があった。それは彼かの女じよ達たちと一緒にリハビリに付き合っている、晴海の存在だった。

「ふにゅっ、にゅにゅにゅにゅぅぅぅっ」

　晴海はナナの動きを真似まねて身体を動かしていた。しかし生まれつきの病弱さゆえに身体を動かす機会が少ない晴海なので、クランと同じく身体が硬い。そのせいでナナのやっている通りには出来ずにいた。

「ここは一旦逆に動かしてみようかな？　もしかしたらそれでもうちょっと………」

　だが晴海の勘かんは悪くない。もし生まれつき病弱でなかったら、運動はむしろ得意だっただろう。おかげで問題にぶつかっても、何となく自分なりに解決法が見み出いだせる。そうして彼女は自分なりのペースで、少しずつ進歩していた。

「にゅっ、にゅにゅ………いた、いたたっ、も、もうちょっと………にゅにゅぅぅっ」

　ティアとクランが気にしていたのは、晴海が運動をする姿そのものではない。二人が注目しているのは、晴海が運動をする際にそこかしこから漏もれ出してくる、女の子らしさだった。

「………やけに可愛いのう。どうしてじゃろう？」

「特別な事はしていない筈ですのに………わたくし達とは何が違うのか………」

　晴海はティアの指導の通りに身体を動かしているだけだった。にもかかわらず、何故かとても可愛らしく、柔やわらかな印象がある。同じ事をしている筈なのに、同じ印象にならない。二人にとってはそこが非常に大きな謎なぞだった。

「その違いを見付け出さない事には、いつまで経っても私達の問題は解決しませんね」

　そしてそこに注目していたのはティアとクランだけではなかった。ナナもまた、晴海が与あたえる印象の違いに注目していた。いつの間にか三人は自身の動きを止め、晴海の不思議と可愛らしく柔らかな運動に見入ってしまっていた。

「………あら、皆さんどうしたんですか？」

　だがそんな事がしばらく続けば、晴海も異常に気付く。晴海は自分を見ている三人に気付くと、動きを止めて不思議そうに首を傾かしげた。

「あ、い、いや、なんでもない。そなたの進み具合を確認しただけじゃ！」

「そそっ、そうですわ！　わ、わたくしと同じで運動が苦手なあなたのっ、身体の動かし方を見ていただけですのよっ！」

「気にしないで続けて下さい。休憩する時に目に留まっただけですから」

　三人は慌あわてて誤ご魔ま化かすと、ばね仕じ掛かけのおもちゃのようなぎこちない動きで、自分達の運動を再開した。

「はぁ………そういう事でしたら………？」

　晴海はそんな三人の様子が不思議で仕方がなかったが、幾らもしないうちに気持ちを切きり替かえ、彼女も運動を再開した。そして晴海はその後も、可愛らしく柔らかな印象のままだった。










　ティアとクラン、ナナの三人は、晴海の女性らしさがどこから来るのかを知りたいと思った。その一いつ端たんでも身に付けない事には、女性としての危機である事に気付いたのだ。だがじろじろ見てしまうと晴海を戸と惑まどわせ、一番見たい女性らしさを薄れさせてしまいかねない。そこで三人は知ち恵えを絞しぼり、晴海と一緒にリハビリをしながら、気付かれないように彼女を観察する事にした。そしてこっそり観察するのは、クランの得意分野だった。
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「ハルミや、とりあえず思う通りに構えてみるがよい」

「ええと………こんな感じでしょうか」

　チャッ

「うむ、スパイ映画じゃとそうやって腰のあたりで構える事が多いが、実はその構えは実用性が低い」

「そうなんですか？」

「目の前の相手であっても、どこに当たるか分からんからのう。そう構えて、どこに命中するか想像できるか？」

「言われてみれば、何となく的の方に向けてる感じでしょうか」

「照準器も使っておらぬしのう。つまり、そういう風に構える設計ではないのじゃ」

「ではどう構えればいいんですか？」

「利きき目めで銃じゆうを後ろから見て、銃口の上にある突とつ起きと、銃の後方にある溝みぞを合わせるのじゃ。そうすると自然とその先にある的に当たる」

「こうですか？」

　チャッ

「そうじゃ。後は狙ねらいを正確にする為と反動への対策で、両手で持つのがいい」

「こういう構えも映画で見たような覚えがあります。ちゃんと理由があっての構えなんですね」

「そういう事じゃ。………よし、試ためしに撃うってみるがよい」

「でも………撃つと弾たまが出るんですよね？」

「大だい丈じよう夫ぶじゃて。訓練用の銃じゃし、弾もペイント弾じゃ。やっておかないと、いつまでも仕組みが理解出来んぞ。戦いになったら魔法で銃の仕組みを邪魔するのじゃろう？」

「そ、そうでした。………やってみます」

　チャッ

「怖がることはない。ちゃんと両手で持てば反動は抑おさえ込める」

「えと………撃ちます！」

　ドンッ

「きゃあきゃあきゃあっ!?　出たっ、弾が出ましたっ!?」

「………なんだか、こう………銃を撃つ姿さえも妙みように………。それはともかく、この調子では先は長そうじゃの」










「クランさん、少しＰＡＦのアシストを弱くする事は出来ますか？」

「出来ますわよ。でも、何故ですの？」

「実は自分の力だけで腕うで立たて伏ふせをやろうとしたら、そのぉ、二、三回で動けなくなってしまいまして………あは、あはははっ」

「反復出来なくてはトレーニングの意味がありませんわねぇ。かといってＰＡＦが通常のアシスト状態では運動にならない………ちょっとお待ちになって下さいまし。アシストの強度を調整いたしますわ」

「ありがとうございます！」

「どれどれ………」

　ピッ、チチチッ

「………ハルミの動きからのフィードバックのレベルを、スライダーで調整出来るようにすれば………えーとぉ………こんなところかな？」

　ピッ、ピピッ

「ハルミ、ＰＡＦの発生器にアシスト強度の調整用のスライダーを付けましたわ」

「えっ、もう出来たんですか？」

「ええ。新しいコードを一つ加えただけですもの………それで、最強にするとこれまで通り。それを基準にして、アシスト量をゼロパーセントまで自由に変更出来るようにしましたわ」

「ありがとうございます、すぐにやってみます！」

「あまり無む茶ちやはなさらないようにして下さいまし」

「はい。最初は半分ぐらいで………」

　ピー

「これでよし、と。では早速………ふにゅぅっ、にゅにゅにゅにゅぅぅぅっ」

「………にゅにゅ？」

「にゅんにゅにゅにゅにゅにゅううぅぅぅぅぅっ」

「………この反則的な可愛らしさにも、調整用のスライダーが必要ですわね………」










「ナナ、そなたもしかして、格かく闘とう技ぎは我が流りゆうか？」

「はい。基き礎そ的てきな部分は訓練で習っているんですが、我々は魔ま法ほう使つかいなので、格闘技はそれ程ほどしっかり習っている訳ではないんです」

「その先は戦いの中で磨みがいたという訳か」

「本格的に格闘技を訓練していないという事を、最大限肯こう定てい的てきに表現するとそうなると思います」

「なるほどのう、それで動作に一いつ貫かん性せいがないのか」

「分かりますか？」

「うむ。格闘技には流派ごとに戦いに対する考え方があってのう。この技わざをこうかわすなら、あの技はこう来る可能性が高い、というような予測がある程度成り立つのじゃ。しかしそなたには予測が成り立たない」

「相手がやっているのを真似して覚えたような感じですから、格闘技術全体がパッチワークのようになっているんじゃないかと」

「うむ、確かにそのような感じを受けるのぅ。ふふん、面白おもしろい、もう少し相手をしてくれぬか」

「はい、喜んで」

　ガッ、ガガガッ、パシィッ

「………はぁ………お二人共凄いですねぇ………」

「わたくし達たちにはついていけない世界ですわね。自信を失くしますわ」

「何を言っているんですか。クランさんには凄い発明があるじゃありませんか」

「ハルミ………」

「その点、私は普ふ通つうの女の子の枠わくから抜ぬけ出せなくて………皆みなさんと知り合ってから、やっぱり身みの丈たけってあるんだなぁって、つくづく思っています」

「………わたくし達からすると、どんな事をやっていても、決して女の子の枠から抜け出さないハルミの方が凄いと思いますわ………」

「はい？　今、何て仰おつしやったのですか？」

「格闘技が出来ない事など、大した問題ではないと言ったのですわ」

「その意気ですよ、クランさん！」

「………わたくし達の問題は、あなたのように出来ていないという事でしてよ………」










　クランが撮さつ影えいした晴海の映像は長時間に及んだ。そしてその映像をティア、ナナ、クランの三人で分ぶん析せきした結果、彼女達はある一つの結論に辿たどり着ついた。それは、このまま独学を続けていても自分達の女の子らしさは開花しないだろう、というものだった。










　その後もナナのリハビリは健康診しん断だんと並行して定期的に行われていた。晴海やティア、クラン達は自然とそれに付き合っている。やはりナナが抱えている問題は簡単には無視出来なかった。そしてもう一つ、彼女達を強く結び付けている感情があった。それは晴海以外の三人が抱えている、ある特とく殊しゆな事情に絡からんでのものだった。

「このままでは、らちがあきませんわ」

「問題は明らかじゃ」

「それをどう解決するか、ですね」

　晴海が精密検査用の装置に入っている間に、クランとティア、ナナの三人は顔を突つき合あわせて相談をしていた。三人は真しん剣けんだった。

「といっても………どう解決したらよいものか、思い付きませんわ」

「事情が事情じゃからのう」

「相談できる相手も限られますよね」

　こっそりと晴海の暮らしぶりを撮影し、それを詳しよう細さいに分析した結果、三人はある結論に達した。それは自分達には女性らしさが足りないという事、そしてこのまま放置しているといつまでもそのままになるという事だった。

　ナナは思春期を迎むかえる頃ころには既にレインボゥハートのアークウィザードとして最前線で活かつ躍やくしていたので、女の子らしい遊びやおしゃれとは無む縁えんの生活を送ってきた。結果的に素す直なおで物分かりがいい子供がそのまま大人になってしまったかのような状じよう況きようにあり、女性らしさがあまり身に着いていなかった。

　ティアもナナと似たような状況と言えるだろう。ティアの場合は人付き合いはあったものの、幼い頃から周囲は敵ばかりで友好的な人付き合いは殆ほとんどなかった。女の子らしさは友好的な人間関係の中で生じるものであるから、ティアの場合は地球へやってきてからの一年半余りが全すべてだった。

　クランの場合は二人よりも更に深刻だった。昔から人付き合いが苦手な上に、研究室にこもりきりだったので、女の子らしさ以前の状態にあったのだ。まずは人付き合いを身に付けた上で、女の子らしさを身に付ける必要がある。結果的に見て、クランの女の子らしさはようやく芽生え始めたかどうかという段階にあった。

「ならばいっその事………というのはどうじゃろうか？」

「そんな事をして大だい丈じよう夫ぶですの？」

「どうせなら理想を追うべきじゃろうし、秘ひ密みつ裏りに進められるじゃろう」

「私は賛成です。ここまでの流れからすると、頼たのみやすい気もしますし」

「分かりましたわ。わたくしもそれだと気が楽ですわ」

「よし、決まりじゃ！」

　このまま自分達の自然な成長を待っていては、多くの時間を浪ろう費ひする。早さつ急きゆうに抜ばつ本ぽん的てきな改善が必要である―――三人の意見は一致していた。そこで三人は恥はじを忍しのび、大だい胆たん極きわまりない一手に踏み切る事にした。










　晴海が精密検査用の装置から出ると、ティアとクラン、ナナの三人が出で迎むかえた。だが三人の表情は妙に硬い。それに気付いた晴海は、ちょっとした不安に駆かられた。自然と自分の検査結果が悪かったのではないかと考えたのだ。

「えと………検査結果、どうだったんでしょうか？」

　晴海は恐おそる恐る尋たずねる。三人が三人とも深刻そうな顔をしているので、もしかしたらという不安が大きい。おかげで晴海の声は妙に掠かすれていた。

「特に問題ありませんわ」

「そういう風には思えないんですけれど………」

　クランは即そく座ざに否定したが、晴海はすぐには納なつ得とくできない。問題ないという言葉と、三人の表情が一致していないのだ。

「いや、そなたの身体に問題がないのは本当じゃ。実はのう、問題があるのは我らの方なのじゃ」

「ティアミリスさん達の？」

　ティアの言葉で自分の身体に問題がない事は分かったが、それならそれで晴海は心配になった。ティア達に何らかの問題が生じたという事だったから。だから晴海は一度息を呑のみ込むと、恐る恐る尋ねた。

「どういう事なんですか？」

「実はね、晴海さん。私達三人には、ある共通した問題があるの」

　晴海の疑問に答えたのはナナだった。この場は一番年長の彼かの女じよが、リーダーシップを発揮して話をするつもりだった。

「それは一人の人間として、とても大切な問題なの」

「………大切な、問題………？」

　晴海はナナの深刻そうな表情と口ぶりに呑まれてしまい、先さき程ほどとはまた違う理由で息を呑んだ。

「それに絡んで、一つあなたにお願いがあるの」

「構いませんけど」

　晴海には目の前の三人のお願いを断る理由はない。あっさりと首を縦に振った。するとナナは少し安あん堵どした様子でその中身を語った。

「私達三人のリハビリを手伝って欲ほしいの」

「何のリハビリですか？」

「女の子」

「へっ？」

「だから、女の子らしさのリハビリをしたいのよ」

「ええぇえぇぇぇぇっ!?」

　それはあまりに予想外なお願いだった。おかげで普ふ段だんは物静かで控ひかえ目な晴海が思わず大きな声を上げてしまうくらい、大きな驚おどろきをもたらした。

「女の子らしさって、皆さんどこからどう見ても女の子じゃありませんかっ!?」

「それが問題なのよ。その………見た目以外の女の子らしさが欠如している事に気付いてしまって………そのぉ………」

　いつも凛りんとして堂々たる態度のナナが、この時ばかりは照てれ臭くさそうにしていた。指先をつんつんと突き合わせ、頬ほおを赤らめつつ、上うわ目め遣づかいに晴海を見ている。いかに年長のナナといえど、自身の欠点、とりわけ女性的な面で劣っていると告白するのは恥はずかしい事だった。これはティアとクランについてもそうで、二人共ナナと同様に顔を赤らめ、居い心地ごこちが悪そうにしていた。

「………だから………見た目以外の女の子らしさで突とつ出しゆつした力を持つ晴海さんに、その秘訣を教えて貰もらえないものかと………」

「そう言われても………」

　事情を聞かされても、晴海は困こん惑わく気味だった。晴海は意識して女の子らしく振る舞まっている訳ではない。だから教えろと言われても何を教えていいのかさっぱりだった。

「上手く教える自信がないです」

「一いつ緒しよに行動して、あなたならどうするのかを見せて欲しいの。そしてあなたなら避ける事を私達がやってしまった時に、それを指し摘てきしてくれれば。他のリハビリと同じで構わないのよ！」

「そうじゃ！　出来る限りで構わぬ！」

「このまま放置するより、少しでも何か手を打たなければいけませんの！」

　だが三人は晴海に自信があろうがなかろうが、リハビリをお願いする以外になかった。何もしなければ現状維い持じとなる。それを問題視していたのだから、僅かでも進歩したいと願うのは当たり前だろう。

「でもそういう事ならキリハさんあたりに頼んだ方がいいんじゃありませんか？」

　晴海がお願いした時、キリハは悪女の訓練をしてくれた。だから女の子らしさを開花させる方法もきっとキリハなら考え出してくれるに違いなかった。

「そうしたとしても結局最後は晴海さんに頼まなきゃいけないのよ！　お願い！」

　ティアとクラン、ナナの視点では女の子らしさという意味では晴海が群を抜いている。キリハよりもだ。キリハは精神年ねん齢れいが高い分だけ、女の子よりも大人の女性の雰ふん囲い気きが出てしまっているからだ。三人に必要なのはあくまで女の子らしさ。大人の女性らしさではないのだった。

「ええと………」

　晴海は悩なやみ始めた。教える自信はないが、三人の真剣さは分かる。無下に断ってはいけない内容である筈はずだった。さんざん悩んだ挙句、晴海はある事を条件にリハビリ指導を引き受ける事に決めた。

「………分かりました、お引き受けします」

「本当に!?」

「よくぞ言うてくれた、ハルミ！」

「助かりましたわ!!」

「ただし、条件があります」

「何でも言って下さい」

　ナナは条件の内容も聞かず、すぐに首を縦に振った。そうしたくなるほど、女の子らしさの習得は、切実な願いだったのだ。これはティアとクランも同じだった。

「私が皆さんに女の子らしさを教える代わりに、逆に皆さんから教えて欲しいものがあるんです」

「それは？」

「ナナさんには、凛り々りしく戦う秘ひ訣けつを教えて貰いたいです」

　実は似たような悩みは晴海の方にもあった。それは自分がどうしても女の子じみた行動しかとれないという事だった。

　戦いになれば晴海も必死に頑がん張ばるが、ナナのようにスマートに戦う事が出来ない。やはり一いつ般ぱん人じんの枠から抜け出せず、目の前の出来事に必死に対応しているだけで終わってしまうのだ。みんなの役に立つ為ためには、このままでは駄だ目めだという思いが常にあった。

「ティアミリスさんには、積極的な人間関係を教えて貰いたいです」

　晴海がティアから習いたいのは、ある種の攻こう撃げき的てきとすら思える、対人関係の構築方法だった。晴海はどうしても温和で奥おく手て、常に待ち構える方になりがちだった。それがスポーツであれ戦いであれ人との関かかわり方であれ、待ち構えているだけではその後の展開が狭せまい範はん囲いに収まってしまう。だから晴海は、ティアのように自分で人間関係をこじ開ける力を常々欲しいと思っていたのだ。

「そしてクランさんには、里見君に悪戯いたずらされる方法を教えて欲しいです」

　クランから習いたい事は、最初の二つに比べると非常に狭い領域で必要になるものだった。晴海は常々クランを羨うらやましいと思っていた。クランは特に何らかの働きかけをしなくても、孝太郎から悪戯をして貰えるという特異な才能を持っていたのだ。晴海はなかなかそういう事をして貰えないので、秘訣があるなら知りたいと思っていた。

「スマートに戦う秘訣………考えた事もなかったけれど………」

「あんなものっ、弄もてあそばれているだけですわっ！　あなたは尊敬されているから弄ばれないのですわっ！」

「落ち着くのじゃ、クラン。わらわ達が教えて貰おうとしているものもそういう性質のものじゃから、取り引きとしては正当じゃぞ」

「分かっていますわっ、もうっ」

　多少感情的になる部分もあったが、三人とも晴海の要望には応こたえるつもりでいた。教えを乞こう以上、対価は必要だった。

「晴海さん、私達はその条件を飲みます」

「はいっ、みんなで頑張りましょうね」

　晴海は話がまとまると嬉うれしそうに笑う。晴海は最初こそ大きく戸惑ったものの、結局やる事は四人で楽しく過ごすだけだという事に気付いたのだ。女の子らしさ、スマートさ、激しい対人関係、悪戯される方法。どれもただお茶を飲みながら、あるいは遊びながら身に付けるものでしかないのだった。

「これで少しは女の子らしくなれるといいけれど」

「何事も為なせば成る」

「その前向きさが羨ましいですわ、まったく………」

　そしてその事はナナ達三人にも伝わっていく。やがて三人も晴海と一緒になって笑い始めた。それこそが今の四人に必要な事だった。

「それで早さつ速そくなんですけれど………ベルトリオンがお腹なかを出して寝ねている時の、最良の対応はなんですの？」

「私はまだそういう状況に遭そう遇ぐうした事がないので………ちなみにティアさんはどうしますか？」

「その感じなら………ダイビングボディプレスじゃな。ハルミは？」

「ダッ、ダイビング………!?　あっ、え、ええと、私の場合は毛布を掛かけますね」

　四人の少女達はお茶とお菓か子しを用意すると、ああでもないこうでもないと、議論ともお喋しやべりともつかない時間を過ごし始めた。それはこれまでにナナがあまり体験してこなかった事だから、新しん鮮せんで印象的な出来事だった。

　―――もし私が普通の女の子で、学校に通っていたら………もしかしたらこんな風だったのかしら………。

　この時になってようやく、ナナは自分に本当に必要なリハビリが何だったのか、という事に思い当たった。女の子らしさなど、実は大した問題ではなかったのだ。本当に必要だったのは、こうして友達と時間を過ごす事。きっと友情のリハビリこそが、ナナに必要なものだったのだろう。

「でもそれだとベルトリオンは後でなんだかんだ言ってきますでしょう？」

「ええっ？　私はお礼しか言われた事はありませんけれど………」

「ハルミ補正じゃの」

「これまでの積み重ねが重要なのではありませんか？」

「ベルトリオンはハルミにだけ優やさしいのですわっ！」

「………いいなぁ、クランさんは………」

「ちっともよくありませんわっ!!」

　しかしナナはその真実を胸の奥おくにそっとしまいこんだ。口にしてしまえば、せっかく始まった友情のリハビリに支障を来きたしかねないから。ナナが友達を手に入れたのは、ゆりか以来となるだろう。そんな友達とのお喋りの時間を、ナナは出来るだけ長く堪たん能のうしていたいと願うのだった。







Episode2

帰るまでに行っておきたいいくつかの場所







　孝こう太た郎ろう達たちが住んでいる吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しにも幾いくつか山はある。だがそれは登山をするような山ではなく、手軽にハイキングが楽しめる丘おかと山の境界線上にある様な代しろ物ものだ。もし登山がしたければ、隣となり町まちまで行く必要がある。隣町は北側が斜しや面めんになっており、そのまま山に続いている。この山は標高こそ二千メートルに届かないものの、手て頃ごろなアップダウンがあるので登り甲が斐いがあり、この地域では人気の登山スポットだった。そしてもう一つ、この山が人を惹ひき付つける大きな理由があった。

『この秋は丸まる川かわ岳だけ温泉郷へ！　豊かな湯量と効能を誇ほこる温泉と山やまの幸さちが、あなたの疲つかれた心と身体をリフレッシュ！　お土産みやげには人気の黒温泉卵を是ぜ非ひお買い求め下さい！』

　六畳間に置かれた小さなテレビに、その理由が映し出されている。隣町の山には温泉があり、人気の観光スポットとなっていた。土曜に登山、温泉宿で一泊ぱく、それが鉄板の観光スケジュールだった。

『………黒温泉卵？』

　静しず香かの目を通して何気なくテレビを見ていた火か竜りゆう帝ていアルゥナイアは、その不思議な物体に目を留めた。それは名前が示す通り、真っ黒になった卵だった。

「あれ、おじさまって温泉卵は初めてでしたっけ？」

　同じものを見ていた静香は、まるで目の前にアルゥナイアがいるかのように、彼かれの呟つぶやきに応える。静香の言葉は穏おだやかで、リラックスしているのがよく分かった。

『うむ。温泉卵というのは、どういうものなのだ？』

　アルゥナイアの言葉と同時に、妙に丸っこい姿をした彼が静香の前に出現する。その大きさは三十センチもない。見た目といいサイズといい、ぬいぐるみにしか見えない。それは話をする時に便利なように、アルゥナイアが作り出す幻げん影えいだった。アルゥナイアは声の出所と視点をその幻影に移す事が出来る。カメラとマイク、スピーカーを仕込んだぬいぐるみと考えると丁度いいだろう。

「ええとね、温泉卵っていうのは大おお雑ざつ把ぱに二種類あって―――」

　静香はそんな可愛かわいらしいアルゥナイアに笑え顔がおを向けると、彼の抱かかえている疑問に答えてやる。ぬいぐるみのような姿のアルゥナイアは、それを興味深そうに聞いている。最近の二人は、そうやって本当のおじと姪めいのように過ごすようになっていた。

「―――料理として一いつ般ぱん的てきなのは、卵の黄身だけを固めて白身は半熟のまま残す、ちょっと変わったゆで卵の事よ」

『黄身だけを固める………そんな事が出来るのか？』

「うん。実は卵の黄身と白身は固まる温度に違ちがいがあるの。それを上手うまく利用すると、黄身だけを固く出来るのよ」

『なるほど、黄身の方が低温で固まり始めるのだな』

「そういう事。興味があるなら今度作ってあげましょうか？」

『頼む、とても興味がある』

「ふふふ、りょーかい。それでね、おじさま。さっきＣＭでやってたのは、そうじゃない方の温泉卵なの」

『確か、二種類あると言っていたな。そちらという事か』

「ええ。温泉地では、温泉のお湯を使ってゆでたり蒸したりして作るゆで卵の事も、温泉卵って言うの。さっきの黒温泉卵は、温泉の成分のせいで殻からが黒く変色したものよ」

『ほうほう………こちらは温泉風味のゆで卵という事か』

「そういう事。こっちはうちでは作れないから、行ってみるしかないわね」

『なるほど………』

　アルゥナイアの目がきらりと光る。そしてそのつぶらな瞳ひとみが再びテレビの方を向いた。そこにはもうＣＭは映し出されていなかったが、彼の意識が温泉卵に向いている事は明らかだろう。

「ふふふ、おじさまったら………」

　静香はそんなアルゥナイアの姿を見て微笑ほほえむ。身近に孝太郎が居るので、静香はそういう男性特有の反応には理解があった。同じ理由から、彼女はこの翌日に温泉のガイドブックを買う事になる。日ひ頃ごろ世話になっているので、お返しにも丁度いいだろうと思っての事だった。










　普段は静香の中にいるアルゥナイアだが、温泉のガイドブックを手に入れてからは例のぬいぐるみのような姿でいる事が多くなった。ガイドブックを読む為にわざわざ静香の手を煩わずらわせる訳にはいかないというのがその理由だった。

『ふんふん………まず殻に鉄分が付き、そこに硫りゆう化か水素が反応して、硫化鉄に………』

　ぬいぐるみにしか見えないアルゥナイアがちゃぶ台の上に座すわって温泉のガイドブックを読んでいるので、その姿は非常にユーモラスかつファンタジックだった。

『硫化水素………シズカよ、硫化水素とは何だ？』

「硫化水素っていうのは………硫化した水素の事よ」

『硫化した水素とは何だ？』

「キリハさーん、助けてー!!」

　ガイドブックを読み始めたアルゥナイアは、時折その手を休めては傍かたわらにいる静香に質問を投げかける。火竜帝は地球の情報に疎うといから、質問の数は多い。大半は一いつ般ぱん常識なので問題はなかったが、温泉の成分や効能などの話になった時に静香では手に負えない事が少なくなかった。そうなると出番になるのが部屋で洗せん濯たく物ものを畳たたんでいるキリハだった。

「アルゥナイア殿どの、硫化水素というのは爆ばく発はつ性の気体と硫い黄おうが結びついて出来た、人間にとって毒となる気体だ」

『爆発性の気体？』

「水に電気を流すと、蒸発とは別に、気体が発生する事は御ご存ぞんじか？」

『知っている。雷らい霆てい王おうの奴やつが水辺にいるとそうなる』

「その時に発生している気体は二種類。物を燃やしたり人間が呼吸に使ったりする酸素、そして爆発する水素だ」

『という事は、雷霆王の奴が水辺にいる時に火を着けると爆発するのか？』

「混合比にもよるが、理論上はその筈だが」

『これは良い事を聞いた！　今度やってみよう！』

「………おじさまぁ………」

「その水素と硫黄が結びついた気体が硫化水素だ。腐ふ食しよく性せいの気体なので、それが鉄と反応すると黒くなる」

『よく分かった、ありがとう』

　キリハの簡潔な説明で疑問が解消したアルゥナイアは上じよう機き嫌げんでガイドブックの読書に戻もどる。それを見届けたキリハは小さく微笑むと、自らも洗濯物を畳む作業に戻った。

「ありがとね、キリハさん」

　アルゥナイアが無事に読書へ戻ってくれたので静香は安堵する。するとキリハは孝太郎のシャツを畳みながら、静香に笑いかけた。

「なに、この国を好きになって貰うのは良い事だろう」

「いずれ竜りゆう達たちが大挙して遊びに来たりしてね」

「そして静香は質問攻ぜめに遭あう訳だな」

「やめてよー、もー」

　竜達の訪問に関して静香は冗じよう談だんめかして笑ったが、キリハの方は意外とあるだろうと考えている。アルゥナイアの熱心さは、キリハにそう思わせるに十分なものだったのだ。

「アルゥナイア様、出来ましたよー」

『おお、待まち兼かねたぞ！』

　そんな時、六畳間にルースが入ってきた。彼女はお盆ぼんを抱えており、そこには幾つかの器うつわと殻に入ったままの卵が載のせられていた。

『ほぉ………これが温泉卵Ａパターンか』

　アルゥナイアはちゃぶ台の上に立ち上がると、ルースが持ってきたお盆を覗のぞき込む。そこにあるのは黄身だけが固まっている、一般で言うところの温泉卵。アルゥナイア同様に日本文化に興味があるルースが作り方を習って挑ちよう戦せんしたものだった。

「上手く出来ているとよいのですが………」

　こんこん、ぱきょっ

　目を輝かがやかせているアルゥナイアが見守る中、ルースが慎しん重ちように卵を割る。七十度以下で三十分保持。ルースは静香に言われた通りに作ったものの、初めての事なので少なからず緊きん張ちようしていた。

『おお！』

「上手くいきました！」

　アルゥナイアとルースが同時に喜びの声を上げた。殻の中から出てきた卵は、白身がとろりとしたまま、黄身だけが球状の形を保っている。レシピの写真で見た通りの、きちんとした温泉卵の姿だった。

『シズカ、は、早く食べてくれ！』

「はいはい、分かってますよ～」

　静香はくすくすと笑いながら卵の入った器を手に取った。アルゥナイアは味覚を静香に依い存そんしているから、彼女に食べて貰う必要があったのだ。

「シズカ様、こちらをどうぞ」

「ありがと、ルースさん」

　ルースが静香の温泉卵にタレをかけてやる。単に醤しよう油ゆで食べるのでは味気ないので、きちんと鰹かつおと昆こん布ぶでダシを取り、そこへ醤油とみりんを加えて専用のタレを作った。これも後学の為にルースが作ったものだった。

『これが温泉卵Ａ………』

「それじゃあ早速」

　アルゥナイアの輝く瞳に見つめられながら、静香はスプーンを卵に差し入れた。黄身は球形を保っているが、中まで完全には固まり切っていない。やや固めのクリーム状の黄身がスプーンの上に載った。

『おお………』

「いただきまーす！」

　静香はスプーンを口に入れた。するとまず最初に醤油と鰹、昆布の香かおりが口いっぱいに広がる。そしてその向こう側から、とろりとした濃のう厚こうな味わいの黄身が姿を現す。僅わずかにタレに加えられている砂糖が味を柔やわらかくしてくれていて、タレが黄身の繊せん細さいな味わいを壊こわしてしまうような事はない。両者がバランスよく混じり合って、絶ぜつ妙みような味わいを生み出していた。

『こっ、これはっ!?』

　アルゥナイアはそのつぶらな瞳を大きく見開いた。温泉卵の味は、静香を通じてアルゥナイアにも伝わっている。それはこれまで彼が味わった事がない未知の味だった。

『美味うまい!!　これが温泉卵というものなのか!!』

　アルゥナイアはこの不思議な食べ物にすっかり心を奪うばわれていた。見た目といい味といい、アルゥナイアの趣しゆ味みに合っている。しかもこの料理を生み出しているのが卵というありきたりな食材である点も高く評価できる。今の彼はすっかり温泉卵の虜とりこだった。

『感謝するぞルース!!　儂わしはこれまで、こんなに不思議で美味い食べ物を食べた事がない!!』

「気に入って頂けて良かったです」

『もっとくれ！』

「ちょ、ちょっとおじさまぁっ!?」

『よいではないか、よいではないか！』

「きゃ～～～!!」

　温泉卵が気に入ったアルゥナイアは、静香の身体を勝手に動かして次々と温泉卵を食べていく。その勢いは静香が本当の意味で体重を心配しなければならない程だった。










　温泉卵という食文化に心奪われた火竜帝アルゥナイアが、実際に温泉へ行きたくなるまでそう時間はかからなかった。温泉卵には大まかに二つの種類が存在しているが、彼はそのうち家庭でも作れる方しか食べた事がない。だから温泉のお湯を使って作る方の温泉卵も食べたくて仕方がないのだった。

『どことなく儂の住すみ処かを思わせる風景だな』

　それが温泉地に降り立ったアルゥナイアの第一声だった。静香の目を通して見た温泉地の風景は、不思議と故郷のそれとよく似ていた。

「おじさまの故郷もこういう岩山なんだ？」

『うむ。火山に住んでいたからな。岩がゴツゴツしている感じが、とてもよく似ている。とはいえ生えている植物や建物には、見慣れない物が多いのだが』

「そこまで似てたら来た甲斐がないでしょ」

『もっともな話だ』

　バスから降りて人目が離はなれたので、アルゥナイアは例のぬいぐるみを思わせる幻影を作り、静香の肩かたに座らせる。遠目には本当にぬいぐるみにしか見えないので、下手に動き回らなければ周囲を騒さわがせる心配はない。幻影を作った理由は、こうした方が話し易やすいからだ。しばらくやってみて分かった事だが、やはり視線と言葉を向ける先がある方が、コミュニケーションは取り易い。静香だけなら問題は少ないのだが、他に誰だれかが居る場合は特にその傾けい向こうが強かった。

「どちらにお住まいだったのですか？　アライア様の手記では、火山としか書かれていなかったのですが………」

　ルースはそのアルゥナイアの幻影に目を向けて話し掛ける。幻影があるおかげで、そうするだけで誰に向かって話しているのかが分かる。もし幻影がなければ、誰に話しているのかをあらかじめ宣言する必要があっただろう。

『お前達たちで言うところの、南方連山の辺りだな』

「ああ、確かにあの辺りは火山が多かったですね」

『おかげで気温も高く、住み易かったのだ』

「しかし………確か気温が下がって、別の世界へ移住したと言っておられたが」

　ここでキリハが話に加わる。静香とアルゥナイアに同行しているのは、ルースとキリハの二人。他の顔かお触ぶれは都合が付かず来ていない。結果的にだが、温泉地でのんびりするのに向いているメンバーになっていた。

『うむ。気温が下がって来たのと、火山の活動が鈍にぶったせいで、移住を決断した』

「フォルトーゼでは数万年周期で平均気温が低下する時期があります。そして数千年前からその傾向が始まっていると言われています。本格化はずっとずっと先のようですが」

「地球で言うなら、氷河期の気配を察して移住を決断したという事になるだろうか」

『寒い時期はあったかい場所に住みたいのは誰でも同じだろう？』

「おじさま達の気持ち、分かるなぁ。私も寒いの苦手だもん」

　三人と一匹ぴきはとりとめのない話をしながら、バス停から延びる緩ゆるやかな坂道を登っていく。その先にある温泉街に、今日の宿しゆく泊はく先さきの宿がある。そこで少女達は温泉を堪能し、火竜帝は温泉卵を堪能する予定となっていた。










　温泉街に入ると、アルゥナイアは興味深そうに辺りを見回し始めた。事前にガイドブックで予習をしていたものの、実際に見ると印象が大分違っている。またいかにガイドブックであっても全てが網もう羅らされている訳ではないので、そこにある物はアルゥナイアにとっては初めて見る物ばかりだった。

『シズカ、シズカ!!　温泉饅まん頭じゆうの色が茶色ではないぞ!!　どういう事なんだ!?』

「お、落ち着いておじさま！　そんなに動いたらバレちゃうわよ！」

　興奮したアルゥナイアはまるで子供のようで、次々と新しい物に興味を持ち、静香を振ふり回まわしている。竜りゆう族の生活と比べると都会の生活はあまりにかけ離れていたので、今一つ興味が持てなかったのだが、温泉街のそれは上手い具合にアルゥナイアの興味を惹いた。シンプルさが良かった訳だが、静香には災難だろう。

「ふふふ、遊びに出で掛かけた時のおやかたさまやティア殿でん下かと同じですね」

「竜であっても男の子、という事なのだろう」

「男の子………殿下が聞いたら怒おこり出しますよ」

「汝なんじは黙だまっていてくれる」

「あははっ、そう致いたします」

　そうやってキリハとルースが笑い合った、丁度その時だった。

　パチン

　キリハの鞄かばんの留め金がひとりでに外れ、中から小さな声が聞こえてきた。

『姐あねさん、まだ出ちゃ駄目ホ？』

『怪かい獣じゆうのおじさんだけずるいホー！』

「そうだな。よし、出て来て構わないぞ」

『ホー！』

『ホホー！』

　軽く周囲を見回したキリハが鞄の口を大きく広げてやると、中から二体の埴はに輪わが飛び出してきた。埴輪達たちは手にしていた携けい帯たいゲーム機と音楽プレーヤーを鞄の中に戻すと、アルゥナイアの方へ飛んで行った。

『色が違う温泉饅頭ってどれだホー！』

『あれだ。茶色ばかりかと思っていたのに、ここのは白いのだ』

『ホントだホー！　食べてみたいホー！』

　アルゥナイアと埴輪達が並んでいると、完全にぬいぐるみの集団にしか見えない。子供達に見付かると災難だが、幸いここは温泉地。子供の数は少ない。仮に見付かったとしてもこの一匹と二体は姿を消す事が出来るので、大きな問題にはならないだろう。

『よし、早速参ろう』

『参るホー！』

『流石さすがは帝てい王おう、頼たのもしいホー！』

「あっ、ちょっと三人共っ、待ちなさいってばぁっ！」

　むしろ問題は静香の方で、勝手気ままに行動する火竜帝と二体のお供に、完全に振り回されていた。

「………キリハ様、埴輪ちゃん達も男の子という認にん識しきで良いのでしょうか？」

「うむ、一応そういう事になっている」

　ルースとキリハが見守る中、静香はアルゥナイアと埴輪を追って右往左往している。静香には申し訳ないが、二人にとってその光景はとても微笑ましいものだった。










　アルゥナイアが魔ま力りよくで作り出しているぬいぐるみのような姿は、意思を示す為や対話し易いようにする為の幻影だ。だから感覚的な部分では多くを静香に依存している。例えば食べ物の味を知る為には静香に食べて貰う必要がある、という具合だ。そしてそれは温泉に関しても言える事だった。

『………これまであまり注目して来なかったが、温泉というのも中々良いものだな』

　近くにいる静香からお湯の感覚を読み取ったアルゥナイアは温泉を気に入った様子だった。気を良くした彼は、ぬいぐるみのような姿で温泉の湯面を泳いでいく。幻影なのでそれで波が立ったり大きな音がしたりはしなかったが、静香はそんな彼に注意をした。

「おじさま、温泉の中では大人しくしているのがエチケットなのよ」

『おおそうか、済まない。彼らが楽しそうだったからつい』

『泳げるほど広いお風ふ呂ろだホー！』

『ジェット推進だホー！』

　アルゥナイアは埴輪達の真似まねをしただけなので特に悪気はない。そして静かにしているのがエチケットだというなら、それを受け入れるだけの度量もある。アルゥナイアは泳ぐのを止め、ぷかぷかと湯面を漂ただよい始めた。

「カラマちゃんとコラマちゃんも大人しくして」

『済まなかったホー』

『静香ちゃんの頼みなら断れないホー』

　埴輪達の方も静香に注意されると大人しくなる。埴輪達もアルゥナイア同様に泳ぐのを止め、水面を漂い始める。その姿はまるで池に投げ込まれたペットボトルのようだった。そして、そんな二体の様子を見て苦く笑しようしたのがキリハだった。

「済まないな、静香」

　キリハはこの顔触れの中では一番長い髪かみを持っている。おかげで髪を洗うのに多くの時間がかかり、埴輪達の大おお騒さわぎを止められなかったのだ。

「本来なら我が監かん督とくせねばならない所だったのだが」

「いいのよ、自じ慢まんの髪を洗う間ぐらい。それにちゃんと気を遣つかって貸し切りにしてくれているじゃない」

　謎なぞの生き物と埴輪を連れているので、キリハは他の客を驚おどろかせてしまわないように、ツテを頼たよって浴場を丸ごと借り切っている。ずっと前に地上へ出た大地の民たみが経営している温泉があったのだ。そういう気き遣づかいがある時点で、静香は十分にキリハが役目を果たしていると考えていた。

「そう言って貰えるとありがたい」

「気にしない気にしない」

「そうですよ。今回の仕切りは全すべてキリハ様がやって下さっている訳ですし」

　温泉の貸し切りに限らず、今回のミニ旅行全体を仕切っているのはキリハだ。彼かの女じよは各方面に手を回し、アルゥナイアや静香、ルースの希望が最大限叶かなうように調整してくれている。埴輪達がちょっとぐらいはしゃいだ所で、それに対する感謝の感情が揺ゆらぐような事はなかった。

「仕切りといえばさ、ルースさんの希望は何だったの？」

「あ、ええとぉ………」

　急に話題が自分の方へ向き、ルースは思わず答えに窮きゆうした。アルゥナイアの希望は温泉卵、静香はどうせなら温泉に入りたい。同様にルースにも何らかの希望があった筈で、静香はそこが気になっていた。

「ルースの希望は神社だ」

　ルースが返答しないでいたので、代わりにキリハが答えてしまう。仕切りは彼女だったので、ルースの希望は知っているのだ。

「神社？　へぇぇ、渋しぶい所を突ついて来たわねぇ」

「えと………その、はい………」

　話題としては特に問題があるような内容ではない。しかしここでルースは何故なぜか軽く頬ほおを赤らめ、目を伏ふせてしまう。そんな彼女の姿を見て、静香はピンと来た。

「なぁるほどぉ………確かここのパンフレットに、近くに恋れん愛あい成じよう就じゆの神様が祀まつられた神社があると書いてありましたなぁ」

　静香は意地悪そうな笑顔を浮うかべてそう言うと、肘ひじで軽くルースをつつく。

「ううっ!?」

　するとルースは一いつ旦たん限界まで両目を見開いた後、逃にげるように身体を小さくして視線を湯面に落とした。その顔は限界まで赤く染まり、赤い範囲は耳の辺りまで広がっていく。その反応を見れば答えは明らかだった。

「ルースさん、やはり成就したいですか、恋愛？」

　静香は絞しぼったタオルをマイクに見立ててルースに向ける。すると横目でちらりとタオルを見てから、ルースは絞り出すようにして答えた。

「は、はい。でもそれは………皆みな様さまも同じなのでは？」

「うむ。我は成就して貰もらわねば困るな」

　ルースとは違って、キリハはあっさりと自身の願望を認めた。キリハには幼い頃ころから抱えて来た強い想おもいは捨てられなかった。

「そうねぇ………あの人を、あのまま放っておいちゃ駄目だよね」

　静香も自身の感情を認めたが、キリハ程ほどにはストレートに表現できないでいる。ルースとキリハの中間くらいの表現と言えるだろう。

「だからその………この際誰でもいいから、何とかして下さいっ！　っていう感じでお願いして来ようかと………」

「ルースさんはそれでいいの？」

「あの方はいつも御ご自じ分ぶんの事を後回しになさいますから、わたくしの事は後回しで構いません。それにわたくしはそのぉ………元々殿下のついでで構わないというか、第二夫人志望というか………」

「その気持ちは良く分かる」

「みんな考える事は同じかぁ………」

　ルースにせよ、キリハにせよ、静香にせよ、自分が幸せになる為ためだけの選せん択たくはむなしいと考えている。何事もお互たがいが幸せになってこそ。それが一番大好きな人であるなら、なおさらそうだろう。

「結局、お互いに自分より大切だからこそ、という事なんだろうな」

「わたくしはそう思います。そして、そうなるといいと願っています」

「それじゃあ、明日は三人でお参りという事で！」

『儂の温泉卵も忘れないでくれ』

『温泉埴輪だホー』

『良い感じで茹ゆだってきたホー』

　貸し切りの温泉に六つの声が響ひびき渡わたる。その声はどれも明るく元気、底そこ抜ぬけに楽しそうだ。仲の良い友達と共に、ゆっくりと温泉につかる。様々な事件に遭遇する彼かの女じよ達たちにとって、こういう時間は得難がたい物だ。三人と一匹と二体は、それを心行くまで堪能するのだった。










　旅館に泊とまると朝食の用意をする必要がないので、キリハとルース、静香の三人はいつもよりゆっくりとした朝を迎むかえていた。旅館が朝食を用意するのは七時半。彼女達が目覚めたのはその少し前の事だった。
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「おはよう、三人共」

　最初に起き上がったのは元気が取とり柄えの静香。キリハとルースは低血圧気味なので、まだ布ふ団とんの中でウトウトとしていた。

『やっと起きたか』

『みんなお寝ね坊ぼうさんだホー』

『ゆりかちゃん並みだホー』

　その時にはもう一匹と二体は起きており、部屋の端はしに移動してあった座ざ卓たくの上で何かをやっていた。興味を惹かれた静香はそちらへ近付いていった。

「ふぁあぁ………それはそうと、朝から何をやっているの？」

　静香は起きたばかりなので眠ねむ気けが抜ぬけておらず、あくびを交えて鼻声で尋たずねた。

『これだ』

　アルゥナイアは立っている場所を変え、背後に置かれていた物を静香に見せてやる。それは以前から彼が愛読していたガイドブックだった。するとガイドブックを一いち瞥べつした静香は軽く首を傾かしげる。

「幾つか印が付いてるけど、これは何なの、おじさま？」

『儂らが絶対に食べて帰る物をチェックしている。昨日店先を覗いた感じと、ガイドブックの情報を突き合わせた上で、彼らと協議して七ヶか所しよまで絞った』

『怪獣のおじさんと一いつ緒しよに相談したホー！』

『この七ヶ所は絶対に譲ゆずれないホー！』

　楽しみ過ぎて早朝に目覚めた一匹と二体は、この温泉地で絶対に食べて帰りたい物を順番にピックアップしていった。その中から土産みやげ物もの屋やで購こう入にゆうして持ち帰る事が出来る物を除外。残りを食材が旬しゆんかどうかで選別し、そこへ一匹と二体の好みを加えてランキング化した。その上位七つは、彼らが決して譲れない最優先の食べ物達だった。

『という訳だからシズカよ、朝食は食べ過ぎないよう願いたい』

　アルゥナイアは自分では物が食べられない。静香に代わりに食べて貰って、その感覚を共有するしかないのだ。従って静香が満腹では話にならないのだった。

「ちょ、ちょっと待ってよおじさまぁっ!!　それじゃあ私、今日は七つも名産品を食べるのぉっ!?」

『そういう事になるな』

『最初は獲とれたばかりの天然鮎あゆの塩焼きからだホー！』

『最後は春風鶏どりの卵を豊富に使ったカスタードソフトクリームだホ』

「いっ、いやよ～～～!!　そんなに食べたら絶対に太っちゃうじゃないのぉっ!!」

　話を聞かされた静香は眠気が完全に吹ふっ飛とんでいた。もしアルゥナイア達の計画通りに食べ歩くとしたら、静香は間ま違ちがいなく体重が増える。それもアルゥナイアが魔ま力りよくを使ったからではなく、静香そのものの体重が増えてしまうのだ。これは静香には到とう底てい無視できない大問題だった。

『心配はいらない。今日からしばらくの間、シズカの体重が二キロ軽くなるように魔力をコントロールする』

「そういう問題じゃなーーーーい!!　それに二キロも食べる気なのぉぉぉっ!?」

　静香が体重を気にするのは、ボディラインが崩くずれるからでもある。アルゥナイアが魔法で体重を軽くしてくれても、ボディラインまでは元には戻らないのだ。

「絶対に人前で水着が着られなくなるぅぅぅぅっ!!」

『ならば幻げん術じゆつで見た目も良くしよう』

「や～～～め～～～て～～～!!」

　残念ながら、火竜帝は孝太郎以上に女心に理解がない。元々そういう性格である事に加え、別の種族である事が大きく影えい響きようしているのだ。そしてアルゥナイアの言動に全く悪意がなく、純じゆん粋すいに友情や家族を見守る感情から出ている事が、静香の不幸だった。










　最終的に静香が七品食べる問題は、食べた分のエネルギーを直接熱に変へん換かんして放出するという、プラズマブレスダイエットの提案によって解決を見た。これは話を聞いたキリハによって提案されたものだった。

「………ええとですね、先さき程ほどシズカ様が吐はき出した火の息の火力を基準としますと、だいたい五回と三分の二回、火を吐かねばならないようです」

『つまり、六回火を吐けば好きなだけ食べて構わないという事だな？』

「おじさまは黙ってて！」

『………ハイ』

「既すでにシズカ様は先程一度火を吐いていますから、正確には五回弱になります」

　キリハの案を元に、ルースは静香が吐き出す火の息のデータを計測。その火力と予想される七食分の名産品のカロリー数を比ひ較かくしたのが、五回と三分の二という数字だった。

「しかし念ねんの為、一日に五回全部をやるのは避さけた方がいいだろう。名産品七つ分のカロリーは大した事はないが、本来火を吐く事は人間がやる事ではないから、身体にどの程度負担があるのかが正確には予想出来ない」

　発案者であるキリハが僅かに懸け念ねんしているのが、このダイエット方法が人体に及およぼす影響だった。本来アルゥナイアは魔力を消費して火を吐くのだが、今回はそれを静香の身体が蓄たくわえているエネルギーに肩かた代がわりさせる事でダイエットする訳だ。この場合、何か特定の栄養素が急激に消費される可能性が否定できない。無理は禁物というのがキリハの考えだった。

「だったら一日一回って考え方で大だい丈じよう夫ぶかな？」

「それぐらいなら問題はないだろう」

　無理をせず一日一回。それなら消しよう耗もうは少なくて済むだろうし、異常があるなら気付く事が出来るだろう。キリハもこれなら文句はなかった。

「それじゃあおじさま、さっきの奴を明日から一日一回、来週の土曜までね」

『それだと全部で七回になるが』

「ちょっと余計に痩やせたいのよ」

『………七回でいいのか、キリハよ？』

「アルゥナイア殿が、静香との関係をどうしたいのかによる」

『分かった、来週の土曜まで毎日一回ずつ執とり行おこなう』

『ズルだホー』

『インチキだホー』

「何か？」

　ギラッ

『なっ、なんでもないホー！』

『静香ちゃんが綺き麗れいになるのは良い事だホー！』

「ふふふ、シズカ様も体型は気になりますよね」

「昨日、ルースさんやキリハさんの裸はだかを見ちゃったもの」

「静香も綺麗な身体をしていると思うが」

「その油断で大変な事になるのよ」

　そうやって三人と一匹と二体は元気にお喋しやべりをしながら山道を登っていく。彼女達が目指すのはその先にある神社。そこでお参りするのが今日の目的の一つだった。










　神社の境けい内だいに入ると少女達もそのお供達も一様に落ち着きを取り戻した。いつも陽気な彼女達も、こういう宗教施し設せつでは大人しくしているものだと理解している。加えて少女達には叶えたい願いがあるから、なおの事そうなる。自分の願いを汚けがしたくないのは、女の子として当然の事だろう。

『埴輪丸様のイベントのチケットが当たりますようにだホー』

『ハニーナちゃんのグッズが付属するからお願いだホー』

『儂はこの地を騒がせるつもりはない。だから観光くらいは大目に見て欲ほしい』

　お供の二体と一匹にも神社に祀られている神に敬意を払はらう理由がある。多少、即そく物ぶつ的てきな願いではあるのだが、その分だけ三者の願いは真しん摯しだった。しかし真摯さでは、やはり三人の少女達には敵かなわなかった。

　―――どうか………殿下とわたくしの想いが、あの方に届きますように………。

　ルースは胸の前で両手を合わせて一心に祈いのっている。一行がここへやってきたのは、彼女がここでお参りをしたいと言ったからなので、自然と祈りには熱が入る。ルースが生まれて初めて本気で好きになった相手と結ばれたいという強い想い、そして同じ事をティアの分まで祈っていこうと考えている事も、彼女の祈りを強める理由だった。

　―――あの日、お兄ちゃんと交かわした約束を果たせますように………。

　この時のキリハの祈りを知れば、きっと誰もが目を丸くするだろう。彼女の祈りは、普ふ段だんの彼女からは想像もつかない程、素す直なおで純粋だった。彼女が合わせた両手の間に挟はさみ込まれている古ぼけたカード。そこに込められた想いは、今ここにいる彼女だけのものではない。十年以上に亘わたる、全ての年ねん齢れいの彼女の想いがそこに込められている。最愛の人の傷ついた魂たましいを救いたい。それが彼女の祈りを素直で純粋なものにしてくれるのだった。

　―――みんなが幸せになる方法が、見付かりますように………それと、出来ればダイエットに成功しますように………。

　静香はここでもやはり周囲にいる者達の事を考えていた。生まれついての性しよう分ぶんか、彼女には自分だけが幸せならいいという発想が出来ない。好きになった相手も幸せになって欲しいし、周囲にいる少女達にも幸せになって欲しい。だからあり得ないかもしれないと、自分でも薄うす々うす分かっている事を願ってしまう。それでいて彼女は、ダイエットという個人的で小さな目標の達成も一緒に願う。彼女はしっかり者だった。

『………姐さん達、真しん剣けんだホー』

『埴輪丸様が戦っている時のハニーナちゃんと同じ感じだホー』

『しばらく、そっとしておいてやろう』

『怪獣のおじさん、男前だホー』

『それに、そうした方が儂らも後で色々と主張し易い』

『流石さすが火竜帝、頼もしいホー!!』

　結局の所、大きく見れば誰の願いも同じなのだろう。彼女達は自分だけでなく、多くの人間の幸福を求めていた。そしてその困難な道を、互いに手を取り合って進んで行こうとしている。その道の果てにこそ、真の答えがあると信じているのだった。










　神社の参拝が済み山道を下り始めると、一匹と二体の興奮は高まる一方だった。雌し伏ふくの時間は終わり、遂ついに彼かれらの時間がやってきたのだ。

『鮎の塩焼きを店頭で販はん売ばいしているのは何処どこだ？』

『全部で五店てん舗ぽ、一番人気は斉さい賀か屋だホー！』

『斉賀屋は、パリッとした焼き加減と岩塩の味付けが自慢らしいホー！』

『よし、そこへ行くぞ』

『がってんだホー！』

『頼もしいホー！』

　アルゥナイアの断固としたリーダーシップと二体の埴輪の的確な情報分ぶん析せき、その二つが融ゆう合ごうした結果、完全無欠の観光客が誕生した。今の彼らには隙すきがない。彼らが温泉地の名産品を残らず食べ尽つくすであろう事は明らかだった。

「………ああっ、ついにこの時が来てしまった………」

　勇んで進む一匹と二体とは逆に、テンションが下がる一方なのが静香だった。彼女は一行の最さい後こう尾びをとぼとぼと歩いていた。

「もはや諦あきらめるよりないな。プラズマブレスダイエットという免めん罪ざい符ふを得た今、彼らは決して止まらないだろう」

「それはキリハさんのせいじゃないのっ!!」

「しかしキリハ様が提案しなかった場合は、シズカ様の体重が二キロ近く増える計算になりますが」

「それはもっといやぁ～～！」

　静香はその瞳ひとみに涙なみだを溜ため、鼻をすすりながらとぼとぼと力なく歩いている。殆ほとんど泣き出しているような状態だった。先行する一匹と二体とは、対照的と言えるだろう。

「わんっ、わんわんっ！」

　そんな時、小さな影かげが一行の前に立ちはだかった。

「う～、わるるるるるぅぅぅ～」

　それは小さな犬だった。その犬はまだ一歳さいにもなっていないであろう真っ白い子犬で、何処どこからか逃げ出してきたのか、首輪と紐ひもが付いたままになっていた。

『これは確か犬という生き物だったな？』

『そうだホー』

『これは友達になれる生き物だホー』

「わうっ、わうわうわうっ！」

　そしてこの小さな来訪者は、目の前にいる静香達たちに、何故か敵意を向けていた。










　静香達の前に姿を現した子犬は元気な声で吠ほえ続けていた。だが女の子として可愛かわいい動物には目がない三人の少女達は子犬と仲良くなりたくて仕方がない。そこで子犬の警けい戒かいを解くべくアプローチを開始した。

「これなんかどうでしょうか？」

「マシュマロかぁ………キリハさん、マシュマロって犬が食べても平気？」

「マシュマロは卵らん白ぱくと砂糖が主成分だ。あげ過ぎなければ問題はないだろう」

「でしたらあげてみますね」

　ルースはその場でしゃがむと、小分けされた袋ふくろを一つ開かい封ふうして、中から二センチほどの大きさのマシュマロを取り出す。

「わう!?」

　すると子犬はマシュマロの匂においを敏びん感かんに察知、吠えるのを止めてルースの事をじっと見つめ始めた。

「おいで、子犬さん。お菓か子しをあげますよ」

　控ひかえ目めな性格のルースなので、マシュマロを手の上に載のせて子犬に見せたが、差し出したり自分から近付いたりはしなかった。それが結果的に良かったようで、子犬は鼻を鳴らしながら、少しずつルースに近付いていった。

「すんすん、すんすん」

　子犬は鼻でマシュマロの匂いを嗅かぎつつ、目ではルースの動きを追っている。マシュマロの誘ゆう惑わくには抗あらがい難いが、ルースの事はまだ信用し切っていないのだ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、いじめたりしませんから」

　ルースは優やさしげな言葉を発しつつ、相変わらずじっとしたまま動かなかった。すると子犬はたっぷりと時間をかけてルースの前までやってくると、その手の上にあるマシュマロを食べ始めた。

「はぐっ、はむっ」

「落ち着いて、ゆっくり食べるんですよ」

　人間にとっては二センチのマシュマロなど大した大きさではない。しかしまだ小さな子犬にとっては、人間で言うところのメロンぐらいのサイズだと言えるだろう。味も気に入ったようで、子犬は一心不乱にマシュマロを食べ続けていた。

「今のうちに………」

　子犬がマシュマロに夢中である事を確かく認にんすると、ルースは空いている方の手をそっと伸ばして、子犬の首輪に繋つながっている紐を手に取った。実はルース達が子犬と仲良くなりたかった事には、紐を掴つかみたかったという事情も多分に含ふくまれている。首輪と紐が付いたままなので、飼い主が捜しているのは間違いなかったから。

「よし」

「わう！」

　ルースが紐をしっかりと握にぎり締しめたのとほぼ同時に、子犬もマシュマロを食べ終えた。この時ルースはマシュマロを食べ終えれば子犬は逃げようとするのではないかと考えていたのだが、幸いそういう風にはならなかった。

「わう、わうわう！　ふんふん、ふんふん」

　子犬は尻尾しつぽを振りながらルースを見上げていた。よほどマシュマロが気に入ったのか、しきりにルースの鞄の匂いを嗅いでいる。子犬はそこにまだマシュマロがある事を知っているのだ。

「もう駄だ目めですよ。さっきのは特別です」

　気持ちとしてはもっとあげたいのだが、ルースはそれをグッと我が慢まんする。小さなマシュマロ一個であっても、子犬にとっては人間がメロン大のマシュマロを食べるのと同等の意味がある。そう何個もあげては身体に悪い。それに他人の飼い犬なのだから、しつけの観点からもあげ過ぎはまずかった。

「きゅーきゅーきゅー」

「あん、駄目ですってば！」

　子犬は鼻を鳴らしながら前まえ脚あしを伸ばし、ルースの鞄につま先をかける。もっとください、おねがいします。子犬は潤うるんだ瞳でそうルースに訴うつたえていた。そんな子犬を前にしてルースがどうしたものかと頭を悩なやませていると、横から救いの手が伸ばされた。

　ぱふ、ぱふぱふっ

　それは動物の毛皮で作られた小さな毛玉だった。元々キリハの鞄についていた飾かざりなのだが、今はそれが細い木の棒の先せん端たんで揺れている。ルースの悩みに気付いて、キリハが咄とつ嗟さに作ったものだった。

　ぱふぱふ、ぱふぱふ

「わう！」

　キリハが器用に棒を操あやつって毛玉をリズミカルに動かすと、一いつ瞬しゆんで子犬の視線はそこに吸い寄せられた。彼女が操る毛玉はまるで小動物のように動き回る。子犬は毛玉に興きよう味み津しん々しんだった。

　ぱふ、ぱっふ

「わうわう、わう！」

　すぐに子犬は毛玉を追いかけ始めた。キリハが操る毛玉の動きは巧たくみで、届きそうで届かない、絶ぜつ妙みような距きよ離りを保ち続けている。おかげで子犬は毛玉を追うのに夢中で、マシュマロの事は忘れてしまったようだった。

「助かりました、キリハ様」

「こういうのは得意なのだ」

「そういう印象があります」
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「悪女だと言われているような気がするのだが」

　キリハは子犬の相手をしてやりながらルースに微笑ほほえみかける。大の大人でもキリハには手玉に取られてしまうので、子犬ではひとたまりもなかった。

「そんな事はありませんよ。お見事です」

「それならいいのだが」

「キリハさん、私もワンちゃんと遊びたい！」

　すっかり警戒を解いてキリハと遊ぶ子犬を見て、辛しん抱ぼう出来なくなったのが静香だった。静香は子犬が元気に跳はね回る愛らしい姿に完全に心奪うばわれ、自分も遊びたくてたまらなくなっていたのだ。

「うむ」

「やった！」

　キリハは静香に毛玉の付いた棒を手て渡わたして場所を空ける。そして静香はキリハに代わって子犬に毛玉を差し出した―――のだが。

「ガウッ！」

「あいたっ!?」

　子犬は何故か毛玉ではなく、静香の手に噛かみついた。静香は火竜帝の力に守られているので怪我けがはなかったが、この出来事は静香にはショックだった。

「急にどうしたのよワンちゃん！　仲良くしましょ!?」

「ガウッ、ワウワウワウッ！」

　子犬の態度はルースやキリハとは明らかに違ちがっている。子犬は静香に敵意と牙きばを剥むき出しにして吠え続けていた。

「ルース」

「は、はいっ」

　紐を持っているルースが、子犬を静香から引ひき離はなす。多少距離が離れた事で子犬は吠えるのを止めたが、まだ敵意のこもった目で油断なく静香を見つめていた。

「なんで私だけ嫌きらうのよぉ～。仲良くしようよぉ、ワンちゃ～ん」

　可愛い子犬に自分だけ拒きよ否ひされた事で、静香は大きく落らく胆たんした。彼女は毛玉の付いた棒を握ったまま、半泣きでその場に座すわり込んでいた。

「………何か、静香を嫌う要因があるのではないだろうか？」

「アルゥナイア様ではありませんか？　子犬にとって強過ぎる相手ですし………」

「有り得るな」

　キリハとルースはその理由をアルゥナイアだと考えていた。アルゥナイアは静香の中にいる。動物の鋭えい敏びんな感覚がそれを捉とらえたとしたら、怯おびえても仕方がないだろう。アルゥナイアの正体は二十メートルを超こえる巨きよ竜りゆうなのだから。

「おじさまのせいなの!?」

『失敬な!!　儂わしは自然界の王!!　全ての生き物に寛かん容ようだぞ!?』

　これに対して不満を露あらわにしたのがアルゥナイア当人だった。万ばん物ぶつの帝てい王おうを自じ認にんする彼にとって、子犬に怯えられているという悪評は無視できない問題だった。

「でも私、おじさまが目を醒さます前は犬に嫌われてた記き憶おくはないけど」

『シズカ、お前までそのような事を!?』

「でも………」

『分かった、そこまで言うなら白黒付けようではないか！』

「へっ？」

『儂は一時的にシズカから抜け出す。それでもシズカが子犬に吠えられれば、儂のせいではないとはっきりするだろう！』

　そして静香に疑いの眼まな差ざしを向けられたのが決定打だった。悔くやしくて仕方がないアルゥナイアは静香の身体から抜け出して身の潔白を証明するつもりでいた。

「そんな事しちゃって大丈夫なの、おじさま？」

『急激に魔ま力りよくを消耗するが、数十秒なら大した問題はあるまい』

　現実の身体を持たない火竜帝アルゥナイアは、静香を中心に魔力を集中させて存在を保っているから、静香から離れれば急激にエネルギーを消耗して存在を保てなくなる。だが急激とはいっても数十秒間であれば消耗は僅わずかで済む。幽ゆう体たい離り脱だつに近いが、早さ苗なえのような自由はなく、時間も短いから、それで特に何かが出来るという訳ではない。それでも身の潔白を証明するには十分だろう。

『ではいくぞ！』

　カッ

　一度だけ静香の両目が赤い光を放つ。するとその直後、まるで静香の身体の中からもう一人の静香が抜け出すかのように、赤い光が分ぶん離りした。その光こそがアルゥナイアの意思と魔力。光はそのまま立体映像のアルゥナイアに近付いていく。ぬいぐるみのような姿の立体映像に本物の意思と魔力を移そうというのだ。

『これでどうだっ！』

　光は立体映像と融合した。見た目にはまるで変化がない。しかしその姿からは圧あつ倒とう的てきな力を感じる。見た目のファンシーさとは裏腹に、現時点で地球最強の生物はアルゥナイアだった。

「きゅーきゅーきゅーきゅー♪」

　そしてその圧倒的な姿を目まの当あたりにした子犬は、ルースを引き摺ずるようにしてアルゥナイアに駆かけ寄よると姿勢よくお座りし、全力で尻尾を左右に振ふり始めた。










　この結果を踏ふまえたキリハの結論は、子犬が静香に吠えたのは嫉しつ妬とゆえだろう、というものだった。この子犬はアルゥナイアが大好きなのに、仲良くしているのは静香。それが気に入らなかったのだ。

　もう一つの可能性として考えられるのは、静香が強くなり過ぎた、というものだ。彼女はアルゥナイアが内在するおかげで人間の限界を超えた力を持っている。それは静香の生身の身体にも影響しており、もしアルゥナイアが彼女への魔力の供給を止めても、しばらくの間は身体能力は人間の限界近いレベルを保つだろう。その彼女を野生生物として見た場合、熊くまやライオンと同じレベルの危険生物だ。子犬は当然警戒して吠える。そして子犬がアルゥナイアに吠えないのは、超々危険生物とは仲良くするしかないからだろう。

　他にも幾いくつか小さな可能性は存在しているのだが、キリハはこの二点が怪あやしいと考えている。しかし実際はどうなのかは分からない。犬に直接訊きいた訳ではないからだ。確実なのはただ一つ。子犬は静香に向かって吠えたという事実だった。

「………も、もぉ、立ち直れなぁい………」

　子犬はアルゥナイアには尻尾を振り、静香には吠えた。そのあまりに切ない現実に、静香はガックリと肩かたを落とし、とぼとぼと山道を歩いていた。

『ハッハッハッハ、儂の人望もまだまだ捨てたものではないな！』

『流石さすが帝てい王おうだホー！』

『頼たのもしいホー！』

『そうだろうそうだろう！　今度は力ちから試だめしにさふぁりぱーくとやらに行ってみるか！』

　静香とは反対に、アルゥナイアは上じよう機き嫌げんだった。自身の疑ぎ惑わくが晴れた事と、子犬に尊敬されている事が嬉うれしかったのだ。そのぬいぐるみのような身体で胸を張り、自信満々といった様子で先頭を歩いていた。

「シズカ様、お気を落とさずに。あの子犬が特別だっただけかもしれないじゃありませんか」

「そうだぞ静香。まだ汝なんじが吠えられた真の理由は分かっていないのだ」

「それでも吠えられたのは事実じゃないのぉ～～～」

　ルースとキリハが慰なぐさめても、静香の機き嫌げんは直らない。仲良くしたい相手に嫌われてしまったのは、静香にとって本当にショックだった。

「もういいわよっ！　こうなったら自棄やけよ！　名物の十個や二十個、食べてやろうじゃないのっ！　どうせスリムでも吠えられるんだから！」

　そしてショックの結果、静香は自棄になっていた。温泉地の名物を七つ食べる事より、犬に吠えられたことがショックだった。そしてそのショックを和やわらげるのに、好きなだけ食べるのは悪くない解決方法だった。

　―――静香は自分がスリムでなくなった時に、孝太郎がどう反応するかまでは気が回っていないようだが………今は言わない方がよさそうだな………。

　そんな静香を前にして、キリハには思うところがあったが、自棄でもなんでも元気な方がいい。キリハはあえて何も言わなかった。

『そうともシズカ、その意気だ！』

『美味おいしい物がおいら達たちを待っているホー！』

『お腹なか痛くなるまで食べるホー！』

「望むところだわ!!」

「わうっ、わうわうっ！」

　こうして静香は温泉地の名物を心ゆくまで堪たん能のうする事になった。その結果、彼かの女じよの体重は予定を大きく上回り、三キロほど増える事になる。その事はアルゥナイアの要いらぬ心こころ遣づかいのせいで発覚が遅おくれ、新たな問題を巻き起こす事になるのだが、自棄になっている今の静香はまだ知る由もなかった。







Episode3

ご町内大食い選手権！







　早さ苗なえとティアは精神年齢が近い事もあって、似たような物事に興味を示す事が多い。食べ物や遊びなどがそうした物の例だ。この日もそうで、買い物帰りに通りかかったゲームセンターの店先で、二人の興味を惹ひき付つけるものを発見した。

「これなんか取れそうじゃない？」

「そのようじゃな。サナエ、左側から見ていておくれ」

「あいあい」

　早苗とティアは今、二人で一緒にあるゲームに張り付いていた。それはボタンでアームを操作してぬいぐるみを掴み取る景品ゲームだった。ガラス張りのゲーム筐きよう体たいには、地元吉きつ祥しよう春はる風かぜ市しのＰＲキャラクターである『はるやましょうのすけ』のぬいぐるみが沢たく山さん詰つめ込まれている。そのぬいぐるみは鎧よろい武者をデフォルメした愛らしいデザインで、早苗とティアの心をがっちりとキャッチ。二人は何とかして『はるやましょうのすけ』をキャッチして帰ろうと躍やつ起きになっていた。

「がんばれ、ティア！」

「任せておけ！」

　今ボタンを操作しているのはティアだった。早苗も今時の少女なのでゲームが苦手という訳ではないが、やはりゲームとなるとティアに一日の長がある。まずはティアに任せ、早苗はサポートと応おう援えんに回っていた。

「もうちょいもうちょい、すとーっぷ！」

「少しずれたかの？」

「そうかも。でもちょっとだけだからいけるんじゃないかな」

「ええいっ、勝負じゃっ!!」

　カチッ

　アームは一度動かしたら調整は利かない。ティアは自分の技術と幸運を信じて、アームにぬいぐるみを掴む動作をさせるボタンを押おし込んだ。

　チー

「いけいけ！」

「掴むのじゃっ!!」

　二人が固かた唾ずを飲んで見守る中、組み込まれたモーターが回転し、アームが下へ向かって伸のびていく。アームはティアの操作で一応ぬいぐるみの上に来ているが、ぴったり真上ではない。そこが二人にとって僅かな懸念となっていた。

「掴んだっ、掴んだよっ!?」

「おおおっ、やったか!?」

　二人の期待に応こたえ、アームは見事に『はるやましょうのすけ』の身体を掴んだ。掴んだのは丁度お腹の辺り。そしてアームはモーターを逆回転させ『はるやましょうのすけ』を持ち上げていった。

「ああっ!?」

「この根こん性じようなしめぇっ!!」

　だが『はるやましょうのすけ』の身体が持ち上がった、その少し後。アームが掴んでいる部分を中心にして『はるやましょうのすけ』が回転。その動きに耐たえ切れず、アームはぬいぐるみを離してしまった。

「ふむ………思ったよりもアームの力が弱いようじゃの」

「今みたいに動いちゃう掴み方は駄目そうだね」
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「ガッチリ掴める場所に、寸分違わずアームを下ろす必要があるようじゃな」

　チャンスを逃のがして落胆する二人に、逆向きに転がった『はるやましょうのすけ』が笑いかけている。二人にはその能天気な笑え顔がおが諦められない。二人共負まけず嫌ぎらいなので、連れて帰りたくて仕方がなかった。

「今度はあたしがやってみる！」

「アームはストップボタンを押してもすぐには止まらん。一瞬だけ遅れる分を計算に入れるがよい」

「ちょっとだけか………うん、分かった！」

　ティアが場所を空けると、そこへ早苗がやってくる。反対にティアは先程まで早苗が居た場所へ移った。今度は早苗がボタンの操作、ティアがサポートを担当する。本当はティア一人が集中的に挑ちよう戦せんした方が確実だろう。しかしそれではつまらない。確かに『はるやましょうのすけ』は連れて帰りたいが、今の二人にとっては一いつ緒しよに楽しく遊ぶ事にも大きな意味があるのだった。










　結局、二人の挑戦は五回目で成功した。それは二人合わせての五回目で、ティアだけで言うと三回目のトライで成功した事になる。一回百円なので、使ったのは五百円。慣れないゲームで一応景品が取れた訳なので、まずまずの成果と言えるだろう。こうして『はるやましょうのすけ』のぬいぐるみは二人の所へやってきたのだった。

「あーあ、あたしも取りたかったなぁ………」

　早苗は幾らか膨ふくれっ面つらで小さな溜め息をつく。『はるやましょうのすけ』のぬいぐるみは早苗の手の中にあり、にこやかな笑顔を彼女へ向けている。だが早苗はこの結末に少々不満があった。確かに取れたのは嬉しいが、本当は自分で取りたかったのだ。

「わらわが取れたのは、そなたがそれをいい位置に動かしてくれたからじゃぞ」

「そうかもしれないけどさぁ………」

　目的は確かに二人で『はるやましょうのすけ』を取る事だったが、早苗単独では明確な結果を出せていない。本当はぬいぐるみをみんなに見せて、自分が取ったんだぞと自じ慢まんしたかった。そこまで含めた総合的なものが、早苗の考える景品ゲームの楽しみ方だ。これでは不完全燃ねん焼しようだった。

「………ん？」

　そんな時だった。早苗は景品ゲームの筐体に、張り紙が張られている事に気付いた。そしてその張り紙にも、何故なぜか『はるやましょうのすけ』のイラストが描えがかれている。気になった早苗は張り紙に顔を近付けた。

「ええと………」

「どうしたのじゃ？」

「なんかお祭りがあるみたい」

「お祭り？」

「春はる山やま祥しよう之の助すけ、生誕五百周年記念祭………だって！」

　張り紙は商店街で執り行われるお祭りの案内だった。今年は地元で有名な武将の春山祥之助が生まれて丁度五百年目にあたる。それを祝って、商店街を挙げての大々的なお祭りが執り行われる事になっていたのだ。

「なるほどのう、このぬいぐるみが景品になっていたのもその一いつ環かんか」

「そうみたい。普ふ通つうのお祭りってだけじゃなく、色々イベントがあるみたいだよ」

「ほぉ………どれどれ………」

　早苗とティアはほっぺたをくっつけるようにして一緒に張り紙を眺ながめる。お祭りと並行して開かい催さいされるイベントは、その殆どが式典や地元タレントのライブ、マラソン大会やフリーマーケットといったお馴な染じみのものばかり。だがその中に一つだけ、二人の興味を惹くイベントが存在していた。

「ティア、これこれ！」

「うむ！　わらわ達たちの出番が来たようじゃっ！」

　二人は顔を見合わせて頷うなずき合うと、瞳をキラキラと輝かがやかせながらゲームセンターを飛び出していく。商店街の案内所に、イベントのチラシを貰もらいに行く為ためだった。










　チラシを貰った二人は脇わき目めも振らずに一〇六号室へ帰った。その理由はもちろん、案内所で貰ったチラシを孝こう太た郎ろう達に見せる為だった。

「………春山祥之助生誕五百周年記念、大食い選手権大会………？」

　孝太郎は不思議そうな様子でチラシのタイトルを読み上げる。早苗とティアが注目したイベントは、大食い大会だったのだ。

「孝太郎、みんなでこれに出ようよっ！　賞品が凄すごいんだよっ！　見てよここ！」

「商店街の商品券、三十万円分だってぇ!?」

　早苗が注目したのは大会の賞品だった。大会で優勝すれば、商店街で使える商品券が三十万円分貰える。そしてその副賞として『はるやましょうのすけ』の等身大ぬいぐるみがついてくる。案内所のおじさんの話では、商店街の商工会の会長が百年に一度ぐらい派手にいこうと奮発したとの事だった。

「ふっふっふっふ、商店街の者共に、わらわに挑戦した事を後こう悔かいさせてくれる！」

「何もお前を狙ねらったイベントでもないだろ」

「やかましいっ！　常勝で名高いフォルトーゼ皇家は、それが何であれ負けは許されんのじゃっ！」

　ティアが参加する気満々でいるのは、それが勝負事だからだ。ティアは基本的に競技やゲームは何でも大好きだった。だが実のところ皇家が云うん々ぬんは言い訳に過ぎない。照てれ臭くさいので直接は言えないが、これはみんなでゲームに参加して勝敗を競きそいましょうという、彼女なりのお誘さそいなのだった。

「そういう訳だからみんなで出よ～！　三十万円あったらさっ、上等なお肉のすき焼きが何回も食べられるよ！」

「そうじゃともっ！　わらわの名めい誉よの為に、みんなで出場して勝利するのじゃ！　主にわらわが！」

「………みんな、どうする？」

　孝太郎自身は既すでに参加してもいいかなという気になっていた。ティアが競技やゲームが好きなのは誰だれもが知る所だし、早苗も妙みように興奮気味だ。だからやらせてやりたいという気持ちがあった。それにルールでは大食い選手権大会で出て来る料理は全すべて商店街の店が提供する事になっている。それらを思う存分食べたいという個人的な欲求もそれを後あと押おししていた。とはいえ全員に参加を強制するのもおかしな話だろう。そこで孝太郎は六畳間を見回し、他の少女達の意見を求めた。

「わたくしは賛成でございます」

「私も出ますぅ。沢たく山さん料理を食べたいですぅ」

　真っ先に参加の意思を示したのはルースとゆりかだった。ルースの場合はティアの願いを叶かなえたいというシンプルな理由からだ。ゆりかは大会で出て来る食べ物が目的で、まかり間ま違ちがって優勝した場合には商品券も貰える訳なので、参加しない理由はなかった。

「里さと見み君はどうするつもりなの？」

「出ようかと思ってる」

「じゃあ私も出ます」

　真ま希きは孝太郎と一緒が良かった。かつての真希は孝太郎との繋がりが欲ほしくてその後を追っていたような雰ふん囲い気きだったのだが、最近は必ずしもそうではない。今の彼女は六畳間の少女達や、高校の友人達が参加するものに、自分もなるべく加わりたいと思っている。しかし慣れない環かん境きようの事なので、孝太郎が一緒なら心強い。今の彼女は周囲を愛する為にこそ、孝太郎の助力を必要としているのだった。

「我も参加しようと思う」

　キリハも大食い大会への参加は前向きだった。普ふ段だんはキリハの中に隠かくれている少女の部分が、是ぜ非ひ参加しろと騒さわいでいたのだ。時には羽目を外すのもいいだろう、というのが彼女の結論だった。しかし、彼女にはある懸け念ねん事じ項こうがあった。

「………問題はこっちの三人だろうな」

「わたくしは沢山食べるのが苦手ですわ」

「私は参加したいんですけれど、先生に怒おこられてしまうかもしれません」

「折せつ角かく体重が減ってきたところだから、大食いは避さけたいんだけど………」

　クランは元々あまり沢山食べる方ではない。晴海はるみもクランと同じだが、こちらは自分の意思というよりも健康上の問題からだ。静しず香かの場合は温泉地での自棄やけ食ぐいで増えた体重がようやく戻もどったところなので、リバウンドを警戒していた。この三人だけは、参加を強要するのは可哀かわい想そうだった。

「ギブアップは出来るみたいだから、一応はみんなで参加して、自分の都合で止めればいいんじゃない？」

「そうじゃ、それがよい！　参加すればタダで昼食が食べられると考えればよいではないか」

「それでいいならわたくしも参加致いたしますわ」

「クランさん、一皿だけで私と勝負しませんか？」

「面白おもしろそうですわね、いいですわよ」

「あ、桜さくら庭ば先せん輩ぱい、私もそれ交じりたいです！」

　しかし早苗とティアの言葉が決定打となった。元々は三人共、大食い大会を楽しそうだと思っていた。ただ、積極的に参加できない理由があっただけなのだ。だから自分なりのタイミングで止めていいなら、参加を躊躇ためらう必要はなかった。

「孝太郎も出るんだよね？」

「出ないとは言わせぬぞ！」

「出るよ。さっきそう言ったろ」

　さっき真希に言った通り、孝太郎も参加するつもりだった。出場すれば商店街の名店の料理が食べ放題。その好機を逃すつもりはなかった。

「よーし、それじゃあみんなで大食い大会ダー！」

「みんなで勝つぞ、わらわの為に！」

「今度こそあたしが勝つ！」

「ふふふふふ、それはどうかなっ！　わらわは勝ちを譲ゆずる気はないぞ！」

　こうして孝太郎と六畳間の少女達は商店街で開催される大食い選手権大会に参加する事になった。その中で、特にやる気を出しているのが早苗とティアだ。今の時点から激しく火花を散らす二人の姿を見て、孝太郎は意外と激戦になるんじゃないだろうかと予感せずにはいられなかった。










　春山祥之助生誕五百周年記念大食い選手権大会は、予選、準決勝、決勝と、全部で三回の試合で優勝者を決める事になっている。今日はそのうちの予選が行われる事になっており、会場には多くの参加者が詰つめかけていた。やはり賞品の豪ごう華かさが、多くの人々を惹き付けたようだった。

「大したものじゃのう。百人はおるじゃろうか？」

「あたし達はこれに勝つのだから、もっと大したものなのですよ」

「ふふん、よく分かっておるではないか、サナエ」

「えへへへへ～～」

　しかし多くの参加者を前にしても、ティアと早苗のコンビが気き後おくれした様子はない。むしろさらに闘とう志しを燃え上がらせていた。

「ところで予選は何が出るんだ？」

　孝太郎の興味は参加者の数よりも予選のメニューの方にあった。全く同じ部分に注目していたのがゆりかで、彼女は既に予選のメニューを調べていた。

「お芋いもさんの料理が中心みたいですぅ。地元の吉きつ祥しよう芋を、和食のお店やぁ、ハンバーガー屋さんなんかがぁ、料理するみたいですぅ」

「参加者が多いので、まずはじゃがいもを軸じくにする事でコストを抑おさえたのだろう。肉じゃがや芋いも煮に、てんぷらやポテトフライ等、バリエーションも豊富だしな」

　ゆりかのリサーチ結果をキリハが補足する。高級な料理はもっと人数を絞しぼってから。予選の段階では安価な材料と高級店の確かな技術、もしくはファーストフードのお馴染みの味で、というのは正しい判断だろう。

「油ものは後半にして貰えると助かるんですが」

「ハルミ、序じよ盤ばんで脱だつ落らくが多いとつまらないから、必然としてそうなると思いましてよ」

「なるほど………イベント運営も色々と工く夫ふうがあるんですね」

「………流石さすがに陰いん謀ぼうめいた事には頭が回るなぁ、クラン」

「やかましいですわっ!!」

　食が細い晴海とクランに関しては、別の意味でメニューに興味があった。だが大会の趣しゆ旨しからして、二人が満腹になる前にこってり料理が出て来る心配はなさそうで、とりあえずは一安心だった。

「じゃがいもかぁ………確か意外とカロリー高いのよね」

　晴海やクランとは少し違った心配をしているのが静香だった。

「百グラム当たり八十キロカロリーくらいのようです」

　料理でもデータを重視するルースは、じゃがいものカロリーを即そく答とうする。芋いも類るいはでんぷんが多く含まれ、野菜の中では意外と高カロリーな食材だった。

「しかも太る味付けがとことん合うのよ」

「バターで焼いたり、油で揚あげたりですね」

「はぁ～～～」

　明らかに美味しいと分かっているものを食べずに我慢するのは辛つらい。しかし思う存分食べれば大変な事になる。体重を気にしている静香としては進むも地じ獄ごく、退くも地獄といった状じよう況きようだった。

「嫌いやなのでしたら参加をお止めになられますか？」

「嫌じゃないから困ってるのよ～～！」

「………難しい問題でございますね………」

　一方ルースは、体重に関しては周囲からもっと太れと言われている。だからルースは悩める静香に曖あい昧まいな笑顔を向けるので精せい一いつ杯ぱいだった。

「あ、みんな、そろそろ始まるみたいですよ」

　真希の視線の先では、スタッフが参加者を会場である市営体育館の中へ誘ゆう導どうし始めていた。料理を始めとする、各種の準備が済んだのだ。

「何だか楽しそうだね、藍あい華かさん」

　その時の真希の横顔が楽しげだったので、孝太郎はその理由が知りたくなった。真希が色々な事に興味を持つのは良い事だと思うから。

「そうですか？」

「自覚がなかったのか」

「はい………」

　笑っていた自覚がない真希は、自分の頬ほおを不思議そうにぺたぺたと触さわる。そんな真希の様子を見て、孝太郎は思わず微笑んだ。

「ふふ」

「なんですか、急に笑ったりして？」

　真希は両手を頬に当てたまま、軽く首を傾かしげる。そんな真希の姿からは、過か酷こくな幼年期を過ごしてきた悪の魔ま法ほう少女の印象は感じられなかった。

「何でもないよ。そんな事より、俺おれ達たちも行こう」

「そうじゃそうじゃ！　さっさと参るぞ！　ライバルの視察もせねばならんでな！」

「真希、あんたも頑がん張ばんなさいよ！　あたし達のすき焼きがかかってるんだから！」

「あ、は、はいっ、頑張ります」

　あえて言葉にする必要はないと思うから、孝太郎は真希に笑った理由を話さなかった。真希はそれが気になっていたが、興奮しているティアと早苗に連行されてしまったので尋たずねる機会を逸いつした。真希は気付いていないが、それこそが今の真希に必要な事。そして孝太郎が笑った理由だった。










　予選はクランの予想通り、あっさり目の味付けの料理からスタートした。最初に出てきたのは老舗しにせの和食店が作った芋煮。量は多めだったのだが、これは殆ほとんどの参加者が完食した。元々食が細いクランや晴海、そしてあまり沢山食べたくない静香もそうだった。

「やりました！　一等賞！」

「うっ、まさか桜庭先輩に負けるとはっ!?」

「………最下位は予想しておりましたわ」

　ちなみにこの一皿だけで競われた、クラン達三人だけの早食い対決は、意外にも晴海の勝利で終わった。晴海は決して食べるのが早いという訳ではなかったが、クランは食事を急いだ経験が乏とぼしく、静香は食べ過ぎを防ぐ為によく噛んで食べていた。結果として晴海が頭一つリードして食べ終えたのだった。

　そして芋煮に続いて出てきた料理はポテトサラダだった。味付けはこれもあっさり目でクラン達にも食べ易やすいものだったのだが、やはり大食い大会なので量が多い。クラン、静香、晴海の三人はこれを完食せずにギブアップした。

「こんなに沢山、同じ料理を食べたのは初めてですわ………うぷ」

「あんまり体重増えてないといいなあ………」

「みんなも無理しないで下さいね？」

　クラン達以外にも、この辺りから徐じよ々じよに参加者の数が減り始めた。やはり最初は面白半分で参加した女性達が脱落していた。それが決定的になったのは、次に出て来たジャーマンポテトの時だった。

「………我はこれを完食するのは無理なようだ」

「同感です。味はとても美味おいしくて、料理の参考になるのですが………」

「もうちょっと頑張りたかったですけど………私もそろそろ………」

　キリハ、ルース、真希の三人が脱落したのがこの時だった。キリハとルースはじゃがいもの山が半分になったあたりでギブアップ。真希は全部食べ切ったものの、続く最後の料理を見ずにギブアップした。そして他の多くの参加者もこの辺りで脱落し、残りは本当に沢山食べる人間だけとなった。

「オーッホッホッホッ、勝つ為に作法を捨てたわらわに敵はないっ!!」

　ティアはまだ余よ裕ゆうがあった。彼女は元々活動的でエネルギーの消費量が大きく、食べる量はいつも多めだった。しかし作法を守ってゆっくりと食べていたからそのようには見えなかった。そして今の彼女は身に着けた作法を無視して食べ進めている。満腹中ちゆう枢すうが刺し激げきされる前に多くを食べ切ってしまおうという作戦だった。

「やるなぁ、ティアー！　あたしもまけないぞぉっ！」

　その後に続くのが早苗だった。早苗の身体は常に大量の霊れい力りよくが循じゆん環かんしているので、代謝が活発になってティアとは違ちがう意味でエネルギーの消費が大きい。おかげで普段から食べる量が多く、ティアに匹ひつ敵てきした。若じやつ干かん遅おくれていたのは、ポテトサラダにグリンピースとにんじんが入っていたせいだった。

「出来るだけ沢山食べてぇ、元を取って帰らないとぉ～♪」

　ゆりかも健けん闘とうしていた。生まれついて燃費が悪い腹ペコ体質と、生活環境により体得した貧びん乏ぼう性しようが、彼女の食欲を支えていた。おかげでティアや早苗ほどではないものの、参加者全体としてみれば上位に位置していた。

「………参加費無料なんだから、元を取るも何もないだろうに」

　孝太郎は男性で身体が大きく、昔から食べる量は他人よりもずっと多かった。加えてこの日の為に昨夜の夕食を少なめにし、今日の朝食を抜ぬいている。おかげで孝太郎は普段以上の勢いで料理を食べる事が出来た。その結果、順位は男性の中でもトップに近く、四品目の料理が出てきたのはティアよりも早かった。

「………だが、ここでこれはきついぞ………」

　四品目の料理はフライドポテトだった。ただでさえ揚げ物でしつこく、しかもやたら量が多い。その上これが四品目の料理なのだ。口の中に広がる濃のう厚こうな油は、このタイミングではボディーブローのように効いてくる。良く食べる孝太郎でさえ、思わず唸うなってしまう状況だった。そんな孝太郎に対し、ティアが不敵な笑えみを浮うかべた。

「なんならギブアップしても良いのじゃぞ？」

　ティアは丁度ジャーマンポテトを食べ終えたところだった。彼女の前にも素す早ばやくフライドポテトが置かれたが、それを前にしても余裕の表情は揺ゆるがない。それがやせ我が慢まんである事は孝太郎にも薄うす々うす分かっていたが、それでも大した精神力だった。

「負けました、後はよろしくお願いします皇女殿でん下か―――と頭を下げるならなぁっ!!　オーッホッホッホッホッ!!」

「そーそー、ここはあたし達に任せてくれていいんだよ、孝太郎！　絶対すき焼きを食べさしてあげるからっ！」

　ティアに遅れる事十数秒、早苗もジャーマンポテトを食べ終えた。素す直なおな早苗は辛そうな雰囲気が顔に出てしまっているが、食べるスピードは決して衰おとろえていない。賞品欲しさでいつも以上にやる気になっている早苗だった。

「馬ば鹿か野郎っ、男という生き物はなぁ、前のめりに倒たおれるものなんだよ！　自分から後ろに倒れるなどあり得んっ！」

「よう言うた！　その根性、最後まで貫つらぬいてみせよ！」

「カッコイイぞ孝太郎！　でも勝つのはこの早苗ちゃんだけどねっ！」

「………皆みなさん凄いですねぇ………やっぱりぃ、私の優勝は無理かなぁ………」

　ゆりかも彼女なりに頑張ってはいる。彼女はスタートの時から全く変わらないペースで淡たん々たんと食べ続けていた。表情にも苦しそうな様子はない。ゆりかは沢山食べるのは得意なのだが、根本的に急ぐ事が苦手だ。そのせいでゆりかは余裕を残しつつも孝太郎達についていけていない。そんな訳で孝太郎達の中でのトップ争いは、孝太郎とティア、早苗の三人に絞られつつあった。










　予選は四品の料理を全て食べれば通過となる。そしてもし全てを食べ切った参加者が多かった場合には、タイムで上位二十人までを通過とする―――というルールになっていたのだが、完食したのは十六人だったので、その全員が通過となった。そしてその十六人の中に、孝太郎とティア、早苗とゆりかの名前も含ふくまれていた。

「ふっふっふ、予選通過十六人中、四人が我らというのは素す晴ばらしい成績じゃ」

「どうやら女の子はあたし達だけみたいだね」

「お前らは特別だろ」

「私達特別ですかぁっ!?」

「………お前は単に意い地じ汚きたないだけだ」

「なぁんでですかぁっ!!」

　ティア、ゆりか、早苗の三人を除くと、残りの顔かお触ぶれは全て男性だ。しかも見るからに沢山食べますという、体格がいい顔触れが揃そろっていた。おかげで小こ柄がらな女の子であるティア達三人は異い彩さいを放っている。観客の視線はこの三人がほぼ独どく占せんしている状態だった。

「やー、きみたちー！」

　そんな時、一人の巨きよ漢かんが孝太郎達に近寄ってきた。その百キロを優に超こえる巨体は、足を踏ふみ出だす度に体育館の床ゆかを小さく揺らした。

「孝太郎、知り合い？」

「いや………ティア、お前は？」

「知らぬ。コスプレ関係ではないか？」

「違いますよぅ、ああいう知り合いはいませぇん」

　巨漢に見覚えがなかったので、孝太郎達はきょろきょろと辺りを見回す。近くにいる他の誰かに声をかけているのかと思ったのだ。しかし巨漢は真まっ直すぐに孝太郎達の元へやってきて、目の前で足を止めた。そして孝太郎達の様子を察し、にこやかに微笑ほほえんだ。

「この格好だと分からないかな。僕ぼくだよ僕」

「あっ」

　近くからその巨体を見て、その声を良く聞いた事で、孝太郎はある人物の名前を思い出した。そしてその直後、本人の口からその名前が語られた。

「ダイサクだよ。サンレンジャーのイエローシャイン」

　ダイサクは『サンレンジャーのイエローシャイン』の部分だけは、孝太郎達に聞こえるギリギリの小声で囁ささやいた。ダイサクは政府の秘密組織に所属しているので、その名を大声では口に出来なかった。

「おおっ、言われてみれば確かに！　珍めずらしい所で会うのう！」

「イエローのおじちゃんが来ているって事は………わるいやつ関係？」

　早苗も言葉を選ぶ。異星人や異世界人、地底人など、サンレンジャーは特とく殊しゆな敵との戦いをする為の組織だ。ダイサクがいるという事は、そういう敵が来ているのかもしれないという事なのだ。

「言われてるぞ、悪い奴やつ」

「そなたは喧けん嘩かを売っておるのか!?　わらわが悪い奴なら、そなたはその手先じゃろうがっ!!」

「そういえばそうだな」

「あはは、今日はプライベートだよ。僕も賞品が欲しくてさ。食べるのは得意だから」

　孝太郎とティアが睨にらみ合あいを始めたのをさりげなく遮さえぎりながら、ダイサクは自身の事情を語る。ダイサクは相変わらず気配りが出来る男だった。

「ということはぁ、強敵が登場したという事ですねぇ～」

「そーみたいだね。イエローのおじちゃんはいつも何か食べてた気がするし………」

「負けないからね！　みんな、いい勝負をしよう！」

　イエローシャインからの力強くも清すが々すがしい宣戦布告。それは本来イエローではなくレッドの仕事のような気がしなくもないのだが、孝太郎達たちにとって強大な敵が登場した事は紛れもない事実だった。










　準決勝は予選の翌日の正午から行われる。そして決勝は同じ日の夕方から。かなりの強行スケジュールだが、土日の二日開催ではこの構成は必然だった。予選は参加者が多い分だけ大量の料理が必要となり丸一日必要になるし、準決勝と決勝を同じ日にすれば、お腹なかが膨れている分だけ決勝が早めに終わる。月曜からは普通に仕事の人が殆どだから、こうするしかないのだった。

「………それが分かっているのに、お前は馬鹿かっ!!」

「だ、だってぇっ、海苔のりのお餅もちがとっても美味おいしそうだったからぁ!!」

「正直に言うと、わらわもあの誘ゆう惑わくに耐えるのは辛かった」

「それにしてもさぁ、大食い選手権大会の当日に余計なもの食べる？」

「でもでもぉ、タダで幾いくらでも食べていいってっ!!」

「あほーーーう!!」

　準決勝が始まるまで、孝太郎達は並行して開催されているイベントを見て回っていた。しかしそれがいけなかった。朝からの空腹に耐えかねたゆりかが、来場者サービスの餅を沢山食べてしまったのだ。暴挙に気付いた孝太郎達は慌あわてて止めたが、その時点でゆりかは相当数の餅を食べてしまっていた。

「………これで一人脱落か………」

「アホじゃアホじゃとは思っておったが………」

「こうなったらあたし達三人でやるしかないわ!!　ど根性っ!!」

「すみませぇんっ、すみませぇんっ、生まれて来てすみませぇんっ!!」

　ゆりかが戦力外である事は明らかだった。餅はゆりかのお腹の中で水分を吸って膨れる一方。しかも準決勝開始は目前なので、お腹を減らす時間も方法もない。準決勝開始前なのに、既にゆりかの運命は決していた。










　準決勝からは商店街の人気店のメニューがそのまま登場する。事前の人気投票で上位四位から十位までの人気店が一品ずつ料理を提供する事になっていた。あまりお腹を膨らませては決勝に差さし障さわりがあるので、準決勝ではその六品を食べる速度を競う。早く食べ終わった者から順番に四人が決勝へコマを進める訳だ。そしてその決勝では、事前の人気投票で一位から三位を占しめた超ちよう人気店のメニューが登場する事になっていた。

「………あああぁぁぁ、お餅なんかに釣つられなければよかったですぅ………こっちの方が良かったですぅ………」

「みんな、この際ゆりかの事は忘れよう」

「忘れないで下さいぃぃぃぃっ!!」

「心配ないよ孝太郎。このあたしにお任せなさい！　優勝はこのあたし、早苗ちゃんなのです！」

「どうしてわらわが負ける前提の議論なのじゃ！　わらわの優勝に決まっておろう！」

「そうだな、前向きに考えよう。終わった事をくよくよ考えても始まらない」

「まだ始まってませんよおぅ!!」

　準決勝になると観客の数がぐっと増える。その為、参加者十六人は控ひかえ室しつに集合する事になっていた。会場となる市営体育館はイベントでの使用も想定して作られているので、大きめの控え室がある。そこは十六人で入っても十分な広さがあった。そして孝太郎達がそこへ入った時、イエローシャインことダイサクが一行を見付けて近付いてきた。

「やあみんな。気合いは十分だね」

　孝太郎達の声は壁かべ越ごしにダイサクの耳まで届いており、内容までは分からないものの、その意気込みは伝わっていた。

　ぐぅぅ

「………ふふふ、そういうダイサクさんもやる気十分ですね」

「いやぁ、恥はずかしいねぇ」

　ダイサクのやる気は腹の虫の活発さで表現されていた。ダイサクが大食漢であるのは誰もが知る所。それがゆりかとは違ってきちんと腹を空すかせてきているので、彼かれもやる気が十分なのは明らかだった。

「でも商品券は是非とも欲しいから、大人げないのを覚かく悟ごの上で勝とうと思って」

　その時、ほんの僅わずかにダイサクの感情に変化が起こった。恥ずかしいという感情はそのままなのだが、その一部が少しだけ別の恥ずかしさに置おき換かわったのだ。早苗はその微び妙みような変化を感じ取り、にやりと笑いながらダイサクのお腹を肘ひじで突つついた。

「あっ、もしかして彼かの女じよの為なんじゃない!?　デート資金か何かでしょ!?」

「ええっ、分かるのかい？」

「えへへへへ～」

「コラ早苗、勝手に心を読んだら失礼だろ。すいません、ダイサクさん」

　孝太郎は早苗が霊力を読んでしまったのだろうと思い、慌ててダイサクに詫わびた。

「そんな事してませんよーだ。もぉ、信用無いなぁ………」

「今のはわらわにも分かったぞ。コータローが鈍どん感かんなだけじゃ」

「………私は分からなかったですぅ」

　しかし実態は違う。女の子の繊せん細さいな感覚がダイサクの変化を捉とらえただけで、早苗は霊力を使っていなかった。だから早苗は不満そうにほっぺたを膨らませると、するすると孝太郎の背中によじ登る。そして孝太郎の頭に顎あごを乗せて物理的な圧力をかけつつ、抗こう議ぎを始めた。

「反省は？」

「悪かったよ、早苗」

「そこに三倍の愛情を込めて」

「大変申し訳ありませんでした、早苗お嬢じよう様さま」

「うむ、許してつかわす」

　そんな孝太郎と早苗のほのぼのとしたやり取りを見ていたダイサクがにこにこと笑う。素直なダイサクは、自分も恋こい人びととそのように出来ればいいと思っていた。

「ところでその彼女とやらは、どのような人物なのじゃ？」

　サンレンジャーのイエローことダイサクが恋人を作ったという事には、ティアも大変な興味を寄せていた。しかしティアも道理は弁わきまえているので、誰なのかを直接訊きいたりはせず、大まかな質問に留とどめた。

「うん………繊細で可愛かわいい子なんだけど、誤解され易くて損をしがちで………」

「それを放っておけなかったんですかぁ？」

　ゆりかも少女漫まん画がの範はん囲いでは、女心に理解がある。だから素直で純じゆん朴ぼくな青年であるダイサクの恋れん愛あいであれば、ゆりかにも理解できるものだった。

「放っておけなかった………どうだろう、そこまではっきりとした理由じゃなかったような………？」

「人の気持ちというのは、そういうものじゃろうて。一つの感情だけでは、気持ちは動くまいよ」

「そうだね。大まかに、放っておけなかったって事だと思う」

　ダイサクはティアの言葉に大きく頷いた。彼が恋人に向けている感情は幾つかあって、その総意として関かかわっていたかった、つまり放っておけなかったという事だった。

「そういう恋人とのデート資金が欲しいという事だと………負けられませんね、ダイサクさん」

「うん、今日は勝ちを譲る気はないよ。それが君達でもね」

「こちらも似たようなものです。だから………いい勝負をしましょう」

「うん！」

　孝太郎とダイサクは拳こぶしを合わせた。男同士だから、お互たがいの気持ちはよく分かる。そして拳の向こう側にいる相手こそが、今日の最大の敵となるだろう事も、お互いによく分かっていた。










　準決勝のメニューは全部で六品。老舗しにせ洋食店のビーフシチュー、商店街の入り口にあるたこ焼き屋のねぎだくたこ焼き、とんかつ屋のかつ丼どん、老舗鶏とり肉にく料理屋の焼き鳥、中ちゆう華か料理店からは回ほい鍋こう肉ろう、多た国こく籍せき料理の店からはケバブサンド。どれも商店街では名が知れた有名店の人気メニューだ。この六品を食べるタイムを競い、その上位四名が決勝へコマを進める事になっていた。

「………もう無理ですぅ………ああぁぁ、こんなに美味おいしいのにぃ………お餅なんか食べなければよかったですぅ………」

　最初に脱落したのはやはりゆりかだった。持ち前の食い意地の悪さのおかげでビーフシチューは突とつ破ぱしたのだが、重たい粉物であるたこ焼きの壁かべは厚く、半分の五個を食べたところで力ちから尽つきた。しかし餅と合わせた総量で見ると、ゆりかが食べた量は決して少なくはない。失敗は単に事前に餅を食べてしまった事だった。

「そうか、残念だったな」

「出口あっちだよ」

「そうじゃ、ルース達たちにもうしばらくかかりそうだと伝えておいてくれ」

「みんなもうちょっと優やさしい言葉はないんですかぁっ!?」

「話はなし掛かけるなよ、こっちは忙いそがしいんだ」

「うぅっ、うっうっうっ………よのなかはきびしい………うううぅっ」

　不幸にしてゆりかのギブアップは孝太郎達の同情を買えなかった。ゆりかは一人寂さびしく準決勝の舞ぶ台たいから降りていった。

「………放っておいてよかったのかい、孝太郎君？」

「今回に限っては完全な自じ業ごう自じ得とくなんで」

「そっか………雰囲気は違うけど、確かにメグちゃんと似たタイプの子だよね」

　ゆりかが満腹で舞台を降りても、孝太郎とダイサクの食べるスピードは一向に落ちる気配がない。むしろ二人が大好きなかつ丼に差し掛かったあたりから、スピードがアップしていた。

「………ふぐっ!?」

　しかしそこに落とし穴があった。ダイサクに遅おくれまいと孝太郎が必死にかきこんでいたかつ丼のご飯が、喉のどに詰まってしまったのだ。

「ふんぐぐぐっ、ぐぐっ」

　どんどんどん

　孝太郎は慌てて自分の胸を叩たたく。その衝しよう撃げきで何とかご飯を食道の方へ落とそうとした訳なのだが、不幸にしてご飯の塊かたまりは落ちていってくれない。仕方なく孝太郎は自分のテーブルに置かれている、ミネラルウォーターが入ったコップに手を伸のばした。

「んぐんぐんぐ………ぷはぁ」

　大量のミネラルウォーターが喉に詰まったご飯を押おし流ながしてくれる。これにより孝太郎は一応危機を脱だつする事が出来た。

「大だい丈じよう夫ぶかい、孝太郎君？」

「はい、何とか」

「脅おどかさないでよっ、孝太郎っ」

「焦あせって考えなしに食べるからじゃ」

「悪い悪い」

　だが、この一連の騒そう動どうが孝太郎の食事のペースを完全に乱してしまった。再び喉を詰まらせては大きなタイムロスになるという考えが、無意識のうちに食べるペースを落とし、そして大量に飲んでしまった水が胃を圧あつ迫ぱく、しかも胃の中の食べ物が水を吸って膨ふくらみ始めていた。上位四名という狭せまき門に入らねばならないこの状況では、この事は手痛いハンデとなった。

「………コータローは厳しいかもしれんのう」

「こうなったらあたし達たちだけで何とかしよ！」

「それしかないようじゃ！」

　孝太郎の様子の変化を察した早苗とティアは、逆に食べるペースを上げた。ダイサクからは多少遅れ気ぎ味みの彼かの女じよ達だが、まだ上位四名に入る可能性は残されていた。

「フォルトーゼ皇家に敗北はない！」

「おとめちっくぱわぁで、賞品ゲット！」

　孝太郎のペースダウンに落らく胆たんして、彼女達まで諦あきらめてしまうのは早計だろう。彼女達は勝利と賞品という即そく物ぶつ的てきな利益を心の支えに、先行するダイサクの追つい撃げきを開始した。










　準決勝を一位で突破したのは、終始安定した強さを見せていたダイサク。続く二位は地元の漁師。そして三位と四位がティアと早苗。残念ながら孝太郎は五位で、決勝進出はならなかった。やはり途と中ちゆうのペースダウンが響ひびいた格好だった。

「………二人共スマン」

「わらわ達も流石さすがにあれを責めるつもりはない。あとはわらわ達に任せよ」

「残念だったねぇ、孝太郎。あとはひたすら早苗ちゃんを応おう援えんするのだ！」

　孝太郎はティアと早苗に詫びたが、当の二人は気にした様子はなかった。孝太郎がペースダウンしたのはあくまで試合中のアクシデント。試合前に餅を食って自じ滅めつしたゆりかとは失敗の次元が違っていた。

「それに結果を冷静に見ると、仮にコータローが突破した場合、わらわかサナエのどちらかが落ちる訳じゃからのう」

「ホントだ。最初から二人しか抜けられなかったんだね」

　孝太郎が仮にダイサクに続いて準決勝を突破したとしても、三位が漁師となり、残りの決勝出しゆつ場じよう枠わくは一つになる。つまり早苗かティア、どちらかが準決勝で敗退となる計算だった。従って孝太郎の敗退はそれほど大きなダメージにはなっていないと考える事も出来るのだった。

「しかしエースを失ったのは事実じゃ。早さつ急きゆうに対策が必要じゃろう」

「孝太郎も協力しなさいよ？」

「分かってるって」

　出場枠という意味では問題はなかった訳だが、決勝ではダイサクを倒さねばならない。その意味では一番良く食べる孝太郎を失ったのは痛い。そこでティアと早苗は、決勝までの時間を利用して何とかお腹を空かせようと考えていた。










　やろうと思えば、体内にナノマシンを送り込んで食べた物を物理的に分解してしまう事が可能だ。だが地球の人間に出来ない事をやるのは流石におかしいだろうという良識が働き、高度な技術を使うのは取とり止やめになった。それに対して霊力は地球人にも使える能力なので、利用する事になった。それでも早苗が本気で霊力を使ってしまうとやはりやり過ぎだろう。そこで霊力は血行を良くする程度に絞る事にした。

「早苗ちゃん必殺、幽ゆう体たい離り脱だつふぇいんとっ！」

「なんじゃそれはっ、ずるいぞサナエ！」

「お前も負けじとティアミリスちゃん鉄板胸ディフェンスでもやったらどうだ？」

「このっ、先に殺してやろうか!?」

　結果的にティアと早苗がお腹を空かせる為ためにやった事は、主に運動だった。走ったり跳んだりボールを投げたり、格かく闘とう技ぎをしたり。考かんがえ得うるあらゆる運動をして、二人は身体を動かし続けた。そして孝太郎はそれに付き合ってやっていた。

「………よし、そろそろ終わりにしておこう」

　準決勝から決勝までは五時間の余裕があった。孝太郎はその内の四時間を使ったところで、早苗とティアに運動の終しゆう了りようを告げた。

「なんで？　まだ時間あるじゃない」

「そうじゃぞ。少しでも多くカロリーを消費せねば」

　だがまだ一時間残っているので、早苗とティアはもう少し頑張りたいと考えていた。しかし孝太郎は首を横に振ふった。

「冷静になれよ。運動が終わった直後に飯食えるか？　それにお前らだってシャワーや着き替がえの時間が欲ほしいだろう？」

　カロリー的にはぎりぎりまで運動するべきだろうが、身体の機能的にはそろそろ止めて安静にしていた方がいい。また普ふ段だんからデリカシーがどうのと言われる事が多いので、その辺りにも配はい慮りよしてみた孝太郎だった。

「………言われてみれば確かにそうじゃの。多少クールダウンの時間が必要か」

「えへへ、孝太郎はあたしとティアに可愛い格好で決勝に出て欲しいんだね？」

「そういう意味ではありません」

「照れなくていいじゃない。本当はあたしやティアが可愛いと嬉うれしいくせにぃ」

「心配ない、そなたが誇ほこれる可憐な皇女として決戦の舞台へ上がるつもりじゃ」

「だから違うっつーの！」

　当初は孝太郎の言葉に反対したティアと早苗だったが、ちゃんと説明を受けると賛成した。何事もやり過ぎは良くないのは、二人にもよく分かっていた。










　決勝のスタートは目前まで迫せまっていた。孝太郎は準決勝で敗退してしまったので、舞台に上がったのは早苗とティアの二人きり。おかげで彼女達には漠ばく然ぜんとした不安があった。しかし残る参加者のうち一人がダイサクだったので、不安は幾らか軽減されている。とはいえ、なごんでばかりもいられない。そのダイサクこそが、早苗とティアの最大の敵なのだから。

「相手が女の子でも優勝は譲ゆずれないからね」

「分かっておる。相手にとって不足はない！」

「それでもあたしが優勝するから、大会は盛り上がるのですよ！」

「お互いに悔くいがない戦いをしよう」

「うん！」

「同感じゃ！」

　二人はダイサクに挨あい拶さつを済ませると、自分達に割り当てられた席へ向かう。そうしながら、二人はなおも闘とう志しを剥むき出しにする。確かに最大の敵はダイサクかもしれないが、倒さねばならない敵は目の前にも存在していた。

「今度こそあたしが勝つぞ！　すき焼きを我わが手に！」

「そうはいかぬ。わらわ達が賞品を持って帰る事と、個々の勝負は別の問題なのじゃからな！」

　出会った時には敵同士だった早苗とティア。仲良くなった今でも、勝負事に関しては一歩も引かない。それは精神年ねん齢れいが低いとか、勝負に負けるのが嫌きらいとか、そういう事情だけではない。遊びは本気でやった方が楽しいという事を、二人が十分に理解しているからなのだ。だからここからは、二人は優勝を争あらそうライバル同士だった。

『さあ皆さんお待ちかね、「春山祥之助生誕五百周年記念大食い選手権大会」の決勝のお時間がやって参りました！』

　早苗とティアがそれぞれの席に着くか着かないかというタイミングで、市営体育館にアナウンサーの声が響き渡わたった。時刻は夜の七時。決勝のスタートに定められた時間になっていた。そしてアナウンサーは滑なめらかな口調で今後の事を説明していった。

『ではここでもう一度ルールの確かく認にんをしましょう！』

　決勝は事前に行われた商店街グルメの人気投票で、一位から三位までに入った料理が登場する。そしてこの三品を最初に食べ終えた者が優勝というシンプルなルールだった。

『………それでは決勝に進出した参加者を御ご紹しよう介かい致いたしましょう！　まずは四位通過の東ひがし本ほん願がん早苗さん！　その小さな身体からは―――』

　続いてアナウンサーは壇だん上じように登った四人の参加者を順に紹しよう介かいしていった。大食い大会なのに決勝に可愛らしい女の子が二人も残っている事もあって、早苗とティアの紹介は必要以上に入念に行われた。観客席の反応も上々で、注目度の高さが窺うかがわれた。

『観客の皆さんももう待ち切れないでしょう！　私もそうです！　ですからさっさと始めてしまいましょう！　最初のメニューはこれだぁぁぁっ!!』

　ルールと参加者の紹介が終わると、アナウンサーは体育館の壇上に据すえ付つけられている大型の液えき晶しよう画面を指し示した。するとこれまで参加者の顔を表示していた画面がパッと切きり替かわり、人気投票で三位になったメニュー、専門店のビーフカレーが表示された。

「勝った！」

　その瞬しゆん間かん、ダイサクは自身の勝利を確信した。カレーはダイサクの大好物。しかも今回登場するビーフカレーは、ダイサクが毎日のように通っているカレー専門店の、特にお気に入りのメニューだった。










　そして実際、アナウンサーがスタートを告げたその時から、ダイサクが一方的にリードする展開となった。

「カレーは飲み物！　勝てる、これなら勝てるよ！」

　ダイサクはカレーを殆どスープのように食べていた。言葉通り飲んでいたと言っても過言ではないだろう。おかげで二人前のカレーが彼の腹の中に納まるまで、何分もかからなかった。この時、残りの三人はようやく三分の一ほど食べ進めた頃ころ。ダイサクが勝利を確信したのも当然で、そこには圧あつ倒とう的てきな力の差が存在していた。

「あやつ、化け物じゃな………」

「どういう身体の作りなんだろうねぇ………」

　ダイサクの食べっぷりに、思わずティアと早苗の手が止まってしまう。スピードレースでは命取りの行こう為いだが、分かっていても深い驚おどろき故ゆえに手が止まってしまっている状じよう況きようだった。

「殿下ー、サナエ様！　手が止まっておいでですっ！」

「ハッ!?　サナエ！」

「う、うんっ！」

　しかし危あやうい所で観客席からルースの声が飛ぶ。それで我に返った二人は、慌てて食事を再開する。ルースのおかげで、時間のロスは最低限に抑おさえられていた。

「まだ二品残っておる！　逆転できなくはない！」

「頑がん張ばろうっ、ティアッ！」

　ティアと早苗は敵同士ではあるが、ダイサクと差が開いてしまった現状では、共にダイサクを追う同志という感覚が強い。二人は励はげまし合うようにしながら残りのカレーを食べ進めていった。

「………二品目はパスタみたいだな。これも好物だから、本当にこのまま勝てるかもしれないなぁ………」

　そんな時、ダイサクの前に新たな料理が運ばれてきた。料理を運んで来た人物が着ているのは、商店街にある人気のイタリア料理店の制服。パスタで有名な店なので、ダイサクは素直にパスタが出て来ると想像した。そしてパスタも好物なので、もし想像通りであればダイサクが更さらに有利になる展開だった。

「………そっ、そうだっ!!　忘れてたぁっ!!」

　しかし料理に被かぶせられていた金属製の覆おおいが取り除かれた瞬間、ダイサクの表情が凍こおり付いた。

「あそこの一番人気はイカスミのパスタだった!!」

　大食漢のダイサクにも幾つか苦手な食べ物があり、その内の一つがイカスミだった。独特の風味と真っ黒な見た目が、昔から感覚的に合わないのだ。

「運がなかったか………くぅぅ」

　普ふ通つうの人気投票なら、イカスミを使ったパスタは上位には来ない。しかしイカそのものが吉祥春風市で良く獲とれる名産品で、しかもイカスミのパスタは季節限定メニュー。その為、イカが旬しゆんに突とつ入にゆうした今だけは圧倒的な人気を誇る。大食い選手権大会がこのタイミングだったからこそ起こった悪夢だった。

「サナエ、ダイサクの動きが止まったぞ！」

「ホントだ！　今のうちだね！」

　ダイサクはカレーを食べる速度は圧倒的だったが、メニューがイカスミのパスタになった途と端たん、その速度は小食な女の子並みに落ちていた。ティアと早苗が追い付くチャンスの到とう来らいだった。

「ハッハッハッハッ、これは俺おれにもチャンスが向いてきたぞ！」

　しかし勢い付いたのはティアと早苗だけではなかった。二品目がイカスミのパスタだと分かった途端、残る一人の参加者がカレーを食べるスピードを上げた。

「そっか、あの人漁師さんだったっけ！」

「くぅっ、簡単に勝たせては貰もらえんか！」

　地元の漁師がイカが苦手の筈はずはない。むしろ食べ慣れた食材と言えるだろう。ダイサクにとってはハンデでも、漁師にとってはまたとないチャンス。それも早苗とティア以上のチャンスだった。










　全員が二品目に移ると、四人の戦いは混戦模様となった。トップだったダイサクはイカスミに苦戦して急激に順位を落とし、現在は最下位。二位と三位にはティアと早苗が付けており、現在一位は地元の漁師という展開だった。だが四人の差はそれほど大きくはなく、三品目のメニュー次し第だいでは誰だれもが逆転可能な位置に付けていた。

「この展開は予想外じゃった！」

「言ってないで食べて食べて！」

　いつも元気でよく食べる方だとはいえ、やはり身体の小さな女の子。ティアと早苗にも徐じよ々じよに限界は近付いている。最後までこのままのペースを維い持じできるかどうかは、もはや根こん性じようの次元に突入し始めていた。だが幸い根性に関しては、二人共まだ幾らか余よ裕ゆうがある。口の周りがイカスミで汚よごれて女の子らしさは既すでになかったが、炎ほのおのような執しゆう念ねんがぎらぎらと瞳ひとみを輝かがやかせていた。

「よぉしっ、次の料理を持って来いっ！」

　そんな時、先行していた漁師がイカスミのパスタを食べ終えた。やはり食べ慣れたものだった事が大きくプラスに働いており、彼も幾らか余裕を残していた。

『さぁ、遂ついに地元漁師の笹ささ山やま選手が最後の料理に辿たどり着ついた！　皆さん、もう薄うす々うす感付いているでしょうっ！　最後の料理はコチラッ!!』

　アナウンサーの興奮気味の声が響く中、漁師の目の前に三品目の料理が置かれた。

「まさか、最後がこれとは………確かに出て来ないとは思っていたが………」

　三品目の料理はラーメンだった。人気料理の上位にこれが入っていない訳がないので、登場は誰もが予想していただろう。しかしこのタイミングというのは予想していなかったかもしれない。何故なぜなら問題のラーメンは、地元名産春風豚ぶたの背せ脂あぶらをふんだんに使った、強きよう烈れつに脂っこいラーメンだったのだ。

「商工会長っ、あんた俺に勝たせる気ないだろうっ!?」

「ぐ、偶ぐう然ぜんじゃ！　意図したものではない！」

　この脂っこいラーメンは、既に中年を過ぎた漁師には辛つらい。しかも散々食べた後のこのタイミング。漁師でなくとも、陰いん謀ぼうを疑いたくなる状況だった。

「サナエ！」

「うんっ！」

　ティアと早苗は残ったパスタを強ごう引いんに口に押し込んでいく。パスタでダイサクが、ラーメンで漁師が足を止めている。ここでスパートをかける事が、二人に与あたえられた最後の勝機だった。

「しまった!?」

「もう好きだ嫌きらいだ言ってられない！」

　ティアと早苗がスパートをかけた事で、漁師とダイサクも食べる速度を上げた。しかしやはり苦手なメニューである事が祟たたり、そのスピードは思ったよりも上がらなかった。

「ギ、ギブアップ………」

　そして結局、漁師は最後まで背脂ラーメンを食べ切る事が出来ずにギブアップした。半分ぐらいまでは頑張ったのだが、やはり寄る年波には敵かなわなかった。

「ティア、あの人降参したみたい！」

「あとは逃にげ切るのみじゃ！」

「そうはいかないよ、二人共！」

　だが漁師のギブアップと時を同じくして、ダイサクがイカスミのパスタを食べ切った。大嫌いなイカスミだったが故に急ブレーキがかかったが、ここから先は違ちがう。ダイサクはラーメンもカレーに劣おとらずの大好物。彼の身体はカレーとラーメンで出来ていると言っても過言ではない。従ってその食べるスピードはカレーのそれとほぼ同じだった。

「イエローのおじちゃん!?」

「来たか化け物め!!」

「ラーメンも飲み物!!」

　早苗とティアは既にラーメンの半分以上を食べていた。だがダイサクが食べる速度は二人のそれを遥はるかに上回っている。恐おそろしい事に、ダイサクが二人を追おい抜ぬく可能性も十分に考えられた。

「急ぐのじゃサナエ！　もはや一刻の猶ゆう予よもない！」

「絶対に勝つ！　早苗ちゃんが優勝なのだぁぁっ!!」

「メグちゃんっ、僕ぼくが絶対に優勝してデート資金を作るからねぇっ!!」

　さりげなくダイサクが爆ばく弾だん発言をしていたのだが、今のティアと早苗にはダイサクの言葉は届いていない。目の前のラーメンを食べ切る事、今の二人にはそれが全すべてだった。戦いはもはや食欲がどうとかいう次元を超こえた場所で展開されていた。

「おとめちっくぱわぁぁぁっ!!」

「これしきで皇家を倒たおせると思うなぁぁっ!!」

「メグちゃあぁぁぁぁんっ!!」

　決着が付いたのは、その数分後の事だった。しかし当事者の三人にとっては、数時間に及およぶ激げき闘とうであったかのような感覚だった。ラーメンの麺めんが減る速度をこれほどゆっくりに感じた事は、三人共生まれて初めての経験だった。

『試合しゅうりょぉぉぉぉぉぉぉうっ!!』

　ゴールは三人ほぼ同時。おかげで当事者である三人には、その時点では誰が優勝したのかが分からなかった。アナウンサーが優勝者の名を呼ぶのを、もどかしい思いで待つしかなかった。

『優勝はなんとっ、東本願早苗さんっ!!　大方の予想を覆くつがえしての、見事な優勝ですっ!!』

　優勝は早苗だった。早苗は他の二人よりもほんの一いつ瞬しゆんだけ早くスープを飲み干し、どんぶりを机の上に置いていた。

「やぁぁぁったぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そして自分の名前が呼ばれた瞬間、早苗は両手を頭上に挙げ、飛び上がるようにして喜びを爆発させた。










　早苗が勝利したのは、根性の一言に尽つきるだろう。どうしても勝ちたいという思いが他の二人を上回ったのだ。厳密な話をすれば、早苗は霊れい力りよくのおかげで他の二人よりも身体が健康だったと言う事も出来るかもしれない。しかしそれはあくまで副次的な問題であり、最後まで食べ続けたのは間ま違ちがいなく彼女の意志の力によるものだった。

「ごめんねメグちゃん。あとちょっとだったんだけど………」

「仕方ないわ、ダイサク君は頑張ったもの。運がなかったのよ」

「ありがとう、メグちゃん」

「それにあの笑え顔がおは奪うばえないじゃない？」

　ダイサクは二位だった。恋人とのデート資金の為に最後まで頑張ったのだが、一歩及ばなかった。これはイカスミの影えい響きようを若じやつ干かん引ひき摺ずっていた為だった。鼻の奥おくに僅かに残っていたイカスミの匂においが、ほんの僅かにスピードを落とさせたのだ。

「………やれやれ、負けてしもうたか………」

　ティアは三位だった。優すぐれた身体能力を持つティアだが、身体のサイズだけで言うと一番小さいのは彼女だ。単純に胃の体積が足りなかったのが彼女の敗因だった。もしもう少しだけ身体と胃が大きければ、勝ったのはティアだったに違いない。

「じゃが、これはこれでよかったのかもしれんのう………」

　終わった直後は負けてしまった事に大きな不満を感じていたティアだったが、今は不思議と納なつ得とくしていた。そう感じるのは、表ひよう彰しよう式しきを終えた早苗の行動を見たせいだった。

「孝太郎孝太郎、見て見て！　あたしが取ってきたぬいぐるみ！」

「おおお、近くで見るとでかいなぁ！」

　早苗はこれまで商品券とすき焼きを連呼していたのだが、いざ優勝して真っ先にやった事は、孝太郎に副賞の『はるやましょうのすけ』のぬいぐるみを見せに行く事だった。ティアには早苗がそうする理由がよく分かる。早苗は景品ゲームでぬいぐるみを取れなかった事が、ずっと引っ掛かっていたのだ。

「そういう訳で、早苗ちゃんを全力で褒ほめるのだ！」

「よく頑張ったな、早苗」

「もっと男前な顔で！」

「でかした、ブラザー☆」

「ぬいぐるみにも一言！」

「ようこそおいで下さいました、しょうのすけ様」

「うむ、くるしゅうない、くるしゅうないぞ！」

　そして早苗は、ぬいぐるみを自力で取りたいという気持ちと同じかそれ以上に、孝太郎に自じ慢まんして褒めて貰いたかった。帰るまでが遠足という言葉ではないが、早苗にとっては孝太郎に自慢して褒めて貰うまでが、ぬいぐるみを取るという行為なのだった。

「………まったく、道理で早苗が勝つ訳じゃ。わらわはもう、ぬいぐるみの事を褒めて貰った後じゃからのう………」

　ぬいぐるみを抱かかえてはしゃいでいる早苗を見て、ティアは素す直なおに自分の負けを認めた。ぬいぐるみを取るという事に対する思い入れの分だけ早苗が強かったというのは、ティアにも納得がいく結末だった。

「………でも早苗、こんなの何処どこに置こうか？」

「部屋でいいじゃない。真ん中に置こうよ！」

「おいおい、等身大だぞ」

「早苗ちゃんの偉い大だいさと愛が、毎日感じられるという仕組みです」

「明後日ぐらいから邪じや魔まだ邪魔だって言われる気がするがなあ………」

「いーのっ！」

「待つがよい、わらわに良いアイデアがある」

「なになに!?」

「明後日からはクランとルースに頼たのんで―――」

　しかしティアは大食いの勝敗についてはともかく、その後の事まで納得して退いてやるつもりはなかった。早苗もそんな事は望んでいない。それはたった今ティアに向けられている早苗の輝く瞳が証明していた。だからティアは臆おくする事無く、早苗が巻き起こしている騒動に飛び込んでいった。







[image: ]







Episode4

愛と勇気の学力試験!?







　二千年ぶりに姿を現し再び皇こう帝ていと皇女を救い国を守った青騎き士しは、フォルトーゼにおいて生きる伝説となった。その一挙手一投足が国民の注目の的となり、青騎士が何かをする度たびに大変な騒さわぎが起こった。青騎士―――つまり孝こう太た郎ろうが危き惧ぐしていたのは、正にその部分だった。

「孝太郎、昨日汝なんじがこっそり訪ねたアイスクリーム店の株価がストップ高だ。青騎士御ご用よう達たしの店として、一夜にして大変な人気店になったようだぞ」

『行ったのがバレたホー！』

『フォルトーゼでも国民の視線は厳しいホー！』

　キリハが新聞―――紙媒ばい体たいで発行されたものではなく電子版を表示させた端たん末まつ―――を片手に孝太郎に近付いていく。この時の孝太郎は皇こう宮ぐうの迎げい賓ひん館かんにあるリビングルームのソファーに座すわってくつろいでいたのだが、キリハの言葉で身体を起こし表情を曇くもらせた。

「………まずいな、そりゃ」

「ええっ!?　美味おいしかったじゃない!?」

「早さ苗なえ、そういう意味じゃなくてだな」

　青騎き士しという存在の影えい響きよう力りよくが大き過ぎた。孝太郎が何かをしたり、言ったりする度に、フォルトーゼの社会に対して激げき烈れつな影響が出てしまうのだ。今回はアイスクリームの店だったが、先日は利用したタクシーが問題になった。青騎士御ご用よう車として、乗ったタクシーが運営会社で展示される始末だった。

　一番顕けん著ちよなのは孝太郎が成り行きで買収したＤＫＩだろう。青騎士が所有する会社というだけで他には何の変へん更こうもないにもかかわらず、売り上げといい株価といい銀行の融ゆう資し枠わくといい、以前とは比べ物にならないくらい増加していた。もちろんこれには孝太郎の資金力がほぼ無限大である事も大きく影響していたのだが。

　これがプラスの影響だけであれば笑っていればよかったのだが、同業他社への影響が半はん端ぱなく大きかった。アイスクリームにしろタクシーにしろＤＫＩにしろ、別の会社の売り上げが一気に落ちてしまっていたのだ。これでは孝太郎の行動に引き摺られて、社会や経済が振り回されてしまう。孝太郎はそれをまずいと感じていた。決して、アイスクリームの味の話ではないのだった。

「じゃー、どーゆー意味なのよ？」

「やっぱりさっさと地球へ帰ろう。俺が何かをする度にこの騒ぎじゃ、フォルトーゼが滅め茶ちや苦く茶ちやになっちまう」

『仕方あるまいよ、青騎士。汝はそれだけの事をやってしまったのだ』

「おじさまの言う通りよ。しょうがないじゃない、里さと見み君は本当に英えい雄ゆうなんだもん」

「だからと言って放っておく訳にはいかないでしょう」

「真ま希きちゃぁん、里見さんってぇ、大おお儲もうけが出来るんじゃないですかねぇ？」

「今いま更さら、里見君がお金を儲ける意味があるとは思えないけど………ただでさえフォルトーゼを繰くり返かえし好きなだけ滅ほろぼせるだけのお金がある訳だし………」

　そうした多くの事情を考こう慮りよした結果、孝太郎は早々にフォルトーゼを去る事に決めた。やはりかつての伝説に倣ならいフォルトーゼを去る事が一番のように思えたのだ。国民は恐らくそんな事はない、ずっと居てくれと言うだろう。しかし孝太郎は自分の影響で不幸な人間が現れる構図をどうしても看過出来なかった。

「そうと決まればっ、よいしょっ！」

「何処へ行くんですか、里見君？」

「ティア達たちに帰るって伝えてきます。桜さくら庭ば先せん輩ぱい達は帰る準備を始めていて下さい」

「もう帰るんですか？」

「出来るだけ早い方が良いと思いませんか？」

「それはそうかもしれませんけど………明日は式典とパーティですよ？　その後の方が良くありませんか？」

「その式典とパーティこそ、社会への影響が一番大きいと思うんですよ」

「そこまでの考えなのでしたら、私には文句はありません。………みんな、帰る用意を始めましょう」

『はーい！』

　晴海はるみの呼びかけに、少女達の返事が綺き麗れいに揃そろう。この場にいる少女達にとって、地球は懐なつかしの故郷。帰る事に不満など少しもない。誰もがころな荘そうや高校が懐かしくなってきた時期なのだ。問題はこの場に居ない少女達。具体的にはティアやルース、クランの三人だった。










　迎賓館を出た孝太郎はティア達に会うべく皇宮の廊ろう下かを歩いていた。すると幾いくらもしないうちに皇宮で働いている人々と次々に遭そう遇ぐうする事となった。

「おはようございます、青騎士閣下！」

「何か御ご用ようでしょうか、閣下！　御用命は是ぜ非ひ私に！」

「あんた、そういう抜け駆がけはしないって約束でしょうっ!?」

「………コラお前達、閣下がお困りだぞ」

『ごめんなさーいっ！』

　廊下を行き交う人々は多く、また誰もが忙いそがしそうにしていた。今のフォルトーゼはヴァンダリオン一党によるクーデターで生じた国の歪ゆがみを正すべく、ありとあらゆる方策が練られている。また終戦ムードで式典やパーティを始めとする公式行事が目め白じろ押おしで、目が回るような忙しさだった。

「特に用事はな―――いや、あったあった。申し訳ないが、ティアミリス皇女殿でん下かがどちらにおいでか分からないだろうか？」

　孝太郎はフォルトーゼの国民の前ではティアの事をティアミリス皇女と呼び、また皇室や騎士のイメージを守るべくきちんと敬語を使っている。だが実は国民達は既に孝太郎の真の姿を知っていた。資料として出回っている映像には、孝太郎の真の姿が映ってしまっていたからだ。ティアやクランと一いつ緒しよの時の言こと葉ば遣づかいや仲睦むつまじい姿、逆に口くち喧げん嘩かや殴なぐり合あいをしている姿など、国民はそれを知っていてあえて触ふれずに黙だまっている。孝太郎がティアやクランと特別な繋つながりがある事は誰もが知るところなので、そういう人間的な部分はむしろ国民から愛される一因となっていた。

「ええと確か………午前中はドレスの採寸、スピーチの練習、メディアの取材。多分今は採寸か練習中のタイミングの筈なので、殿下はお部屋にいらっしゃると思います」

「そうか、どうもありがとう」

「やったー！　閣下のお役に立ったー！」

「ずるーい、すぐそうやって自分だけの手て柄がらにするー！」

「コラお前達たち、何度も言わせるな！　閣下がお困りだぞ」

『しつれいしましたー！』

　偶然居合わせた侍じ従じゆう長ちように注意され、侍女達が蜘蛛くもの子を散らすように逃げていく。だがそれは単純に逃げている訳ではなく、本当に急いでいるからでもあった。だから孝太郎はむしろそちらの方が気になっていた。

「重ね重ね申し訳ございません、青騎士閣下。実は戦いが終わって閣下がお戻もどりになってからというもの、侍女達が完全に浮うき足あし立だっておりまして………その気持ちは分からなくもないのですが」

「いや、良いんですよ、あのくらい。そのうち落ち着くでしょう」

「そう言って頂けると助かります」

「それはともかく………やはり忙しいようですね？」

「はい、それはもう。ですがこれは嬉しい悲鳴です。国が平へい穏おんを取り戻した訳ですから、このぐらいはどうという事はありません。意味がある苦労ですから」

「そう言って頂けると助かります」

「閣下!?　ふふふ、あははははっ、閣下には敵いませんなぁ！」

　それから侍従長は孝太郎と幾つか言葉を交かわしてから去っていった。流石さすがに侍従長は走っていなかったが、それでも孝太郎には大分早足に見えた。

「………やっぱり俺は邪魔にしかなってないよなぁ………結局は平和になれば英雄なんて無用の長物なんだよな………」

　孝太郎は苦く笑しようしながらティアの私室へ向かう。孝太郎は戦っている間はそれなりに役に立つものの、戦いが終わればただの十七歳さいの少年でしかない。キリハとは違って政治や経済に秀ひいでているという訳ではないので、見ている事しか出来ないのだ。それでいて影響力だけは異常なまでに大きい。つまり何もしないのが一番。それを実現するには地球へ帰るのが最も効果的だ。力が強いなら大きく距きよ離りを離はなして隔かく離りするのは基本中の基本。ナルファラウレーン―――今は分ぶん離りして再び二本に戻っているが―――をフォルトーゼに置いておきたくない事情もあるので、この時の孝太郎はさっさと帰ろうという気持ちを更に強めていた。

「おっ、あの人だかり………こりゃ間違いないな」

　ティアの私室の近くまでやってくると、その入り口のドアの前には多くの人間が集まっていた。侍じ女じよ、政治家、官かん僚りよう、財界の関係者などなど。ティアに用がある人間で廊下は大混雑していた。

『者共、全員で一度に喋しやべるでない!!　一人ずつ順番に喋らんかー!!』

『殿下、落ち着いて』

「………やってるなぁ………」

　部屋の中からティアの大声と、ルースらしき控ひかえ目めな声が聞こえてくる。どうやら部屋の中にも沢たく山さんの人間が居るようで、彼かの女じよはその対応に追われている様子だった。

「こりゃあティアに直接話すのは無理そうだな。よし、ここはあいつの方にしよう」

　孝太郎はティアと話すのを諦あきらめ、踵きびすを返した。そして同じフロアにある別の皇女の部屋へと向かう。困った時のなんとやら、行き先はクランの部屋だった。現在の皇帝の生家であるマスティル家ではなく、シュワイガ家の出身の彼女であれば、話をする余裕があるかもしれないと考えての事だった。

「………おっ、やっぱりこっちは空いてる」

　幸いな事にクランの部屋の前には誰の姿もなかった。孝太郎はこっちへ来て正解だったと思いつつ、クランの部屋のドアの横にあるパネルに手をかける。するとパネルは孝太郎の生体データを読み取って、孝太郎の来訪を部屋の中のクランに伝える筈―――だったのだが。

『申し訳ございません、青騎士閣下。現在主人は部屋を空けております』

「あれ………お前、もしかして『揺ゆり籠かご』か？」

『はい、閣下。忙しい主人に代わって、様々な仕事を代行させて頂いております』

「戦いが終わったんだから、お前もそろそろ一休み出来ていい頃だろうに」

『仕事がない人工知能は存在意義を失いますれば』

「それもそうか。………それでクランは何処へ行ったんだ？」

『早朝から科学アカデミーへ出で掛かけております。二千年前の遺伝子操作、並びに提出した当時の映像データ等の解説や検証が主な目的です』

「あいつも戦いが終わったら忙しくなったのか」

『二千年前の客観的なデータを持ち、かつ証言が可能なのは我が主のみですので』

「そりゃあ大人気にもなるかぁ。参ったなぁ………」

　ティアもルースもクランも大おお忙いそがし。こうなるとセイレーシュやエルファリアも同等か、それ以上に忙しいだろう。そこへ帰りますというだけの用件で割り込んでいくのは気が引ける。そこで孝太郎は迷めい惑わくにならない方法を取る事にした。

「だったら………よし、お前に二つ頼みたい事があるんだが」

『なんなりとお申し付け下さい』

「まずだな、手紙を三通用意するから、暇ひまを見てクラン達たちに渡してくれるか？」

　孝太郎はティア達と直接話をするのを諦めた。ティア達に手紙を書き残し、早々にフォルトーゼを去る事にしたのだ。時間が経たてば経つほど孝太郎の存在がフォルトーゼに悪あく影えい響きようを及ぼすので、孝太郎はこれが最良の手段だと考えていた。

『はい、承知致いたしました』

「それとお前に俺おれ達を地球まで送って欲ほしいんだが、可能か？」

　孝太郎の二つ目の頼み事は、地球へ送ってもらう事だった。当初はクランかルースあたりに頼むつもりでいたのだが、その余裕はなさそうに見えた。だが運良く『揺り籠』の人工知能と出で逢あえたので、代わりにお願いしてみた訳なのだった。

『可能です。閣下は軍に関しては皇帝と同等の権限がありますので、正式に命令して頂ければ可能となります』

「じゃあ、命じる」

『仰おおせのままに、マイロード。光栄に思います』

　孝太郎はアライアが定めた特別な最高司令官なので、命令の優先度は皇女よりも上位にあり、しかも皇帝から介かい入にゆうされない特権がある。現実的には皇帝と同等の権限があると言っていいだろう。だからクランの了りよう承しようを得ずとも『揺り籠』に地球へ連れて行って貰う事は可能だった。










　フォルトーゼの水準まで科学技術が進んでしまうと、宇宙船の操縦における最大の危険は既に人間が操縦するという部分になっていた。だから基本的にどの宇宙船も全てを自動で航行させる事が可能な作りになっている。それを必要に応じて手動に切り替えて使うのがフォルトーゼのスタンダードだった。ティアとルースが二人だけで『青騎士』を扱あつかう事が出来るのもこの仕組みによるものだ。そんな訳で孝太郎達は特に苦労せずに地球まで辿り着く事が出来た。

「孝太郎孝太郎、いつわーぷするの？」

「もう終わったらしいぞ」

「ええぇえぇぇぇぇっ!?　言ってよぉっ!!　ありがたみないじゃない!!」

「俺も気付いたら終わってたんだよ」

　軍ぐん用よう艦かんクラスに装備されている空間歪わい曲きよく航法装置―――いわゆるワープエンジンだと、フォルトーゼから地球まではおよそ十五日。しかし空間歪曲航法を実じつ施しする際には、余力で艦内の時間経過を凍とう結けつさせるのが普通だ。だから孝太郎達が気付いた時には二週間余りが経過しており、目の前のモニターには地球が映し出されていた。

「地球かぁ………久しぶりに見るとホッとするわね」

　青く輝く地球を目にすると、静しず香かは眩まぶしそうに目を細めた。現代っ子の静香だから、地球の映像など見慣れている。しかししばらく地球を離れていた事で、かつては感じていなかった懐かしさを感じるようになっていた。戦いが終わったのだという事を、ここで心の奥おく底そこの部分まで実感し始めたのかもしれない。

「アニメとかだとぉ、そういう事を言うと死ぬんですよぉ。艦長さんとかぁ」

「ちょっと止めてよゆりかちゃん、縁えん起ぎでもない！」

「あはははは、すみませぇん」

　もちろん地球を見て気持ちが楽になったのは静香だけではない。他の少女達も等しくそうだった。みんな地球から離れて戦い続けだった事に、大なり小なり負担を感じていたのだ。いつの間にか少女達全員がブリッジにやってきて、少しずつ大きくなっていく地球の姿を眺ながめていた。

「里見君っ、一〇六号室にはいつ頃ごろ降りられるんですかっ？」

　珍めずらしく、晴海の声が弾はずんでいた。家族がないメンバーもいるので口には出さないが、彼女は両親との再会が楽しみなのだ。とはいえ家族に限らず、誰もが似たような感情は抱えている。静香は両親の形見であるころな荘へ戻れる訳だし、ゆりかは溜たまっている漫まん画がを読む事が出来る。真希も高校の友達やコス研の人々の顔が見たい。誰の大切なものも一〇六号室へ帰った後に控えている。だから誰の声も弾んでおり、表情は明るかった。

「どうなんだ？」

『ここからは空間歪曲航法を使わずにいくので、静止軌き道どうまでおよそ一時間半。そこから地上へのゲートを作るのに一時間。余裕を見て三時間といったところです』

「三時間かぁ………待ち遠しいです」

「孝太郎、帰ったらすぐにアイス買いに行くよ」

「フォルトーゼで食ったばかりだろ」

「地球のも買うの！　ちょっと味違うんだから！」

「はいはい」

「里見君、私も一緒に行って………いいですか？」

「早苗と藍あい華かさん、他には？」

「我も参ろう。というより、全員行きたいのではないか？」

『意義なーし！』

「………はい、そのようにさせて頂きます」

　そして孝太郎もそうだった。口では少女達に振ふり回されているような言い方をしていたものの、こういう生活を大切だと思うからこそ、戦い続ける事が出来たのだ。だから孝太郎も少女達と同じく、地上へ降りるまでの三時間を待ち遠しいと思っていた。










　孝太郎達が一〇六号室へ帰りついたのは、一月三十一日の夜の事だった。既に夜になっていたので、孝太郎と六人の少女達は大おお慌あわてで買い物に出掛けた。アイスクリームだけでなく、買いたい物は多かった。本や漫画、お菓か子し、野球の用具など。アイスクリームを食べた後は各自の目的の品を入手すべく、それぞれが商店街に散っていった。

「………やっぱり自分の家の畳たたみが一番いいなぁ………」

　買い物を終えた孝太郎達は改めて一〇六号室へ戻って来た。部屋に一番乗りをした孝太郎は、自分の荷物を投げ出すとうつぶせに畳の上に横たわる。慣れた畳の感かん触しよくと、畳表を構成するいぐさのにおい。どちらも孝太郎の心を和なごませてくれた。

「そうそう、その感じ方がとても大事」

　とさっ

「ぐえっ」

　そんな孝太郎の背中に早苗が勢いよく跨またがる。早苗は他人の霊れい波は、特に孝太郎の霊波に敏びん感かんなので、彼女が孝太郎にくっついている時の快適さは孝太郎がリラックス出来ているかどうかに大きく左右される。その意味ではやはり一〇六号室は最高で、早苗は孝太郎の背中でご機き嫌げんだった。

「あとは早苗ちゃんへの計り知れない愛情を、率そつ直ちよくに表現するのです」

「そう思うなら勢いよく乗り過ぎだろ」

「てへへへへ、ごめん。ホッとして加減が出来なかった」

「………まあ、分からんではないな」

「よいせっ」

　だがいつもと違い、早苗はすぐに孝太郎から離れた。不思議に思った孝太郎が顔と目を早苗に向けると、彼女は覆おおい被かぶさってくるかのように顔を寄せて微笑ほほえんだ。

「んじゃあたし、ウチに帰るね」

　早苗が地球で楽しみにしていたのは、一〇六号室だけではない。家族との再会も同じくらい楽しみにしていた。孝太郎に続いて、家族とくっつきたいというのは早苗にとって当たり前の感情だった。

「そうしろ。それが一番だ」

「うんっ。じゃあ、またあとでね？」

「今日は帰って来なくていいぞ」

「もー、すぐそうやって意地を張るー。………ほいじゃね！」

「おー」

　孝太郎も早苗の気持ちは良く分かる。孝太郎自身も父親の雄ゆう一いち郎ろうと会いたいという気持ちがあるからだ。だから孝太郎は、軽快な足取りで玄げん関かんへ向かう早苗を微笑ましい気持ちで見送った。

「それでは我らも一度家に帰ろうと思う」

『懐かしの地底だホー！』

『族長が待ってるホー！』

　とさっとささっ

「ぐえぇっ」

　早苗の次はキリハと埴はに輪わ達たちだった。キリハと埴輪達は早苗の真似まねをして孝太郎の背中に跨る。キリハは早苗よりも背が高く、しかも胸と埴輪の分だけ重い。早苗と同様に勢いよく背中に乗られると、ダメージは少なくなかった。

「………族長さんやコウマさんによろしくな」

　だがキリハが相手だと抗こう議ぎをする意味が全くないので、孝太郎はダメージから立ち直ると何事もなかったかのように返答した。しかしこれはキリハが期待したリアクションではなかったので、彼女は埴輪達に目で合図を送った。

『ホー、ホー』

『ホホーホー』

「人の頭の上で踊おどるんじゃない！」

「ふふふ………」

　ちゅっ

　このリアクションに満足したキリハは笑顔で孝太郎から離れる。彼女はその直前に何かをやっていったのだが、頭の上で埴輪が踊っていたので孝太郎はそれが何であったかには気付かずじまいだった。

「………」

「………」

　気付いていたのはそれを真正面で見てしまった静香と真希だった。二人は同時に顔を赤らめ、全く同じタイミングで顔を見合わせる。そうやって二人は互たがいの瞳ひとみの奥にある感情が同じものである事を確かく認にんすると、大きく頷うなずき合った。

「さ・と・み・くんっ！」

「ごめんなさいっ！」

　どさっ

「グハッ」

　静香と真希は健康的な生活をしているので、重過ぎも軽過ぎもしない。最後の戦いからそれなりに時間が経っているので火か竜りゆう帝ていの魔ま力りよくも十分、静香は適正な体重に戻っている。だが二人が同時に背中に乗ってしまうと、体重がどうこうはもはや関係ない。突とつ然ぜんの加重により肺から空気の大半が押おし出され、新たに吸い込むのも難しくなっていた。

「な、なにが………」

「私達も部屋に戻るから、早苗ちゃんやキリハさんみたいに挨あい拶さつをしようかなって」

「………悪い例は見習わなくて………ぐほふっ、い、いい………」

「ごめんなさい里見君。つい羨うらやましくなってしまって………」

「………あ、藍華さんは、許す………」

「それはどういうコトよ、里見君っ!!」

「おわぁっ!?」

　自分と真希で対応が違ちがう事を不満に思った静香は、孝太郎の背中に乗ったまま身体を大きく揺らし始める。

「………こんな感じ、かな？」

　それを見た真希は最初、驚おどろきと心配で目を丸くしていたのだが、やがては遠えん慮りよがちに自分もその真似をし始めた。

「ぐあああぁあぁぁぁぁぁっ!!」

　ただでさえ重いのに、二人が一緒になって暴れ始めてはたまったものではない。孝太郎は幾らもしないうちにぐったりとして動かなくなってしまった。
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「さっ、里見君っ？」

「あはははっ、やり過ぎちゃったみたいね」

「笑い事じゃありませんよ、笠かさ置ぎさん………」

「でもさ、今がチャンスなんじゃない？」

「あっ………」

　動かなくなった孝太郎を前に、二人は再び顔を赤らめる。そうやってしばらく見つめ合った後、二人は頷き合い、孝太郎の顔に自分達の顔を近付けていった。










　孝太郎が意識を失っていたのはほんの数分の事だった。静香と真希が背中から降りて頭に酸素が回り始めると、孝太郎は幾らもしないうちに目を覚ました。本格的に気絶させられた訳ではなかったのが良かったのだろう。

「………あれ？」

　しかし目覚めた時の状じよう況きようが意識を失う直前と違っていた為ため、孝太郎は少しばかり困こん惑わくする事になった。孝太郎はいつの間にか仰あお向むけになっており、背中への加重と息苦しさはなくなっていた。また頭の下がふわふわと柔やわらかい。状況が良く分からない孝太郎が視線を巡めぐらせると、自分を見下ろしている何者かの視線と交差した。

「もう起きちゃったんですね………」

「………桜庭先せん輩ぱい？」

「おはようございます、里見君」

　孝太郎を見下ろしていたのは晴海だった。そしてその時の晴海の顔や身体の見え方と、頭の下の感触から、孝太郎は自分が晴海に膝ひざ枕まくらをされているらしい事を理解した。

「びっくりしちゃいました。部屋に入ったら里見君が目を回していたから………」

「驚かせてすみません。ちょっとみんなと色々ありまして」

「私以外は、元気な人達ばかりですものね。ふふふ………」

　言葉を交わす晴海と孝太郎の顔は、普ふ段だんとは比べ物にならないほど近い。元々は内向的な晴海だから、このような距離で話す事自体が殆ほとんどないのだ。これは孝太郎が気絶していたから出来た事だった。

　―――やっぱり、アライア陛下とよく似ている………生まれ変わった本人なんだから、当たり前かもしれないけれど………。

　そしてこの距離で向かい合ったおかげで、孝太郎は晴海の顔の細部まで観察する事が出来た。普段は分かり辛づらいが、単純な顔形や髪かみ型がただけでなく、まつげや眉まゆなどごくごく細かい部分まで本当にアライアとよく似ていた。ちょっとした表情の作り方なども殆ど差が分からない。色いろ違ちがいのアライアがそこにいると言っても過言ではなかった。

　―――それでも桜庭先輩は桜庭先輩、アライア陛下とは違う………。

　しかし実際に行動する段階で、晴海とアライアには違いが生まれる。孝太郎や仲間達、フォルトーゼなどに対する感じ方が同じであっても、それ以外の事に対する感じ方は微び妙みように異なっているのだ。魂たましいが同じでも経験や知識が違うのだからこれは当然だろう。そしてそうであるが故ゆえに、地球へ戻ってくれば特にその傾けい向こうは強まる。またその差を補正していたシグナルティンの中のアライアの魂は解放されてしまった。これからは少しずつ、二人の差は広がっていくのだろう。

「桜庭先輩も今はもう元気になったでしょう？」

「たとえそうでもっ、心の方がそれに追い付くには時間がかかりますぅ」

　晴海が軽く頬ほおを膨ふくらませる。これは明らかにアライアにはない、晴海特有の感情表現だった。お姫ひめ様さまではない、ごく普ふ通つうの女の子。アライアはようやく、なりたい自分になる事が出来たのだ。だから孝太郎は悲しまない事にしていた。そういう晴海とアライアを笑え顔がおで迎むかえる事が、自分の役目だと思うから。

「きっと先輩ならすぐですって。意外に過激な所があるじゃないですか」

「………」

　不意に会話が途と切ぎれる。不思議に思った孝太郎が真まっ直すぐに天てん井じようを見ていた視線を晴海の方へ向けると、彼女は軽く目を潤うるませて孝太郎を見つめていた。

「桜庭先輩？」

「………そういう意地悪、私にももっと沢山言ってくださると嬉うれしいです」

「えっ………」

　晴海は目を細めて微笑む。すると目に溜まっていた涙なみだが溢あふれ、孝太郎の頬にポロリと零こぼれ落おちてきた。そしてその瞬しゆん間かんだけ、孝太郎には晴海の姿にアライアの姿が重なって見えた。

「やっぱり、ここへ無事に帰ってこれた反動ですか？」

「違います。単に先輩が過激だからです」

「だったら………もっと過激になれるように頑がん張ばってみます」

　晴海は微笑んだままそっと優やさしく孝太郎の頬に触れ、そこに落ちた自分の涙を拭ぬぐう。そして最後に晴海は、その拭ったばかりの場所へ、自らの唇くちびるを―――

　ガッ、ドタンッ

「きゃあぁっ!?」

「なんだぁっ!?」

　突然、何か大きなものが畳にぶつかったような音が六畳間に響ひびき渡わたる。それは晴海が思い切った行動を何とか成なし遂とげようと極きよく端たんに集中していた瞬間を狙ねらったかのようなタイミングだった。孝太郎の方も晴海が普段よりも積極的に感情を示そうとしているのを感じ取り、その行動に注目していた時の事だった。おかげで二人はその音に飛び上がりそうなほどに驚き、壊こわれかけたおもちゃのようなぎくしゃくした動きで音の出所に目を向けた。

「………あ、あのぉ………なんかぁ、すごぉ～くぅ、すみませぇん………」

　そこには自分の部屋として使っている押おし入いれの上段に上がろうとして失敗したゆりかが力なく横たわっていた。帰ってきたら孝太郎と晴海が良い雰ふん囲い気きだったので邪じや魔まをしないようにそっと押入れに入ろうとしたのだが、音を出さない事に集中するあまり足を踏ふみ外はずしてしまったのだ。この失敗により、孝太郎と晴海の間にあったしっとりとした空気は霧む散さん。ゆりかの配はい慮りよと頑張りは無む駄だに終わった。










　日付けが変わって、二月一日。この日は火曜日だったので、孝太郎達は高校へ行く必要があった。孝太郎は迎えに来た賢けん治じと一緒に通学路を歩いていく。だが登校する生徒の姿は以前より幾らか少ない。これは受験シーズンの真っ最中だからで、登校してくる生徒の中に三年生があまり含ふくまれていなかったのだ。

「コウ、桜庭先輩って受験組だっけ？」

　賢治は通学路の進行方向にある校門の傍そばのバス停で、その数少ない三年生を見付けて首を傾かしげた。この時期の春はる風かぜ高こう校こうでは、三年生は全すべての授業が自習扱いで、しかも出席を取る事がない。つまり受験こそあれど、事実上は長期休きゆう暇かに相当する。受験勉強の為に教室や図書室を利用したい者以外は、あまり登校して来ないのが普通だった。だから賢治は自然と晴海が勉強をしに来た―――受験をすると考えた。しかし以前孝太郎から聞いた話では、推すい薦せんだったような気もする。だから不思議に思っていたのだ。

「いや、もう推薦で合格してる」

「じゃあ、何で登校して来てるんだ？」

「単に真ま面じ目めなんだよ。吉祥春風高校が好きみたいだし」

　晴海が登校して来ているのは、単に真面目だからだった。とはいえ晴海にとって高校は愛着のある場所なので、彼女の真面目さを差し引いても、ずっとフォルトーゼに行っていた関係で学校へ来てみたかったのだろうが。

「高校生の鑑だな」

「当たり前だ。先輩をそこらの高校生と一緒にするなよ。出来が違うんだ」

「何でコウが自じ慢まんしてるんだよ？」

「先輩は自分で自慢しないからだ」

「………よく出来た後こう輩はいだな、お前」

「まぁな」

　久しぶりに孝太郎と再会を果たした賢治だったが、彼かれが疑問に思っている事は晴海が登校して来ているという事だけだった。不思議な事に賢治は孝太郎が数すうヶか月げつ間不在であった事には少しも疑問を感じていない。より正確に言うと、不在だった事それ自体に気付いていない様子だった。

　―――良かった、特に問題はないみたいだな。流石さすがはレインボゥハートといったところか………。

　孝太郎はそんな賢治の様子を見て、密ひそかに胸を撫なで下おろしていた。実は賢治が孝太郎の長期不在に気付いていないのは、レインボゥハートによる工作のおかげだった。背格好が似た人間を魔ま法ほうで変装させ、孝太郎の代わりに高校へ通ってくれていたのだ。これは孝太郎だけでなく、六畳間の少女達についても行われていた。おかげで孝太郎達の不在に気付いた者はなく―――もしいても記き憶おくを消されたのだろうが―――高校の出席日数にも問題はなかった。

　レインボゥハートが協力してくれたのは、ダークネスレインボゥがフォルトーゼへ行った事が分かっていたからだ。ダークネスレインボゥの問題はレインボゥハートの問題なので、彼女らは自ら協力を申し出てくれた。これはそうした協力のうちの一つだった。

「ところでさ、コウ」

「んー？」

「こないだ初はつ詣もうででウチの琴こと理りに会ったろ？」

　この賢治の言葉で孝太郎の表情に緊きん張ちようが走った。

　―――まずい………何とか誤ご魔ま化かさないと………。

　レインボゥハートの工作は素す晴ばらしいものだが、完かん璧ぺきではない。一応この数ヶ月の出来事は教えて貰もらっているものの、あくまで大まかにであり、細部まで完全に把は握あくしている訳ではない。だからこの数ヶ月間の話題を持ち出されたりすると困った事になる。話が噛かみ合わなくなったり、矛む盾じゆんが生じたりする可能性が少なからず存在していた。

「………キンちゃんがどうかしたのか？」

「あの時、お前珍しく琴理の服装を褒ほめてやってたろ？　それが嬉しかったみたいでさ、あいつ事ある毎ごとにあの時の写真を見てニコニコしてるんだ」

「そ、そうだったっけ？」

　レインボゥハートからは断定口調を使わず、質問には疑問を返して誤魔化すのが良いというアドバイスを貰っていたので、孝太郎はそうなるように言葉を選びながら慎しん重ちように返答していった。

　―――俺おれがキンちゃんの服装を褒めた………どんな服だったんだ？　初はつ詣もうでだから、やっぱり着物か？　それとも去年みたいに新調したばかりのカジュアル？　それをどう褒めたってんだ？　可愛かわいい？　似合ってる？

　綱つな渡わたりの状況が続いていた。そもそも話題になっている琴理の服装が分からない。またそれを孝太郎の偽にせ物ものがどう褒めたのかも分からない。ここで対応を誤ると、賢治に不信感を抱だかせる事になる。折せつ角かく戻もどって来た普段通りの生活を壊してしまう事だけは何としても避さけたい。孝太郎はいつになく必死に頭を働かせていた。

「琴理のやつ張り切ってるから、次も頼たのむぞ？」

　女性関係では多くの伝説を持つ賢治だが、妹の琴理の事になると人が変わったようになる。賢治は昔から内向的な性格の妹を大切にしてきた。この話題もその一いつ環かんで、だからこそいい加減には出来なかった。

「それにはお前の協力が必要だ。さしあたって、初詣の写真をもう一回見せてくれ」

「ホレ」

「………お前、妹の写真を大事に持ち歩いてるのな」

「ほっとけよ！」

「………やっぱり晴れ着か………」

「ん？　なんだやっぱりって？」

「あー、えっと………キンちゃんの晴れ着姿はやっぱり良いなって意味だよ。なんだかんだで似合う年とし頃ごろになったって話さ」

「だろう!?　でも寂さびしくはあるんだよ。段々手がかからなくなって来てさあ………」

「………花はな嫁よめの父か、お前は」

　最終的には賢治の妹を大切に思う気持ちが幸いした。必要としていた情報は上手うまい具合に全て賢治から提供され、孝太郎は無事にこの話題を切きり抜ぬける事が出来た。しかし気を抜くにはまだ早い。これからしばらくの間は、こういう問題が度たび々たび持ち上がる事になるからだ。それを上手く切り抜けた後に、これまで通りの生活がある。もうしばらくは色々と頑張らねばならない孝太郎達なのだった。










　このように多少の問題はあったものの、孝太郎達は何とか吉祥春風高校での生活に戻る事が出来た。幾いくら特別な才能や高い戦せん闘とう能力があろうとも、孝太郎達はやはり年頃の少年少女だ。戦いの中に居るより、こうして高校の教室に居る方が気持ちがしっくりくる。だから孝太郎達は、一〇六号室でも感じた事ではあるが、戦いは終わったんだと改めて感じていた。

「勉強飽あきた～～～」

「早過ぎるぞ早苗。帰ってきたばかりじゃないか」

「あたしはこんな事の為に帰ってきた訳ではないのです！」

「こんな事の為に帰ってきたんだよ。高校生だぞ、お前は」

「幽ゆう霊れいに戻るからいいもん！　あとはあんたに任せた！」

「あっ、コラッ!?」

『てへへへ～』

「ズルいよ早苗ちゃぁん！　こういう時ばっかりぃっ！」

　そしてそう感じればこそ、早苗は昼休みになる頃ころには以前のノリを取り戻していた。勉強を嫌きらった早苗は『早苗ちゃん』だけで幽ゆう体たい離り脱だつ、午後の授業は『早苗さん』に任せる構えだった。

「いいなぁ、早苗ちゃんはぁ………私もぉ、幽体離脱したいですぅ………」

　午前中の授業で完全に疲つかれ切ってしまったゆりかは机に突つっ伏ぷし、上うわ目め遣づかいに幽体離脱した『早苗ちゃん』を見上げている。ただでさえ授業についていくのがやっとだったゆりかが数ヶ月も休んでしまった訳なので、授業は分からない事だらけだった。

『あんたは魔法で何とかすればいいじゃない。簡単でしょ？』

「そういう訳にはいきませんよぅ。これでも愛と勇気の魔法少女なんですよぉ？」

『その設定だけは頑かたくなに守るのね、あんた』

「設定じゃないですぅ！　そういう法律なんですぅ、フォルサリアのぉっ！」

　ゆりかは魔法が使えるので、その気になればテストの点ぐらいどうとでもなる。だがゆりかは魔法に関する事だけは真に特別な局面以外ではルールを破らない。魔法少女という職業にだけはゆりかも例外的に誇ほこりを持っているという事になるのだろうが、その分だけ苦労しているのは確かだった。

「そう思うなら一年の頃から勉強しておけば良かったのに………」

　真希は腰こしに手を当てて小さく溜め息をつく。几き帳ちよう面めんでしっかり者の真希は、吉祥春風高校にやってくる前の段階で標準的な学力は身に着けてあった。潜せん入にゆう任務の場合、成績は高くても低くても目立つのでまずい。ダークネスレインボゥにおいて基き礎そ的てきな教養は基本中の基本だった。

「………同じ魔ま法ほう使つかいでも明暗分かれたわねぇ………元・ダークネスレインボゥが明なのが皮肉だけど………」

　静香はそんな二人の様子を見比べて苦く笑しようする。静香がそうやって笑っていられるのは、辛かろうじて授業についていけているからだ。静香の高校生活は空手やお料理研究会を重視した構成なのだが、理想は文武両道なので、勉強の方にもそれなりに時間を割さいて来た。やはり日々積み重ねてきたものの違いが物を言った格好だった。

「ゆりかの場合、才能が魔法に偏かたより過ぎているのが不幸の始まりだ。あまりに強力な魔法を使うので、レインボゥハートは他のあらゆる弱点を無視してでも、ゆりかを高位の魔法使いとして採用せざるを得なかった。天才というのも考え物だな」

　一番余よ裕ゆうがあったのはやはりキリハだろう。キリハは昔から好こう奇き心しんが強く、それを早く大人になって地上へ行きたいという願望が後あと押おしした結果、彼かの女じよは並外れて高い知性を得るに至った。当然、高校でやる程度の授業内容はかなり昔に修得済みだった。

「天才かぁ………天才のキリハさんが言うと説得力があるわ」

「我のような人間は天才とは呼べない。情報の集積によって誰だれもが手に入れられるものでしかないのだからな」

「………その基準だと、ほとんどの天才が凡ぼん人じんになりそうだわ」

　そんな訳で、ゆりか以外の全員が勉強に関しては問題を抱かかえていなかった。そのゆりかにしても、二年生になってからは生活態度が良くなってきているので、来年の受験までに挽ばん回かいする事は可能だろう。それが分かっているからこそ、孝太郎達は呑のん気きに笑っていられた。だが、この状況は一変する。それが始まったのは、この日の放課後の事だった。










　今でこそレインボゥハートはフォルサリアの政府や軍として機能しているが、当初は魔法を正しく使う事を目的とする組織だった。強力な力は濫らん用ようすると危険であるという考えから、自主的に魔法を規制したのだ。それゆえ彼らは自然と、魔法以外の力も濫用するべきではないと考える傾向にある。その真ま面じ目め過ぎる―――言うなれば正義の味方のような考え方が、孝太郎達に新たな試練を与あたえる事となった。

「皆みなさん、初めてお目にかかります。レインボゥハート橙だいだいの魔術師団、対外特とく殊しゆ作戦部所属、深み山やま礼れい菜なと申します」

　放課後、孝太郎と六人の少女は生活指導室に呼び出された。呼び出したのは深山礼菜という一人の若い女性教師で、担当は国語。産休の教師に代わって数ヶ月前に赴ふ任にんした人物だった。だがこの礼菜という人物はただの国語教師ではない。実は彼女は吉祥春風高校に潜入したレインボゥハートの魔法使い、しかも孝太郎達の替かえ玉だま作戦を指揮していた隊長だった。

「これはご丁てい寧ねいに」

　ただでさえ礼れい儀ぎには厳しい体育会系の孝太郎なので、年上で教師、しかも世話になった相手となれば扱いは最上級になる。ぴしっと背筋を伸のばして姿勢を正した後、礼菜に向かって深々と頭を下げた。この時、同じように頭を下げていたのは晴海とキリハの二人。少し遅おくれて早苗と真希、静香の三人が続く。そして全員が頭を下げた後になって、ようやく気付いて慌あわてて動き出したのがゆりかだった。

「いいんですよ、そんなに畏かしこまって頂かなくても。皆さんに恩があるのは我々の方なのですから」

　意外にしっかりしている孝太郎達を前にして、礼菜は軽く首を傾げて微笑む。その笑顔には優しさと包容力がある。そういう印象の良さも手伝って、高校への潜入任務に選ばれたのがこの礼菜という人物だった。

「いえ、大事な事ですので」

「ふふふ………ですが、のんびりやっていて他の教師や生徒に聞かれても厄やつ介かいですので、早さつ速そく用件に入らせて頂きます」

　礼菜が孝太郎達を呼び出したのは、教師として用事があったからではない。レインボゥハートの人間として用事があったのだ。彼女は表情をきりりと引ひき締しめると、呼び出した理由を話し始めた。

「今日おいで頂いたのは、皆さんに学力到とう達たつ度ど試験を行う事をお伝えする為です」

「学力到達度試験!?」

　礼菜の口から飛び出して来た思わぬ言葉に、孝太郎達は目を丸くした。奇き妙みように聞こえるかもしれないが、それはまるで教師が言うような言葉だったから。

「はい。我々は止やむを得えない理由から皆さんの替え玉を用意させて頂いた訳なのですが、結果として予期せず各種のテストや宿題に対して不正を行った事になります。その不正を当然のものと考えるのは魔法や組織の力の濫用。そこで不正の悪あく影えい響きようを可能な限り小さくする為に、皆さんに学力到達度試験を行う事に決めました」

　レインボゥハートが孝太郎達に試験が必要だと考えるのは、ひとえに彼らが正義の味方であるからだった。可能な限り不正はしたくない。どうしてもやる場合には、その影えい響きようは最小限にする。だから孝太郎達たちに代わってテストを受け、宿題を提出したのなら、本人達の方にそれらが可能なだけの学力が備わっている事を確かめる必要があった。本人がやっても合格点が取れる事を証明しなければ、成績を改かい竄ざんした事になってしまう。それは愛と正義の魔法少女達がやっていい事ではないのだった。

「皆さんに学力試験を受けて頂き、最近の宿題や小テストを解くのに必要な学力が備わっているかどうかを確認させて頂きます」

「あのあのぉ、参考までに訊ききたいんですけどぉ………必要な学力が確認出来なかったらぁ、どうなるんですかぁ？」

　試験、つまりテストと聞いて一番不安になったのはゆりかだった。ただでさえ授業についていけていないので、急にテストをされても自信があろう筈はずもない。だから相手が自分よりも階級が低い魔法使いである事も忘れて、ゆりかは恐おそる恐るそう質問した。

「その場合はきちんと留年して頂きます。私達レインボゥハートは、不正な成績向上には関かん与よ致いたしません」

「そっ、そんなぁ～～～!!　真面目過ぎますよぅ～～～!!」
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　ゆりかの悲痛な声が教室に響き渡る。レインボゥハートは正義の味方。それをゆりかがこれほど恨うらめしく思ったのは今日が初めてだった。もちろん不安に思っているのはゆりか一人ではない。キリハと晴海以外の全員が、この状況には大きな不安を抱いていた。そんな訳で孝太郎は慌てた様子で質問した。

「ちょ、ちょっと待って下さい深山先生っ、その試験っていつですかっ!?　まさか今日すぐって訳じゃあないですよねっ!?」

　ゆりかや早苗ほどではないにしろ、孝太郎にも学力に不安がある。ゆりかの様子を笑って見ている余裕はなかった。

「流石さすがに我々も、今日すぐというのでは皆さんにとって極端に不利だと考えています。そこで準備期間として十日の猶ゆう予よを設けます。試験の実じつ施しは二月十一日です」

「良かったです。十日もあれば何とかなりますよ、きっと」

　十日の猶予があると聞いて、晴海は笑顔を作って孝太郎達に笑い掛かける。だがここで礼菜は思いがけない事を口にした。

「桜庭さん、あなたは試験を免めん除じよされます」

「えっ？　どうしてですか？」

　自然と晴海は目を丸くする。

「あなたは既すでに推薦で大学への入学が決まっています。それはつまり昨年の秋の段階で高校と大学はあなたが大学入学に相応ふさわしい学力水準にあると認にん定ていしたという事。そのあなたに再度の確認を行う必要はありません」

　晴海は例外的な状況にあった。彼女は既に推すい薦せん入試で大学への入学が決まっており、また授業も実質長期休暇へ入っている。この状態で彼女に試験を行う意味はない。既に高校と大学の双そう方ほうが、彼女には十分な学力があると認めているのだから。

「でも、自分の学力が今どうなっているのかを確かめておきたいんです。大学入学後の事もありますから。あとこの高校の推薦枠わくの事もありますし………」

「桜庭さん………それは素晴らしい心こころ掛がけですね。分かりました、あなたの分の席も用意させておきます」

　しかし晴海はどこまでも真面目だった。彼女は特に必要もないのに試験を受けるつもりでいた。彼女は自分の学力が下がっていたら今後の生活に影響が出るのはもちろんだが、高校に割り当てられた推薦枠に影響が出る事を心配していた。自分だけでなく他人の心配も出来るのが晴海という少女だった。

「流石さすがだな、桜庭先輩は………俺は自信ないぞ………」

「絶対強者のよゆーというヤツだわ」

「そういうお前はどうなんだ？」

「あたしはひたすら頑張って五分五分じゃないかと………」

「私もぉ、多分、その位じゃないかとぉ………」

　出来のいい晴海とは違って、孝太郎と早苗、ゆりかは危機的状況にあった。

　早苗はこれまで『早苗さん』が勉強していてくれたおかげで何とかなっていたのだが、その『早苗さん』にしてもずっと入院していた兼かね合あいで成績が特別に良いという訳ではなかった。その状況でフォルトーゼに行って勉強に穴が開いたので、早苗にとっては非常に危ない状況となっていた。

　ゆりかの場合も状況は似たようなものだった。ゆりかは二年生になってからはきちんと勉強するようになっていたのだが、いかんせん根本的な部分で遅れが大き過ぎた。しかもフォルトーゼに行ってしばらく勉強していなかったので、予定は大おお幅はばに遅れている。だからゆりかの予想では、必死にやっても合格点に届くかどうか微妙だった。

　孝太郎の場合は早苗やゆりかほどではないものの、やはり安心していられる状況ではない。孝太郎は元々成績が中の下くらいだったのに、数ヶ月勉強に穴が開いた状態にある。それが何を意味するのかは明らかだった。

「藍華さん、私達もうかうかしていられないわね」

「フォルトーゼに平和が訪おとずれ、フォルサリアの未来が開けるというのに、私達が落第しましたでは………」

　静香と真希はこれまで平均よりやや上の成績を保って来た。とはいえそれが少し下がっている筈なので、この十日間でしっかり勉強しないと危険だろう。笑顔を浮うかべる余裕はあれど、油断は出来ない二人だった。

「………面白おもしろくなってきた」

　この状況で心から笑っていられるのはキリハ一人だった。彼女の場合は高校で教わる範はん囲いの学習はずっと昔に済んでいるのだ。

「キリハさんに関しては桜庭さんとは別の意味で試験を免除したいんですけれども」

「それは困る」

「分かっています。その代わりと言ってはなんですが、後ほどフォルサリアの今後に関して相談させて下さい。キリハさんが帰ってきたと分かった途と端たん、上の方から各種の問い合わせが殺さつ到とうしていまして………」

「どうやら勉強している暇ひまはなさそうだな」

　キリハは軽く肩かたを竦すくめる。彼女の場合、一通り教科書や資料に目を通して記憶を呼び覚ませば、満点が狙えるだろう。しかし今回ばかりは流石さすがのキリハも満点はあやしい情勢だった。










　レインボゥハートによる学力到達度試験が実施されるのは十日後と決まった。試験の科目は五科目だが、国語や社会、理科に関しては一いつ般ぱん的てきな問題に加えて選せん択たく科目の難題が紛まぎれている形式になっている。満点は五百点で、合格ラインは半分の二百五十点、つまり科目ごとに五十点取る事が目安となる。当初レインボゥハート側は六十点満点を考えていたのだが、選択科目の問題が交じるので難易度が上がっており、その分だけ合格ラインが引き下げられた。つまり合計二百五十点が目標だからといって、合格が容易たやすいという訳ではない。だから話を聞かされたその日から、孝太郎達は猛もう勉べん強きようを始めた。試験が難しいのであれば、十日しかない貴重な時間は少しも無駄に出来ない。だがそれだけに、早くも追おい詰つめられている者がいた。

「孝太郎孝太郎、あたしの事が大事なら、テストべんきょー教えれ！」

　両手に一本ずつえんぴつを握にぎり締め、額に突とつ貫かんと書かれた鉢はち巻まきを巻いた早苗が孝太郎に迫せまる。その異様な迫はく力りよくに一いつ瞬しゆんたじろいだ孝太郎だったが、すぐに思い直すと突と貫の間を指で弾はじいた。

　ぺちっ

「いたっ!?」

「そんな余裕はない」

「じゃあ一いつ緒しよに落第して！」

「それに何の意味があるんだ！」

「愛してやまない早苗ちゃんとうんめーを共にするとゆー、極きわめて重大な意味があるでしょうがっ！」

「せめてもうちょっとまともな運命にしろ！」

　早苗は自分がテストで合格点を取る為に何をすればいいのか、その部分からお手上げ状態だった。何処どこから手を付ければいいのか分からず、とりあえず孝太郎に訊いてみたのだが雲行きは怪あやしい。早苗は落第を意識し始めていた。

「………ねぇ真希ちゃぁん、留年してもぉ、里見さんはぁ、私をこの部屋に置いてくれますかねぇ？」

　ゆりかの場合は既に落第後の事を心配していた。彼女は最初から試験に合格する事を考えていなかった。ただでさえ今の授業についていけていないのに、急な試験に合格するなど不可能だと匙さじを投げたのだ。

「それは心配ないと思うけど」

「そうですかぁ!?　そうですよねぇ、なんだかんだで里見さんは優しいしぃ、私の事大好きだからぁ～、えへへへへへぇ～」

　ゆりかの表情が輝かがやく。留年しても養って貰える。それはこの時のゆりかにとって大きな救いだった。しかしその笑顔も長くは続かない。

「問題はその状態は女の子としてどうなんだろうって事くらいかしら」

「はうっ!?」

　ピシッ

　ゆりかの表情が凍こおり付つく。この真希の指し摘てきはゆりかも想定外だった。確かに孝太郎は優しいしゆりかの事を大切にしてくれているので、留年しても追い出される心配はないだろう。そこは間ま違ちがいない。だが孝太郎がゆりかを見る目は変わるかもしれない。孝太郎を失望させ、厄介な居い候そうろう扱あつかいになってしまう可能性は確かに高いように思えた。

　―――里見さんや桜庭先輩と一緒に吉祥大へ行きたいって、言ったのに………。

　ゆりかは一年ほど前の事を思い出していた。一年生の終わり頃、孝太郎はゆりかに進路をどうするのかを訊たずねた。それに対してゆりかは、孝太郎と晴海が行こうと思っている、吉祥大学への進学を希望した。それ以降ゆりかは生活態度を改め、孝太郎に手伝って貰って勉強の遅れを取り戻もどそうと努力を始めた。決して順調ではなかったが、それでもこの一年近く必死に頑張って来た。なのにここで落第して留年してしまえば、その努力は全て水の泡あわとなる。ずっと協力してくれていた孝太郎の信しん頼らいも失う可能性が高い。それは色々な事に鈍どん感かんなゆりかであっても、よくない事だと分かる事だった。

「………ウッウッウッ」

　やがてゆりかは涙ながらに教科書とノートを開いた。勝算は極めて低い。それでも勝たねば、決して失ってはいけないものを失う。ゆりかはその事に耐たえられそうになかったから、勉強をするしかないのだった。

「そうよゆりか。戦って勝ち取るしかないのよ。楽な道は無いわ」

　真希は力強い言葉でゆりかを励はげます。だが実はこの時、真希は違ちがう事を考えていた。

　―――里見君ならこうして頑張っているゆりかを見たら、落第してもよくやったって褒めてくれるんだろうけど………それは言わない方が良いんだろうなぁ………。

　嘘うそは嫌いな真希だが、実際に孝太郎に確かく認にんした訳ではないので、これを言わない事は嘘にはならない。それに戦って勝ち取るという部分にも嘘はない。孝太郎が褒めるのは恐らく戦う姿勢そのものであって、合格ではない。実際に剣けんが折れたかどうかは問題ではないのだから。むしろ逆に、それを知らせて安心したゆりかは仮に合格しても非難の対象になるかもしれない。ゆりかはあくまで戦う必要がある。真希にはそれが分かっていたから、無用な事実―――の予想―――は胸の奥おくにそっとしまい込んだ。










　追い詰められている早苗とゆりかとは全く逆の状況にあったのが、キリハと晴海の二人だった。二人は教科書やノートを手に取るような事はなく、お茶やお菓か子しの用意をして勉強をしている一同のバックアップにあたっている。それぞれ理由は違えど、晴海とキリハは慌てて勉強をする必要がないのだった。

「キリハさん、その分厚い束は何なんですか？」

　キリハは勉強をする必要はない筈なのだが、彼女は何故なぜか大量の資料を抱えていた。そしてキリハは孝太郎達に勉強を教える傍かたわら、手が空いた隙すきにその資料に目を通している。それが晴海には不思議だった。

「フォルサリアが送って来た相談事だ。組織としてのダークネスレインボゥの解体だけでも大おお騒さわぎなのだが、フォルトーゼでの戦いに決着が付いてしまった事で、輪をかけて大変な事になってしまっているようでな」

　フォルサリアにおいてダークネスレインボゥは武装解除され、いわゆる戦闘組織としての存在は解体されてしまった。現在は残った構成員をどう扱あつかうかでフォルサリアの長老会がもめにもめていたのだが、そこへナナがフォルトーゼからのメッセージを抱えて帰って来てしまった。フォルトーゼはフォルサリアに対して希望者を移民として受け入れる旨むねを通達。これにより長老会の議論は完全に破は綻たん、キリハに泣き付いた。結果が分かっている試験なんかどうでも良いから早く知ち恵えを貸してくれというのが彼らの本音だった。

「それに我ら大地の民もフォルサリアとフォルトーゼに関係している訳だから、他人事ではなくてな。単純に相談を受けるというだけでなく、我らの方でも協調して対応する必要があるのだ」

　フォルサリアはグレバナスの魔術師団を前身としており、大地の民はマクスファーン本人直ちよつ轄かつの錬れん金きん術じゆつ師し団を前身としている。つまり元はどちらもマクスファーン家を母体としている集団なのだ。だからフォルトーゼが移住を受け入れるという話は、当然大地の民の事も含んでいる。そうなると大地の民の指導者の一人であり、しかもフォルサリアとのパイプ役も務めているキリハにも、大きくかかわってくる話なのだった。

「という事は、地上の侵しん略りやくを止めてフォルトーゼへ行くかもしれない？」

「うむ、その選せん択たく肢しが出て来たのだ。おかげで我らの指導層も大混乱に陥おちいっている」

「あらあら………平和も平和で大変なんですねぇ………」

　キリハが指揮している地上侵略は順調に進んでいた。大地の民はこれまで地上の人間に頭を下げず、それでいて不当に奪うばわず、融ゆう和わ的てきな侵略を進めてきた。それが一定の形を取りつつある状じよう況きようにおいて、唐とう突とつにフォルトーゼという第二の選択肢が現れた。フォルトーゼは伝説で語られた父祖の地。多少日本の法律を犯おかしている地上侵略より、堂々とフォルトーゼへ帰るべきなのではないかという声は当然上がった。しかし状況からして急に方向を変えるのは難しい。特に地上侵略の先頭に立っていた者達はそうだった。必死にやってきただけに、これまでの努力が水の泡になるというのは受け入れられなかった。また数千年の隔へだたりがある事を問題視する者も少なくなかった。それだけの隔たりがあれば、もはや全く別の国であるという考え方も間違いではないだろう。そうした複数の事情から、大地の民の意見は真っ二つに割れた。フォルサリアと同じく、大地の民でも大論争が巻き起こっているのだった。

「そんな事よりキリハさん、俺の物理学の大混乱を何とかしてくれ」

「フム………角速度と遠心力か。微び分ぶんと積分が絡からんで混乱し易やすい部分だが、分かってしまえばその事が考える手助けになる。ここは無理せず一から進めよう」

　だが孝太郎の目下の問題は学力到達度試験。そうなるとキリハにとっても最優先は孝太郎の試験だ。キリハはあっさり自分の資料を手放すと、横から孝太郎の手元を覗のぞき込む。二人の距きよ離りは驚おどろくほど近く、孝太郎が視線を落とせばキリハの服の内側が見えてしまう状況なのだが、真面目な二人はそんな事を気にせず―――キリハは怪しいが―――真しん剣けんに勉強していた。そんな二人に静香は目を丸くする。だが静香が目を丸くしていたのは近過ぎる距離の事ではなかった。

「桜庭先せん輩ぱい、里見君ったら、フォルトーゼとフォルサリアと大地の民の今後の事が『そんな事』ですって」

　銀河規模の超々大国、フォルトーゼ。魔法を操あやつる奇き跡せきの民の国、フォルサリア。霊れい力りよくを基き盤ばんとする独自技術で数千年を生き抜いた、大地の民。その三者の未来を左右する重要な議題を孝太郎は『そんな事』扱い。静香は驚きを隠かくせなかった。

「まあ、里見君にはそう言う権利があると思います」

　晴海も静香と同じく驚いてはいたのだが、アライアの記憶を継けい承しようしている分だけショックは少ない。三つの国を守ったのは他でもない孝太郎だ。その孝太郎には間違いなく三国の問題を『そんな事』扱いする権利があるだろう。静香と孝太郎、両方の気持ちが分かるので、晴海はただ苦笑するばかりだった。

「それは………言われてみれば確かに………っていうか、そもそも伝説の英えい雄ゆうが学力試験に右往左往してる方がおかしいのか………」

　伝説の英雄は地位や名声、財産よりも、地球での平へい凡ぼんな生活を選んでしまった。そこに静香が驚いた原因があると言えるだろう。しかしそれは同時に、伝説の英雄が静香や晴海といった普ふ通つうの少女達との生活を選んだという事でもあるから、驚きはすれど文句はないのが正直なところだった。

「そうじゃ！　何もかもコータローが悪いのじゃっ！」

　そんな時だった。不意にこの場に居ない筈の人物の声が一〇六号室に響ひびき渡わたる。そしてその直後、小さな影かげが孝太郎に襲おそい掛かった。

「一体なんなのじゃあっ、あの完かん璧ぺき過ぎる英雄ぶりはっ!!　そなたが見事に役目を果たしてあっさり帰ったと知った時のぉぉっ、我らの落らく胆たんをどうしてくれるのじゃあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　六畳間全体を揺ゆるがす勢いで畳を蹴けり、天てん井じように届かんばかりの高いジャンプ。美しい放物線を描えがく軌き道どうから繰くり出された飛とび蹴げりは、恐ろしい勢いで孝太郎に迫る。

「おう、お帰りティア。早かったな」

　飛び蹴りは真横から不意打ち気味に襲い掛かって来たにもかかわらず、孝太郎はその一いち撃げきを難なく受け流した。蹴りの様子をろくに見る事さえせずに、無造作に伸ばした右みぎ腕うでで蹴りの軌道をずらしたのだ。しかしこれは純じゆん粋すいに孝太郎の力という訳ではない。気付いたのは実は早苗で、くっついていたせいで孝太郎にもそれが伝わったのだ。襲しゆう撃げき者しや―――ティアは攻こう撃げきの意思が常に明確であるから、霊れい能のう力りよくでは攻撃が読み易かった。

「早かったなー、ではないっ！　なんじゃあの短過ぎる置き手紙は！」

　しかしティアもそれだけでは終わらない。蹴りが受け流された瞬しゆん間かんから打撃を止め、孝太郎の身体に手足を回して関かん節せつ技わざに移行した。ティアは背後から孝太郎にしがみ付き、胴どう体たいに両足を回して身体を固定。その細い両りよう腕うでを首に回して絞しめ始める。ティアが最近になって気付いた事なのだが、実は立った状態での殴なぐり合いよりも密着状態での関節技の方が霊能力による先読みの影響を受け難にくい。これは孝太郎の動きに合わせた変化のバリエーションが豊富であるのと、仮に予測が出来ても連続する素す早ばやい切り替えに追い付けない事が原因だった。

「うぐっ、あ、あんなもんだろっ、永遠のお別れでもあるまいにっ！」

　孝太郎は力任せにティアの腕を引き剥はがそうとする。だがティアの細い腕はぴったりと孝太郎の首に巻き付いて固定されており、指が隙すき間まに入らず大きな力を込める事が出来ない。孝太郎が霊能力で筋力を引き上げてしまえば可能ではあるのだろうが、あえてそれをしないのが孝太郎とティアの間にある暗あん黙もくのルールだった。二人がやりたいのはあくまで単純な格かく闘とう戦なのだ。

「ティアちゃんってサブミッションも上手いのねぇ………今度フォルトーゼ式を教えて貰おうかしら………」

「そこだっ、やっつけろティアー！」

　だからこそこの戦いを眺ながめる少女達は呑気に両者を応おう援えんしている。この戦いは孝太郎とティアなりにじゃれ合っているだけ。くすぐり合ったり、あるいはもっと踏ふみ込んでキスをしたりするぐらいの意味しかないのだと誰もが分かっていたのだ。

「そんな言い訳が国民に通じると思うのか!?　フォルトーゼは大騒ぎじゃ!!」

「そ、そんな事より、試験が大事だ！」

　ずしーん

　腕を引き剥がすのを諦あきらめた孝太郎は、ティアを背せ負おったまま真後ろに倒たおれ込んだ。ティアはしっかりと抱き着いていたので、そのまま孝太郎と畳たたみとに挟はさまれてしまった。

「ぐはっ………し、試験じゃと？　なん、の？」

　激しい衝しよう撃げきに息が詰まり、ティアの意識が一瞬遠とお退のきかける。だが孝太郎が口にした予想外の言葉が上手い具合にティアの意識をはっきりとさせてくれた。ティアは孝太郎と畳に挟まれながらも、腕の力は弱めなかった。
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「俺おれ達たちが、落第、し、ない為ための」

「初耳じゃぞ、なんじゃそれは!?」

「レインボゥハートが真ま面じ目めだったんですぅ。替え玉は仕方ないけど、学力がちゃんと身に着いてるか確かめるって」

「なんじゃとぉっ!?」

　ゆりかの短い説明で状況を察したティアは、驚いて思わず腕の力を緩ゆるめてしまった。これまでティアは体格で勝まさる孝太郎を素早さと技術で抑おさえ込んでいたのだが、やはりレインボゥハートが学力試験を課すという部分には驚きを隠せなかった。

「隙あり！」

「ぬおぉっ!?」

　このまま黙だまって絞しめ落とされる訳にはいかない。孝太郎はティアの隙を見み逃のがさず、再び力任せに腕を引き剥がそうとする。今度はしっかりティアの腕を掴つかむ事が出来たので、ティアの拘こう束そくはじりじりと緩み始めた。

「ええい、馬ば鹿か力ぢから出しおって！　二人とも、やってしまうのじゃっ！」

「失礼しますっ！　確か、これをこう………」

「………こんな感じで大だい丈じよう夫ぶでして？」

　だが孝太郎は結局ティアの拘束から抜け出す事は出来なかった。孝太郎がティアに対して全力を出しているまさにその時、新たな襲撃者が現れたのだ。新たな襲撃者はティアの幼おさな馴な染じみのルース、そしてティアの友人でもありライバルでもあるクランだった。

「ふがー！　ふがもがががぁぁっ!!」

　ルースは教本に載のっている通りの丁寧かつ機能的な動きで、孝太郎の利きき腕である右腕を抱だきかかえるような形で関節をロックする。格かく闘とう戦せんの知識が乏とぼしいクランは当初どうしたら良いのか戸と惑まどっていたのだが、途と中ちゆうで格闘技にこだわる必要はないと気付いて両手で孝太郎の鼻と口を塞ふさいだ。

「………ふがっ………」

　首を絞められ、腕の自由を奪われ、口と鼻を塞がれてはひとたまりもない。孝太郎は程ほどなく意識を失った。

「………気絶しましたわね」

「よくやった二人とも！　これはわれらの勝利じゃ！」

「殿でん下か、これは少しやり過ぎでは………」

　孝太郎の行動には色々と文句があるティア達は、この結果に多少満足した。しかしまだまだ足りない。神聖フォルトーゼ銀河皇国はありとあらゆる汚きたない手を使い、孝太郎に再度フォルトーゼへ帰ると言わせる構えだ。ティア達の攻こう勢せいは今始まったばかりだった。










　フォルトーゼは青騎き士しことレイオス・ファトラ・ベルトリオン卿きようと再帰還の交こう渉しようをする為に、ティアとクラン、護衛役のルースを地球へ派は遣けんした。フォルトーゼ側はあらゆる汚い手段を講じる構えなのだが、反面ベルトリオン卿に嫌われてしまうような事だけは避さけねばならなかった。フォルトーゼは青騎士の姿をした人形が欲ほしい訳ではない。あくまで青騎士そのものに帰って来て欲しいのであって、ベルトリオン卿―――つまり孝太郎がフォルトーゼに愛あい想そをつかしてしまうような手法は避けねばならなかった。結果として短期的な決着は望めず、吉祥春風高校生という身分は今後の地球での活動に欠かせないものとなっていた。

「なるほどのう………確かに正義の味方としては、緊きん急きゆう事態で替え玉が必要だったとはいえ、それで成績を不当に改竄してしまうような事は避けたいじゃろう」

「殿下、これはわたくし達も試験を受けた方が良いのではありませんか？」

「うむ。今後の事もあるしの」

　詳くわしい話を聞いたティア達は、自分達も学力試験を受ける事に決めた。ティアとルースは日本人とは明らかに違う容姿なので、居るだけでやたらと目立ってしまう。だから留学生という分かり易い身分を維い持じしたいと考えたのだった。

「わざとじゃないんだからぁ、今回だけ大目に見てくれてもいいのにぃ」

「ゆりか、それはレインボゥハートのアークメイジとしては問題発言よ？」

「真希ちゃんも真面目過ぎますぅ！」

「しがらみがあると色々と大変ですわね………」

　降ふって湧わいた試験に右往左往する六畳間の少女達の中で、ただ一人他人事なのがクランだった。彼女は元々吉祥春風高校には通っていない。彼女の場合、あえてそうする必要がなかったのだ。ティアが高校に通うようになったのは、皇族の試練で孝太郎を家臣にする為だ。クランの場合は孝太郎を家臣にする必要がなかったので、ただ研究と人脈の維持の為に地球に滞たい在ざいしていただけだったのだ。

「クラン、春からはお前も高校通えよ」

　しかしそういうクランの余裕を許さない者がいた。その筆頭は孝太郎。先さき程ほどの襲しゆう撃げきの恨みもあって、この時の孝太郎の視線と声は厳しいものだった。

「なっ、なんでそんな必要がっ!?」

　突とつ然ぜんの思わぬ提案にクランは目を丸くする。クランには孝太郎の提案を受け入れる必要性が全く感じられなかった。クランはバックアップ担当なのでティアやルースとは違って高校へ行く意味が薄うすい。それに彼女の学力は十分なので、地球の教育を受けても、無む駄だかマイナスになる公算が高かった。

「俺達だけ苦労しているのが腹立たしい。お前も俺達と運命を共にしろ」

「そーだそーだ！　メガネっ子だけずるいぞー！」

「どんな理由ですのっ、それはっ！」

　そうしたクランの事情を分かった上で、孝太郎と早苗はクランの高校編入を強く求めていた。運命を共にすると言えば聞こえはいいが、その実は逃とう避ひに近い。クランの余裕のある表情を崩くずして、何となく今の危機を忘れたい二人なのだった。

　―――それに、やっぱりこういう馬ば鹿かげた事で大騒ぎしている方が良い………戦いやみんなの問題が片付いて本当に良かった………。

　そして孝太郎はこの時改めて感じていた。やはり孝太郎と六畳間の少女達は、戦いには向いていない、と。

「らぶいずおーるなのです」

「何だか良く分からんが、早苗の言う通りだ」

「………ベルトリオン、貴方あなたいい死に方しませんわよ？」

　しかし孝太郎が裏で何を考えていようと、急に非難の対象となったクランにとっては災難以外の何物でもなかった。










　冬休みや春休みとの兼ね合いで、吉祥春風高校の三学期は二ヶか月げつと少ししかない。これは一学期や二学期の六割程度の日数だ。おかげで三学期には中間試験がなく、期末試験だけが行われる。その実施は三月中ちゆう旬じゆんになるのが通例だった。

「………期末試験はまだ先だろう？　なのに何で勉強してるんだ？」

　そういった事情なので、賢治には孝太郎が昼休みにも時間を惜おしむようにして勉強している理由が想像出来なかった。期末試験の対策で勉強を始めるには、早過ぎるように思われたのだ。

「あー………ええと………まあ、来年受験だからさ、自覚が芽生えたとか、そういう感じかな。今の内にもう少し成績を上げておきたいんだ」

　流石の孝太郎も、魔ま法ほう少女軍団が学力試験を課したと正直に言う事は出来なかった。正気を疑われるのが関の山だし、よしんば信じて貰もらえてもそれはそれで問題だった。ここは誤ご魔ま化かしの一手だった。

「そういえばお前の志望校、吉祥大だっけ？」

「ああ」

「お前の今の学力じゃぎりぎりだもんな。結構な事じゃないか」

　孝太郎の志望校が晴海と同じ吉祥大―――近きん隣りん地域内では比ひ較かく的てき優ゆう秀しゆうな大学であった事が幸いした。孝太郎の現在の学力は合格ラインをやや下回っている。今のうちから勉強して合格ラインを突とつ破ぱし、出来れば安あん全ぜん圏けんまで行きたいというのは賢治にも想像し易い理由だった。

「じゃあ、あの辺もそういう事なのか？」

「おう。ゆりかも吉祥大志望だからな」

「そういえば虹にじ野のさん、二年生になってから大分成績上がったよなぁ。このまま続ければいけるかもしれないな」

「………マッケンジー、お前は相変わらず危なっかしい女の子の事は詳しいなぁ」

「ほっとけよ！」

　賢治は孝太郎だけでなく六畳間の少女達までもが急に勉強を始めた事を奇妙に思っていたのだが、二年生から三年生になるというこのタイミングが幸いして納なつ得とくしてくれた。本当の事を言う訳にはいかなかったから、孝太郎は胸の中でこっそりと安あん堵どしていた。

「いい機会だから、マッケンジーも勉強しろよ」

「俺おれは春風学院大だから良いんだよ」

「ふーん、大会には出ないのにサークル活動が活発な事で有名な軟なん弱じやく大学か。さしずめ新しん歓かんコンパで有名なソフトテニス部あたりが狙ねらいだろう？」

「だから俺の事はほっとけよ！」

　孝太郎はしばらく勉強の事は忘れて賢治との会話に興じる。何事も入れ込み過ぎは良くない。時々はこうした息いき抜ぬきは必要だった。

「そ、そうだ、コウ」

「やっぱり女子マネージャーが可愛かわいいという噂うわさの軟なん式しき野球部の方か？　キンちゃんが不純ですお兄様って怒おこるぞぉ～」

「もうその話からは離はなれろよ！　それよりだな、問題はあっちだよ」

　賢治は慌あわてて話を変えながら、誰だれも座すわっていない席を指し示した。

「ティアがどうかしたのか？」

　賢治が指し示していたのはティアの席だった。孝太郎には取り立ててティアに問題があるとは思えなかったので、軽く首を傾かしげた。

「ここ数日、居ない事が多いじゃないか。ルースさんと一緒に」

「そうだったのか？」

　ティアの席は今だけでなく、今朝から空っぽのままだった。これは幼馴染みのルースも同様だった。二人がフォルトーゼから帰って来てから既に数日が経過していた。二人は帰ってきた日を境にして、時折授業を抜ぬけ出して姿を消すようになっていた。だが学期ごとに行われる席せき替がえのせいで、孝太郎はその事に気付かないでいた。今は二人よりも前の席になっていたのだ。賢治はその逆で、二人よりも後ろだから気付いた格好だった。

「ああ。ティアミリスさん、何かあったのか？」

「いや………心当たりはないな。むしろ状況は好転した筈はずだが………」

「どういうことだ？」

「簡単に言うと、先月ぐらいまでは実家でごたごたとトラブルがあったんだ」

　ティアが授業を抜け出す理由は、むしろ今よりは先月―――一月までの方が多かっただろう。彼かの女じよの実家、フォルトーゼ皇国でクーデターが起こっていたのだから。

「ありそうな話だなー。ティアミリスさん、お金持ちっぽいもんな」

「それが片付いたんだ。今はむしろ以前より気楽な状況の筈なんだが」

「ふーん。だったらあれじゃないか？　これまでの後始末」

「後始末かぁ………どうだろうなぁ………」

　孝太郎は腕うで組ぐみをして考え込む。フォルトーゼは超が幾いくつ付いても足りないぐらいの遠えん隔かく地ちだ。後始末が一定のレベルに達してからでないと彼女らが再び地球へやってくる事は難しいだろう。地球のどこかの国であればありそうな話だが、異星人のティア達にはしっくりこないような気がしていた。

「じゃあ………ホッとしてこれまでの反動が出た、とか」

「その方がそれらしいが………うーん………？」

　ティアだけで考えれば、これまでの反動で遊びに出たと考える事も出来なくはない。だが最近の自覚が芽生えたティアがそれをするのか、はたまたルースがそれを許すのか、という事まで考えると、孝太郎にはやはりしっくりこない考え方だった。

　―――何をやってるんだか、あいつは………。

　孝太郎の目が自然とティアとルースの席に向く。だが空っぽの席は、孝太郎の疑問には何も答えてくれなかった。










　フォルサリアが学力試験を課す事になっても、孝太郎にはアルバイトがある。しばらく前に言われたのなら同どう僚りように交代して貰う事も出来たのだが、流石さすがにこのタイミングでは難しい。仕方なくこの日は普ふ段だん通りのローテーションでアルバイトに入っていた。

「コーちゃんはいつも作業が丁てい寧ねいねぇ………若い子は手て荒あらにやっちゃう子も多いのに」

「普通にやってるつもりなんですけど」

「だったらきっと、この仕事に向いてるんだよ。ふふふ………」

　孝太郎は同僚の老婦人と一緒に作業を進めていく。孝太郎のアルバイトは遺い跡せきの発はつ掘くつ。紀元前数千年前の地層から紀元後の技術レベルの品々が出土し、考古学界を仰ぎよう天てんさせているいわく付きの遺跡だった。

　―――多分だけど、この遺跡って地球へ放り出されたマクスファーン達のものなんだよな………。

　孝太郎とクランは二千年前のフォルトーゼでマクスファーン達を超時空反発弾たまで時空の彼方かなたに吹ふき飛ばした。そのうち魔ま術じゆつ師団は数百年前のフォルサリアに流れ着き、錬金術師団は数千年前の地球へ飛ばされた。錬金術師団は独自の文明を発達させ、やがては大地の民になったという。だからマクスファーン達がこの場所に住んでいたと考えれば、この遺跡から高い技術力の痕こん跡せきが出て来た事に説明がついた。

　―――まあ、丁寧にもなるよな………俺がやっちまった事の結果を調べている訳なんだからさ………。

　孝太郎はそれこそが自分の作業が丁寧になる理由だと考えている。孝太郎が二千年前のフォルトーゼから追放した人々がどのように生き、どのように死んでいったのかを調べている訳なので、いい加減な作業は出来ない。自然と土や砂を取り除く刷は毛けの動きは繊せん細さいになり、遺物を取り出す手も慎しん重ちようになるのだった。

　―――しかし………うーん………なにか、こう………。なんだろう………？

　不意に孝太郎の手が止まる。実は孝太郎には一つ気になる事があった。ヴァンダリオンを倒して地球へ帰ってきてから感じるようになったのだが、この遺跡で以前、何かがあったような気がするのだ。そしてその感覚は日増しに強くなっている。だが孝太郎が幾ら考えてもそれらしい記き憶おくはない。気のせいだと片付ける事も出来るのだが、そうしてはいけないような気もしている。不思議な感覚だった。

「………ん？」

　そんな時だった。ぼんやりと周囲を見ていた孝太郎の視界の端はしで黒い何かが動いた。孝太郎はハッとしてその黒い何かに注目する。考えていた事に繋つながる何かではないか、そう思ったのだ。

「あれは………誰だ？」

　孝太郎が見付けたのは黒いスーツにサングラスで身を固めた一人の男性だった。その男性は遺跡を囲む森の木こ陰かげから孝太郎の様子を窺うかがっていた。その男性を見た瞬間、孝太郎は『違う』と感じた。黒服の男性の登場は、孝太郎が気にしている事とは全く別件であるように感じられていた。

『!?』

　孝太郎が自分の方を向いたからだろう。黒服の男は慌てて周囲を確認すると、近くの木の後ろに隠れてしまった。それはそれで怪しい行動だったので、孝太郎は発掘作業の道具を地面に置くと、男の後を追う事にした。

「どうしたんだい、コーちゃん？」

　そんな孝太郎を同僚の老婦人が呼び止める。孝太郎が作業を放り出すようなタイプではないのを知っているので、老婦人は単純に心配そうな視線で孝太郎を見上げていた。

「不ふ審しん者しやを見付けたもので。黒いスーツの男でした」

「そうだったの。でも一人で追いかけるのはおよしなさいな。最近物ぶつ騒そうだから、監かん督とくさんに伝えるだけにしておきなさい」

　孝太郎がスーツの男を捜しに行こうとしているのを察した老婦人は、優やさしいがはっきりとした言葉で孝太郎を制止した。真面目な孝太郎が損をしないように、心配してくれていたのだ。

「………はい」

　実際のところは、孝太郎が謎なぞの男にやられる可能性は低かった。問題の黒服の男が拳けん銃じゆうを持っていたとしても、多くの力で守られた孝太郎は倒せない。だが孝太郎は素す直なおに老婦人の言葉に従った。別に武器を向けられた訳でも、敵意を感じた訳でもない。黒い服を着た見知らぬ男が孝太郎のいる辺りを見ていたというだけの話なのだ。だから孝太郎には心配してくれている老婦人を無視してまで、黒服の男を追う理由はなかった。










　孝太郎のこの日のアルバイトは日が暮れると終わりになった。一番重要だと思われる地点はもうしばらくやっているのだが、強力な照明の数に限りがあるので、孝太郎が担当しているエリアは日暮れと共に終わりになる。現場監督はまだ高校生の孝太郎に配はい慮りよして、優先的にこのエリアに配置してくれていた。

「やっぱり日が暮れると急に冷えてくるなあ………」

　一人家路を急ぐ孝太郎が軽く身体を震ふるわせる。二月になったばかりで、季節は冬真まっ只ただ中なか。まだ日が暮れたばかりだが、風の冷たさが身体に染しみこんでくる。発掘作業で多少汗あせをかいていた事も孝太郎にそう感じさせる一因となっていた。

「あんなところで何してんだ、クランの奴やつ………」

　そして孝太郎がころな荘そうまであと少し、という辺りまで来た時の事だった。そのころな荘の門柱のところにクランの姿を見付けた。まだ多少距離があるので何をしているのかは分からないが、やや背中を丸めるようにして地面を見つめているようだった。

「おーい、クラーン！」

「っ!?　あ、後でまたかけ直しますわ！」

　孝太郎が声を掛かけながら近付いていくと、クランは酷ひどく慌て始めた。そして大急ぎで小さな板状の何かをポケットに仕し舞まい込む。その上でクランは孝太郎に向き直り、笑え顔がおを浮うかべた。

「お、お帰りなさい、ベルトリオン！」

「………？」

　クランの行動は奇き妙みようだった。その笑顔も硬い。自然と孝太郎の視線が板状の何かがしまわれたばかりのポケットに向かう。するとクランは反射的に視線を遮さえぎるようにポケットの上に手を置いた。

「クラン、お前………」

「な、なんですの？」

「今のスマホだよな？」

　クランがポケットにしまったのはスマートフォンだった。最近では高校生にも普ふ及きゆうし始めた代しろ物ものだが、クランが使っている事には違い和わ感かんがあった。

「そうですわ。それがどうかしまして？」

「………お前、スマホなんて使ってなかっただろう？」

　クランはこれまでスマホを始めとする携けい帯たい電話は使っていなかった。地球にいる友達は孝太郎や六畳間の少女達だけだったので、そもそも連れん絡らくの必要性が薄かった。それに連絡が必要な場合はいつも身に着けている腕うで輪わ型のコンピューターから通信回線に侵しん入にゆうしていたので、あえて地球の携帯電話を使う意味が存在していなかったのだ。

「ゲ、ゲームぐらいしますわ！」

「嘘つけ！　お前今誰かと電話してたろ。しかもみんなの前では出来ない秘密の奴！」

　必要がない携帯電話を使っている。しかも部屋から出て外でこっそりやっていたので、ゲームという言い訳は成り立たない。彼女にはあえて携帯電話を使って秘ひ密みつ裏りに誰かに連絡を取る必要があったという事なのだ。

「うぅっ!?」

「ティアといい、お前といい、こっそり何をやってるんだ？」

　ティアの不在、謎の黒服、そしてクランの携帯電話。この時、孝太郎はそれらに関連があるのではないかと疑い始めていた。妙みようにタイミングが一いつ致ちしていたので、無関係だとは思えなかったのだ。

「何もやっていませんわっ！」

「あやしいなぁ………」

　クランは必死に否定する。だがその様子がむしろ孝太郎の疑ぎ惑わくを深めた。やっぱり何かやってるんじゃないか、そんな気持ちが強まっていた。

「ただ知り合いと電話をしていただけですわ！　違い法ほう行こう為いを避けようと思ったのが何故いけないんですのっ!?」

「うーん、まぁ、それもそうか………」

　疑惑は拭ぬぐえなかったが、この言い方をされては孝太郎としては追及を続ける事は出来なかった。クランが言う通り、彼女が普通に電話を使い始めた事は確かに良い事だ。これまで彼女は回線に侵入して勝手に使っていたのだから。それに孝太郎の疑惑自体が根こん拠きよのある話ではない。その意味でも、この辺りが退ひき時どきだった。
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「………ところでお前、待ち受け画面とかどうしてるんだ？　異星人のスマホの使い方には凄すごく興味があるんだが」

「ひっ、秘密ですわ！　絶対に見せませんからぁっ!!」

「いいじゃないか、ちょっとぐらい」

「駄だ目め駄目駄目ぇっ！　ちょっとでも駄目ですわっ!!　特に貴方はぁっ!!」

　だが結局クランの災難は続く。孝太郎の興味はクランの電話の相手からスマホの待ち受け画面に移り、そしてしばらくそこから離れなかった。










　クランやティアがスマートフォンを持つようになった事は、孝太郎以外の一〇六号室の住人達にとっては既すでに知られている話題だった。やはり身に着けているアクセサリーや小物、携帯電話の類たぐいは、年とし頃ごろの少女達にとって注目の的だった。

「えええっ、ティアちゃん達もぉ、携帯電話を持つようになったんですかぁ!?」

　例外はゆりかぐらいだろう。そもそも流行には微び妙みようについていけていないマイペースのゆりかなので、他人の持ち物には無む頓とん着ちやくだった。

「………貴方のおかげで里見君が最後にならなくて済んだみたいね」

　そんなゆりかに真希は小さく微笑ほほえんだ。ゆりかと真希はコス研の活動を終えて帰宅するところ。二人は肩かたを並べて、のんびりとお喋しやべりをしながら通学路を歩いている。二人の距離が近いおかげで、二人を照らす夕日が作る影は一つになっていた。

「そういう真希ちゃんはいつ気付いたんですかぁ？」

「私？　私はティアミリスさん達が帰ってきた次の日ぐらいかな？　………でも、他人の持ち物に注意を払はらうのはダークネスレインボゥ時代の悪い癖くせよね」

　真希は苦く笑しようして肩を竦すくめる。彼女がダークネイビーではなく藍華真希の人生を選せん択たくしてから大分時間が経過している。しかしダークネスレインボゥの戦士としての生き方が身体に染みついているから、なかなか普通の女の子のように振ふる舞まう事が出来ない。お洒落しやれアイテムのチェックでスマホを見付けたなら良いが、敵味方にかかわらずまずは通信手段の有う無むと質を確かく認にんすべしという戦士としての経験によって見付けたのでは意味が違ちがう。真希の理想の生き方はまだまだ遠いようだった。

「そうそう悪い癖といえば………ゆりか、気付いてる？」

「ほへ？　何にですかぁ？」

　真希の言葉に戸惑い、ゆりかは目を丸くする。元々察しの悪い少女だった。対する真希は笑顔を崩さないまま声の音量を下げ、至し極ごく真ま面じ目めな口調でゆりかに事情を伝えた。

「視線と顔そのままで話し続けて。一時半方向に黒い服の男がいるのが分かる？」

「えーとぉ、一時半はお箸はしを持つ方だからぁ………」

　ゆりかは言われるままに顔と視線を固定したまま、意識だけを一時半方向―――やや右側に向ける。すると真希が言う通り、黒いスーツの男性を見付けた。この黒い服の男性は二人に背を向けるようにして、道路の対岸を歩いている。ゆりかの感覚では特に気になる部分がない、ただの通行人だった。

「………いますねぇ。あの人がどうかしたんですかぁ？」

「実は尾び行こうされているのよ」

「ええぇぇぇっ!?　前に居るのにぃっ!?」

「しっ、声が大きいわ。………後ろにも二人いるわ。前後で挟むのが尾行の鉄則なのよ。だから絶対に振り向いては駄目よ」

「どっ、どっ、どういうことですかぁっ!?」

　尾行されているという事実は、ゆりかにとって完全に予想外の出来事だった。フォルサリア魔ま法ほう王国と大地の民たみ、そしてフォルトーゼ皇国の問題が片付き、もう何も起こらないだろうと気を抜いていたのだ。そこに降って湧いた追つい跡せき者しや。ゆりかは慌てていた。

「尾行が始まったのは二月に入ってからよ。私が気付いたのは三日の朝」

「じゃあ、最低でも四日以上は後を付けられてるんですね」

　ゆりかは身み震ぶるいする。今日は二月七日。丸四日プラス今日の分で、四日半は尾行を受けていた事になる。ゾッとする話だった。

「最初はストーカーか何かだと思っていたんだけど―――」

「止めて下さいよぉ、そういう怖こわい話はぁ………」

「―――妙に動きが組織だっていたから、ストーカーではないと結論したの。もっとも集団ストーカーに目を付けられたケースも全くないとは言えないでしょうけれど」

「だから止めて下さいって、そういう怖いのはぁ！」

　追跡者の存在に気付いたのは、それこそ真希の戦士としての経験ゆえだった。元々が心を操る藍あい色いろの魔法少女なので、普通とは違う心理状態の人間を見付ける方法は魔法に限らず沢たく山さん心得ていた。

「私達全員に三人ずつついてるみたいよ」

「誰なんでしょうかねぇ、あの人達………」

「これ以上の事を知ろうとすると、こちらからの働きかけが必要になる。果たしてそこまでやるべきかどうか………」

　黒い服の男達について分かっている事はそう多くはない。真希の見る限り、黒い服の男達は六畳間の少女達と孝太郎に最低でも三人ずつついている。つまり相手は合計で三十人以上、組織的な関かん与よは間ま違ちがいない状じよう況きようだった。魔力を感じない事からすると、地上にある組織の一つが動いている可能性が高いだろう。だが襲ってくる様子はなく、敵意は感じられない。遠巻きに生活全体を観察されているというのが真希の正直な感想だった。

　ここまでの情報はあくまで真希が受動的に集めたものだ。相手の規模や性質がはっきりしなかったので、慎重策を取ったのだ。だがこれ以上を知ろうとするなら能動的に情報を集める必要がある。接せつ触しよくしてみるとか、直接魔法をかけてみるとか、そういうリスクが伴ともなう手法が必要になってくる。とはいえ果たしてそこまでやって良いものかどうか。今の真希はそこに悩なやんでいた。

「そういう事ならぁ、里見さんとキリハさんに相談してみませんかぁ？」

「そうね、あの二人なら気付いてそうだし。何かアイデアを出してくれるでしょう」

　ゆりかの場合は面めん倒どうな事は孝太郎とキリハに丸投げという考え方だ。それに対して真希の方は自分は孝太郎の手足であるという考え方をしている。両者それぞれに考え方は違うものの、最終的な結論は同じだった。










　真希が考えた通り、孝太郎もキリハも黒服の男達たちの存在に気付いていた。孝太郎の方は真希とそう違わないレベルだったのだが、キリハの方はもっと踏み込んだ情報を持っていた。これに関しては真希も流石さすがキリハと思わず感心してしまっていた。

『ホーホー』

『ホホー』

「………ご覧の通り、あの男達はティア殿どのとルースに関係がある。それでいてフォルトーゼの人間ではない。装備が明らかに地球製だからだ」

　黒服の男達に気付いたキリハは埴はに輪わや部下達に命じ、逆に黒服の男達を尾行していた。それにより真希よりも踏み込んだ情報を持っていたのだ。二体の埴輪―――カラマとコラマには映写機の機能もあるので、黒服達が物もの陰かげでティアやルースと話をしている写真や、黒服達がジャケットを脱ぬいでたばこを吸っている写真などを、順番に六畳間の壁かべへ投とう影えいしていった。

　注目はやはりティアとルースの怪あやしい行動だった。表情や仕草などからすると明らかにティアやルースの方が立場が上で、黒服達は緊きん張ちよう気味に二人に従っているらしい事が見て取れた。また黒服達が吸っているたばこが日本製であったり、読んでいる漫まん画がが日本語だったり、ホルスターに収まっている銃じゆうが地球製である事も明らかになっていた。それをもってキリハは彼かれらを日本の何処どこかの組織だろうと結論していた。

「また埴輪達のクラスⅠ遮しや蔽へいモードを見破れなかった事からして、魔法や霊れい力りよくの装備を持っていない事も分かっている。事によると、本当にただの地球人かもしれない」

　埴輪達には幾つか特とく殊しゆ機能があるが、そのうちの一つに遮蔽モードというものがある。これは可視光や電磁波を操あやつって姿を消す機能であるが、これには二つのモードがある。通常使用するクラスⅠと、負担が大きい代わりに霊力まで遮蔽できるクラスⅡだ。そしてキリハは埴輪達をあえてクラスⅠで黒服達に接近させた。気付かれなかったらそれでよし、気付かれたらその時点で中止して戻もどってくる。どちらにせよキリハが知りたい情報が手に入るという寸法だった。

「ティアちゃん達が地球人と協力して何かやってる………そりゃまたどうして？」

　静香は不思議そうに瞬まばたきを繰くり返かえす。ティアとフォルトーゼはこれまで地球に対して何かをしようという姿勢が皆かい無むだった。その興味は孝太郎と六畳間、つまりティアが皇位継けい承しよう権けんを獲かく得とくする儀ぎ式しきにのみ向けられていた。それが今いま更さら何を始めるというのか―――静香にはそこが上手うまく想像出来なかった。

「奉ほう仕し活動とかじゃないでしょうか」

　根っからの善人である晴海が想像したのは奉仕活動だった。キリハが以前から継けい続ぞくしてやっているので、晴海には想像し易やすかった。

「あんな動き難にくそうなスーツでやりますかね」

「もうちょっと可愛い格好にすればいいのにぃ」

　魔法少女二人の見解は違う。黒いスーツや革かわ靴ぐつは見み栄ばえこそ良いものの、掃そう除じや募ぼ金きん活動に向いた格好ではない。奉仕活動には奉仕活動に向いた格好がある。コスチュームについてはこだわりがある二人は、晴海の意見には無理があるように思った。

「ねぇ孝太郎、ティアは何で黒いおじさんと仲良しなの？」

　考えるのが面めん倒どう臭くさくなった早苗は孝太郎に寄りかかってポテトチップを食べていた。そして自分が二回食べたら孝太郎にも一回食べさせるという行こう為いを繰り返していた。

「それを俺に訊きくなよ。俺が知りたいぐらいなんだから」

「がんばれ孝太郎！　ラブ可愛い早苗ちゃんの為ために！」

「………キリハさん、どう思う？」

「ないす判断！」

　早苗はティア達の不思議な行動をあまり問題視していなかった。今のティアが悪い事をするとは思えなかったし、ルースもその行動に協力している。だから最悪の場合でもちょっとした悪戯いたずらが起こる程度が関の山。早苗としては、孝太郎とじゃれたりポテトチップを食べたりする方がよほど重要だった。

「今の状態では情報が不足している。明快な結論を出す為には、どうしても思い切った手が必要になるだろう」

　埴輪達や部下達のおかげでキリハは多くの情報を得ていたが、それでも距きよ離りを置いて観察するぐらいまでしかしていない。そうした理由は真希と同じで、相手の規模や性質が分かっていなかったからだ。また途中でティアとルース、クランがやっている事だと分かったので、積極的に調べる必要がなくなったという事情もあった。しかしそういう受け身の情報収集には限界がある。キリハは既にその限界付近まで情報収集を終えていた。

「………仕方ない、ここは一人捕つかまえてみるか」

　孝太郎も事を荒あら立だてたくはない。だがクランに訊たずねた時にはシラを切られた。ティアとルースも何をしているのか教えてくれない。それだけなら良かったのだが、無視して生活するのが難しいぐらい、多くの黒服が周囲をうろついている。一〇六号室に出入りしているのは女の子ばかりなので、孝太郎は安心材料が欲しかった。そこで孝太郎はある程度のリスクを承知の上で、黒服との接触を試みる事にしたのだった。










　孝太郎が強気な手段を用いる事にしたのには、キリハが既に多くの情報を持っていた事に大きく影えい響きようを受けている。黒服の男達たちがどういう尾行の仕方をしているかは分かっていたので、意図的に一人を捕まえやすい状況は作り出せる。その手の工作はキリハの得意分野だった。

「このコンビニも休みか………今日はついてないなぁ………」

　一人の黒服がコンビニの前で肩を落としていた。この黒服はゆりかを尾行しているチームの若手で、しばしば他の黒服の使い走りをさせられていた。一人で昼食やタバコの買い出しに行く事があるのだ。だが今日の彼は苦労していた。いつも利用しているコンビニが臨時休業だったので一つ先のコンビニまで足を延ばしたのだが、不幸にしてそこは改装中だった。そこで彼は先せん輩ぱいの黒服にメールで事情を伝え、もう少し遠くにあるスーパーやコンビニを目指す事にした。

「仕方ない………タバコや漫画がないと先輩ずっと不ふ機き嫌げんだもんなぁ………」

　黒服達の尾行任務は待ち時間が多いので、時間潰つぶしやストレス軽減でタバコを愛用している者が多い。漫画に関しても事情は同じだ。それが手に入らないと仕事に悪あく影えい響きようが出てしまう―――主にこの若手の黒服が被ひ害がいを被こうむる―――ので、多少遠くても足を延ばす必要があった。

「この先を左っと………いや、真っ直すぐの方が近いのかな？」

　少しでも時間を節約しようと、若手の黒服は人気のない入り組んだ路地を早足で進んでいく。初めて行く場所なので地図と地形の比ひ較かくで手て一いつ杯ぱい。周囲への警けい戒かいがおろそかになっていた。もちろん、それを待っていたのが孝太郎達だった。

「この道は行き止まりだぞ」

「うわぁっ!?」

　突然、目の前に学生服を着た少年が現れた。しかもそれは尾行の対象者の一人、里見孝太郎。上司からは最重要の監かん視し対象だと言われていた。だから若手の黒服は幽ゆう霊れいでも見たかのように上うわ擦ずった声をあげて仰のけ反ぞってしまった。

「お、お、お前はっ!?」

「用件は分かるよな？」

「まずい！」

　だが若手とはいえ多くの訓練を積んできた彼は、気を取り直すと素す早ばやく身を翻ひるがえして逃とう走そうに移った。上司からは叱しかられるだろうが、尾行対象に捕まってしまうよりはずっとマシだった。

「こっちも行き止まりだよ、おじさん」

「こっちもか！」

　しかし彼の逃走経路は笑顔の少女によって塞ふさがれていた。

「ええいっ、このままだっ！」

　だが孝太郎の方へ行くよりはまだマシだと踏ふんだ黒服は、笑顔の少女の脇わきを通り抜けようと逆に走るスピードを上げた。小こ柄がらで見るからに非力そうな少女になら、掴つかまれても振り切る自信があったのだ。

「もー、行き止まりだって言ってるのにぃ」

　だが黒服のこの選択は明らかに間違っていた。実は徒と手しゆ空くう拳けんで孝太郎と少女を比較した場合、圧あつ倒とう的てきに少女の方が強いのだ。その少女は現実に干かん渉しよう出来るほど、強力な霊力を帯びているのだから。

「悪いな、お嬢じようちゃん！」

「そうでも～ないよ～♪　えいやっ！」

　問題の少女―――早苗は鼻歌とスキップまじりで黒服に近付くと、右手の人差し指で黒服の左ひだり肩かたに触ふれる。するとその直後、黒服の身体が大きく回転した。

「うわぁっ!?」

　黒服の身体はそのままぐるりと一回転、仰あお向むけになって地面に転てん倒とうした。強い衝しよう撃げきに息が詰つまる。だが何をされたのかが分からない。本当に軽く触れられただけで身体のバランスが崩くずれて倒れてしまった。なのに身体には異常は感じられない。銃じゆう撃げきやスタンガンのそれとは明らかに違う。黒服が感じたのは地面に倒れた時の痛みだけだった。

「おじさん、だいじょうぶ？」

　困こん惑わくしている黒服の顔を上から早苗が覗のぞき込む。この時に早苗がやった事は、黒服の左半身にだけ過か剰じように霊力を注ぎ込むという、非常に平和的な攻こう撃げきとも言えないような攻撃だった。黒服は身体の左半分だけが桁けた違ちがいに元気になり、左右の力のバランスが崩れて倒れてしまった。要は突とつ然ぜん増えた力を持て余しただけで、むしろ黒服の左半身は血行が良くなり健康になっていた。

「………お、おじさんって言うほどの歳としではないんだけど」

　何をされたのかは分からなくても、逃にげるのに失敗した事は分かる。黒服は身体を起こしながら、半ば観念しつつあった。だがその反面、彼には分かった事もある。孝太郎とその仲間達たちは明らかに普ふ通つうではない。そこにこそ、黒服とその上役達が知りたい秘密が隠かくれているのではないか―――黒服はそう考え始めていた。

「お前ら何者だ？　何がしたくて俺おれ達の周りを嗅かぎ回っている？」

　早苗に続き、孝太郎もやってきた。その姿を見て、声を聞いた瞬しゆん間かん、黒服は酷く驚おどろかされた。孝太郎の雰ふん囲い気きが明らかに変わっていた。今の孝太郎からは元気で明るい高校生の雰囲気が消えており、代わりに厳しく強力な意思が感じられた。またその声にも反論を許さない厳格な雰囲気がある。黒服の感覚では、年配の黒服リーダーと向き合った時の雰囲気に近いだろう。そしてその事が黒服を完全に観念させ、同時にどうやら自分は当たりを引き当てたらしいと確信させた。

「事と次し第だいによっては―――」

「ま、待ってくれ！　俺達は君の敵ではない！」

　孝太郎の目が細められ剣けん呑のんな光を放ち始めた時点で、黒服はあっさりと降参した。実は孝太郎と敵対する事は彼らにとってマイナスでしかない。尾行していた事も本当に情報収集が主で、敵対する意思はなかったのだ。

「どんな悪党も最初はそう言う」

「待った待った、俺達はサンレンジャーの関係者だ！」

「………なんだと？」

　思おもい掛がけない言葉が飛び出して来た事で、孝太郎の動きが止まった。その瞬間から孝太郎の放つ圧力が僅わずかに減った事を感じた黒服は、ここぞとばかりに畳たたみかけた。

「我々はサンレンジャーと同系列の組織から来た者なんだ！　指揮系統はより中央に近い部署になるんだが！」

「中央寄りの組織だと？」

　だが孝太郎の視線から厳しさは抜けない。サンレンジャーの情報を持っているだけで嘘うそをついている可能性があったからだ。それに霊力に関する情報や装備を持っていない事もサンレンジャーとの関係が本物かどうかを疑う原因の一つだった。そこで孝太郎は念ねんの為に質問をした。

「だったら、連中の名前や近きん況きようも言えるだろう？」

「ケンイチ君とハヤト君、弟分のコタロー君。ダイサク君とメグミさんは最近いい雰囲気だ！」

「えええええっ!?　あの二人そうだったのぉっ!?」

「彼らは最近の活かつ躍やくが評価されて給きゆう与よが二十パーセントアップした。かつては左さ遷せん先と囁ささやかれていたサンレンジャーだが、今では完全に風向きが変わっている。対侵しん略りやく者しや部門では一番戦せん闘とう経験と実績があるのは彼らなんだ！」

「なるほどな………同系列の組織というのは間違いないようだ」

　黒服は孝太郎の質問にきちんと答える事が出来ていた。内部の情報を持っており、特にダイサクとメグミに関する情報は直接知っていないと出て来ないような情報だった。これにより孝太郎は黒服に対して一定の信しん頼らいを置くようになった。だが、そのおかげで新たに持ち上がった疑問もあった。

「だがそれならどうして俺達の情報を欲ほしがる？　サンレンジャーから聞かされていないのか？」

　新たな疑問はサンレンジャーなら孝太郎達の情報を持っている筈だという事だった。そして同系列の組織ならそれを聞いていてもおかしくなく、尾行をして情報収集する意味などない筈なのだ。そこが現状と噛かみ合あわず、孝太郎が黒服を完全に信用し切れない原因となっていた。

「彼らは君達に関する情報の提供を拒こばんでいる。非公式に協力した事を逆手に取っている格好だね。それがなければ、給与が二十パーセントアップ程度ではなかっただろう」

「あいつら………」

　孝太郎はこの時、胸の奥おくが熱くなるのを感じていた。サンレンジャー達は大地の民と地球の平和の為に、あえて孝太郎達の情報は伏ふせたままにした。それを組織の上部に伝えれば昇しよう進しんや更さらなる昇給が望めただろうに。やはり彼らは真のヒーローなのだ。孝太郎はそれが嬉うれしかった。

「厳密に言えばウチの上司が向こうの六ろつ本ぽん木ぎ博士に頭を下げられなかったっていう事情もあるんだ。変にエリート意識が強くてね、逆転された事を認めたくないらしいんだ」

　黒服はそう言って肩を竦める。孝太郎はこの時点で黒服を信用する事に決めた。もちろんサンレンジャーに対するほどの信用ではなかったが、敵かもしれないと疑う必要はなさそうだと感じていた。

「………ともかく、あんたらがサンレンジャーの仲間らしい事は分かった。それで、あんたらはどうして俺達の周りをうろちょろしている？」

　残る疑問は一つ。それは何故なぜ今になって黒服達の部門が動き出したのか、という点だった。これまではなかった事なので、最近になって新たにそうする事情が出来たという事になる。孝太郎はそこに興味があった。

「理由は二つある。君を知る為と、君を守る為だ」

「守る為………？」

　ここで再び孝太郎を困惑させる言葉が飛び出して来た。知る為は分からないではないのだが、守る為というのはいささか奇妙だった。

「実は先日、我わが国くにに謎の異星人―――フォルトーゼ星人が接触して来てね」

「フォルトーゼ!?　そうかっ、あいつらそれで!!」

　孝太郎はこの時の黒服の言葉によって、ここ数日間のティア達たちの奇妙な行動の理由を理解した。ティアとルースが不在がちなのは政府の人間と話をする為。クランが携帯電話を使うようになったのもそう。フォルトーゼが日本政府に接触する事に決めたから、それらが起こったのだった。

　―――この反応からすると、孝太郎君がずっと前からフォルトーゼ星人に関係しているのは確からしいな。これは報告しておかないと………。

　そして黒服もまた孝太郎の様子から確信を強めていた。どうやら孝太郎はフォルトーゼとの交こう渉しようにおいて重要なウェイトを占しめるようだ、と。

「もちろん政府は上から下まで大おお騒さわぎになった。この辺りの事は想像が出来ると思う」

「………まあな」

　孝太郎がティアと初めて出会った時の事を思えば、政府の混乱は想像に難かたくない。組織が複雑な分、混乱はより激しいものになっているだろう。

「彼らは国交の樹立を提案してきた。それも地球や国連に対してではなく、何故か日本政府に対してね。あくまで地球側の窓口は日本政府になって欲しいというんだよ。もしそうしてくれるなら、地球の政治や経済を混乱させない範はん囲いで多くの便べん宜ぎを図はかる、と」

　黒服は肩を竦めた。フォルトーゼがどうして日本を指名したのかが分からないから、政府は初め混乱した。だがすぐに立ち直り、国益という視点から検討を始めた。この提案は困難ではあるものの、非常に魅み力りよく的てきなものであるのは確かだった。もし他国に先んじて異星人と国交を開く事が出来れば、日本は多くの分野で先頭に立てる。宇宙時代の旗手となる事が出来るのだ。

「それだけを聞くと、特に問題はないように聞こえるが」

「そうだね。でもフォルトーゼ星人が付けた二つの条件が我々に二の足を踏ませた。その意味が分かるまで、安易に飛びつく訳にはいかなかったんだ」

「ふむ………その条件とは？」

「一つは国こく籍せき変更に関するルールだ。フォルトーゼ星人の政府が地球の人間を指名し、指名された人間がこれを受け入れた場合、日本政府はその人物がフォルトーゼへ国籍を変へん更こうする事に対してあらゆる異議を挟はさんではならない、というものだ。これは我が国がフォルトーゼとの外交の窓口となる訳なので、他国からフォルトーゼへ国籍変更をする場合などに口出しをするなという意味だろう。これに関しては理解は難しくなかった」

　厳密にはフォルサリアや大地の民の為の処置だろう、孝太郎はこの時そう考えていた。フォルサリアも大地の民も日本では完全に合法とは言い難い種類の人間なので、窓口が日本政府に限定されてしまうと厄やつ介かいな事になる。それを回かい避ひする手段が必要だった。これに関しては孝太郎も正しいと感じていた。

「………もう一つは？」

「それが問題だった。この二つ目の条件に関しては極きよく端たんに適応範囲が狭せまい。極きわめてピンポイントな条件なんだ」

「どういう意味だ？」

「実は二つ目の条件は君なんだ」

「俺おれ!?」

「そう。フォルトーゼ星人が述べた二つ目の条件は『現在吉祥春風高校の二年生である里見孝太郎とその親族・友人・知人を、絶対に神聖フォルトーゼ銀河皇国との交渉材料に使用してはならない』というものだった」

　この二つ目の条件が政府を何度目かに混乱させた。突然やって来た異星人が要求するにしては、余りにピンポイント過ぎる要求だったのだ。『………里見孝太郎って誰だれ？』まずはそこからのスタートだった。

「異星人がそこまで君にこだわる理由が全く分からない。だからそれを知りたかった。これが君の周りをうろついていた理由だ。そしてこうした事情であるから、もし君が妙な事件に巻き込まれて怪我けがでもしたら国益を損そこなうのは明らかだ。下手をすれば惑わく星せい間の問題になりかねない。だから君とその周辺を守る必要もあったんだ」

「………そ、そういう、事だったのか………」

　孝太郎は頭を抱かかえた。フォルトーゼは技術の支し援えん、文化の交流などを餌えさに、日本と正式に国交を結ぼうとしていた。それが実現すれば、日本は惑星間外交のリーダーになる事が出来る。それは大きな国益に繋つながるに違いない。観光だけに限っても、恐おそらく凄すさまじい影響がある筈はずだ。政府にとってこれほど旨うまみのある話もないだろう。だがそこで飛び出して来た奇き妙みよう極まりない要求。日本政府が人を使って孝太郎を調べ始めたのも、無理もない話だった。










　黒服の男達の事情を知った孝太郎は、その足で『青騎き士し』に怒ど鳴なり込んだ。この日のティアは高校にこそ来ていなかったものの、この時間はいつも通り『青騎士』内にしつらえられたアンティーク調の部屋で優ゆう雅がなティータイムを過ごしていた。

「今日の茶葉はルブストリでございます」

「………うむ、腕うでを上げたな、ルース」

「腕を上げたな、じゃなーーーーーーいっっ!!」

　ゴンッ

「ぶふぅぅぅっ！」

　孝太郎の拳こぶしが真上からティアの頭頂部に炸さく裂れつする。それは何時いつになく本気の一いち撃げきであったから、ティアは口から紅茶を吹ふき出してしまった。口に含ふくんだ量が適量であった為に、紅茶はまるで霧きり吹ふきで吹かれたかのように宙を舞った。

「なんじゃっ、いきなりっ!?」

　ティアはルースに口元を拭ふいて貰もらいながら孝太郎を睨にらみ付つける。紅茶を吹くぐらいは孝太郎との生活ではしばしば起こる事なので、ティアには動どう揺ようした様子はない。だが烈れつ火かの如き怒いかりはその瞳ひとみに強く輝かがやいていた。

「それはこっちの台詞せりふだ！　お前ら裏でコソコソ何してやがる！　聞いたぞっ、日本と国交を樹立するつもりだって！　一体何が目的だっ!?」

　ティア達が時折姿を消すのはその為。クランのスマートフォンもそう。黒服達はティア達の目的を知る為に暗あん躍やくし、同時に孝太郎を守っている。国交を樹立するだけならありそうな話だが、それを孝太郎に黙だまって進めていた事には大きな疑問がある。孝太郎はその裏に何らかの意図があると考えていた。

「そなたじゃっ!!」

　それに対するティアの答えはシンプルだった。ティアは真っ直ぐに孝太郎を指さして、堂々と言い切った。

「な、なにぃ？」

　逆に孝太郎は怯ひるんだ。この時の孝太郎の顔は狐きつねにつままれたような顔をしていた。そんな孝太郎にティアは更に畳みかける。

「そなたがフォルトーゼの人間になりたいなーなんて思った時に、すぐに出来るように体制を整えておるだけじゃっ!!」

「馬ば鹿か野郎っ、そんな事の為に大々的に国を動かすんじゃないっ!!」

「そんな事!?　そなた今そんな事と申したかっ!?」

　ティアの眉まゆ毛げが吊つり上あがる。そして孝太郎に走り寄るとその胸むな倉ぐらを掴んだ。

「分かっておらん!!　そなたは何も分かっておらんのじゃっ!!　そなたは二度もフォルトーゼを救ったのじゃぞ!?　これ以上ないというくらい、圧倒的に救国の英えい雄ゆうなのじゃぞ!?　そのそなたがフォルトーゼの民に成れぬなどあってはならん事じゃ!!　国民がそう望んでおる!!　じゃから我らが早々に送り込まれたのじゃっ!!」

　ティアは泣いていた。悔くやしかったのだ。孝太郎が自分達の気持ちを理解してくれない事が。そして何より、フォルトーゼに置いてきぼりにされた事が。

「だったら俺がそれを申し出た時で良いだろうがっ!!　なんでこんなに急ぐ!!　それも俺の意思を無視して!!」

「わらわ達フォルトーゼの人間の気持ちを無視して地球へ帰ったそなたに、それを言う権利などない!!　なんじゃっ、あの極端に短い置き手紙はっ!!　続きがないか何度も探してしまったぞっ!!」

　どんっ、どんっ

　ティアはぽろぽろと涙なみだを零こぼしながら繰り返し孝太郎の胸を叩たたく。気持ちが入っているからか、続けるうちにティアの力はどんどん強くなっていく。十数秒後には孝太郎がその痛みに耐たえかねるほどにまでなっていた。

「俺と剣けんが両方フォルトーゼに揃そろってたらまずいだろうがぁっ!!」

　孝太郎はティアの両りよう腕うでを掴むと強ごう引いんに引ひき剥はがす。既にティアの打だ撃げきは格かく闘とう技ぎの拳撃に近い威い力りよくになっていたので、流石さすがにそのままではいられなかった。

「その正しい答えがなおの事腹立たしい!!　この完かん璧ぺき騎き士しめぇっ!!　わらわ達フォルトーゼの人間がどれだけそなたを愛しているか知らん訳でもあるまいにぃぃっ!!」

　それを切っ掛かけにティアは本格的に孝太郎に襲おそい掛かった。金色の髪かみを躍おどらせ、涙の粒つぶを舞い散ちらせながら、まるで野生動物のような躍やく動どう感で拳と脚あしを振るう。ティアの攻撃は本気だった。

「知らん事にして帰らないと、いろいろ問題が起こるだろうがっ!!　実際経済への影響があっただろう!!」

「わらわと国民はそれでもそなたが欲しいのじゃあっ!!　そんなもの幾いくら起こっても構わん!!」

「俺が構うんだー!!」

　ティアの攻撃が本気である以上、孝太郎の方も同じ水準で対応せざるを得ない。ティアの攻撃を払い除のけながら、孝太郎も腕と脚を大きく振り回す。ティアも孝太郎もお互たがいを一撃で倒さんと、本気の攻撃を繰り返していた。

「………やはり殿でん下かとおやかたさまはこうでなくては………」

　敬愛する皇女と伝説の英雄が本気の殴なぐり合いをしているにもかかわらず、その様子を見守るルースは楽しげだった。

「………殿下があそこまで激しい感情をぶつけられるのは、後にも先にもおやかたさまひとりだけ………ふふふふ………」

　ルースには分かっているのだ。始まり方は多少違ったものの、結局はいつものじゃれ合いなのだと。何故ならティアは武器を使わないし、孝太郎は剣や霊れい能のう力りよくを使わない。お互いに急所を狙ねらう事もない。またどれだけ戦ってもお互いに対する尊敬と好意が薄うすれない。つまり銀河に名だたるフォルトーゼの皇女と、そのフォルトーゼを救った英雄が、ただただそうしたいから殴り合っているのだ。だからルースの目には、仲の良い男女がひたすらじゃれ合っているようにしか見えないのだった。










　孝太郎とティアの死し闘とうは数分に及およんだ。人間が全力で戦い続けられる時間はそう長くはない。特にショーアップされていない本気の戦いではそうだった。だから二人の動きが止まった時、それがダメージの蓄ちく積せきなのか疲ひ労ろうの蓄積なのかは、間近で見ていたルースにも分からなかった。

「お疲つかれ様です、お二人とも」

　ルースは準備しておいた濡ぬれタオルを二人に手て渡わたす。それはまるでスポーツの試合の直後のような行動だが、当事者である孝太郎とティアの感覚にも合っていた。殴り合いの喧けん嘩かが終わる頃ころには、二人は激しい感情と体力を使い果たし、一定の歩み寄りを見せる。自然といわゆるノーサイドの状態になるのだった。

「ティア」

「なんじゃ？」

「こうやって殴り合っても埒らちが明かない」

「いや、いずれわらわが勝つ」

「本気で言ってるのか？」

「………いや、そうでもない」

　身体を動かして感情的にすっきりした二人は冷静さを取り戻していた。二人とも議論もなしに殴り合いを続けるのは意味がないと感じていた。殴り合いをする事自体は二人にとって意味がある行為だが、議論自体は進まなくなる。また殴り合いの結果で結論を出せる訳でもない。二人の殴り合いは楽しいかどうかだけが優先されており、そもそも公平な勝負にはなっていないのだ。

「だったら今度のテストで決着を付けよう」

「わらわもそうしようと考えておった所じゃ」

　そこで二人が選んだのは数日後に迫せまった学力試験だった。元々ティアと孝太郎の学力は同程度だったので、公平な勝負が期待できる。厳密にはティアの学力の方が上なのだが、文化の違ちがいや言葉の壁などでその差が埋うめられている形だった。

「俺がテストで勝ったら変な裏工作は止めて貰うからな」

　孝太郎の要求はティア達の暗躍を止めさせる事だった。フォルトーゼ側が日本と国交を開く事自体には問題はない。正面からの堂々とした提案だったし、悪あく辣らつな要求をしている訳でもない。加えて合法的にフォルサリアや大地の民を移民させる為には、必要な手順でもあるのだ。問題があるとすれば孝太郎に内ない緒しよで進められた事、そしてそれを利用して孝太郎のフォルトーゼ行きを勝手に進めていた事だろう。孝太郎の気持ちが決まる前に外そと堀ぼりを完全に埋められてしまったら、たまったものではない。孝太郎にも都合があった。

「分かった。代わりにわらわが勝ったらそなたにはフォルトーゼに来て貰うからの」

　かつてのティアの目的は孝太郎に忠誠を誓ちかわせる事であったが、今はそれが孝太郎そのものに変わっていた。ティアは孝太郎の気持ちを変える為なら、ありとあらゆるものを利用するつもりでいる。それが彼かの女じよ自身と国民の願いなので、迷う事などない。だが孝太郎の形をした人形が欲しい訳ではないから、きちんと説得したり、正当な勝負で孝太郎に負けを認めさせなければならない。その意味では学力試験は手て頃ごろな手段だった。

「勝てたらな」

「勝つとも！　わらわは二千年不敗のマスティル家の一員じゃぞ！」

「そのうち二度ほど俺が勝たせているんだけどな」

「その通りじゃ。良く分かっておるではないか。そなたの勝利はわらわの勝利、それが自然な状態じゃ。そなたはフォルトーゼに連なる運命なのじゃ」

「いい気になりやがって。後で吠ほえ面づらかくなよ！」

「おほほほほっ、その言葉をそっくりそのまま返してくれよう！」

　二人とも一歩も退く気配はない。相手を完全に打ち負かし、自分の願いを押おし通すつもりでいるのだ。ある意味、一番侵略者とそれを迎むかえ撃うつ人間らしい状態と言えるかもしれない。

「お二人とも根を詰め過ぎないようにして下さいませ。まだ寒い時期が続きますから」

　それに対してどちらでもない立場を貫つらぬいているのがルースだった。彼女が元々そういう気質だという事もあるのだが、これはティアの作戦の一つだった。ティアが強気に攻せめ、クランは控ひかえ目めに受けに回り、ルースはそのどちらでもない。三者で役割を分け、孝太郎の気持ちを揺ゆさぶろうというのだ。孝太郎は知る由もないが、フォルトーゼは孝太郎の獲得に関しては凄まじいまでに本気だった。










　ティアが使っている消しゴムは可愛かわいらしい猫ねこの形になっている。これは彼女が地球に来てからずっと愛用している品だった。だがデザインものの消しゴムにありがちな問題として、若じやつ干かん字を消す能力が弱いという事があった。形を保つ為の成分が、字を消す力を弱めてしまっているのだ。

「コータロー、消しゴム借りるぞ」

「んー」

　だからティアは手近なところに良く消える消しゴムがある時にはそちらを使う。この時は孝太郎と一いつ緒しよに勉強していたので、ティアは迷わずそちらを使った。その方が猫のデザインが崩れないという利点もあった。

「おいティア、この部分なんだけど………」

「重力か………ルース、地球の重力定数は幾つじゃったかのう？」

「九・八でございます」

「馴な染じめん数字だが、まあよい。そもそも重力というのは質量の集中が―――」

　消しゴムを借りる代わりに、ティアは孝太郎の分からない部分を教えてやっていた。孝太郎が苦手な数学や物理が主だった。もちろんこれは最初のきっかけであり、今ではティアの方も孝太郎に質問をする事があった。漢字や古文、歴史などは異星人であるティアには難しい。

「………あのあのぉ、キリハさぁん」

　台所でお菓か子しを漁あさっていたゆりかが、思い出したように傍かたわらのキリハに訊ねる。キリハはそこで夕食の準備中だった。

「なんだ？　プリンなら冷蔵庫に冷やしてあるぞ？」

「プリンの事じゃないですよぉ。食べたいですけどぉ………あの二人ってぇ、テストの点でぇ、勝負をする事になったんですよねぇ～？」

　ゆりかはのれんの下を覗き込み、孝太郎とティアの方を指さす。二人はちゃぶ台に並んで座すわり、熱心に勉強を続けていた。

「そのようだな。孝太郎が勝てばティア殿どの達たちの暗躍が止まる。ティア殿が勝てば孝太郎のフォルトーゼ行きが決まる。一大決戦だ」

「なのにぃ、どうして仲良くお勉強してるんですかねぇ？」

　この時のゆりかの疑問は、一〇六号室に出入りしている多くの少女達に共通した疑問だった。だから近くで紙パックを手に牛乳を飲んでいた早苗も、自然とのれんの下を覗き込んでいた。

「ふふふ………そこがあの二人の関係の難しい所なのだ」

　キリハはのれんの下を覗く事はなかったが、ちらりと視線を六畳間の方に向ける。二人の姿は見えないが、仲良く勉強している姿は手に取るように分かった。

「確かにティア殿と孝太郎は、お互いを倒したいと思っている。それは間ま違ちがいない」

「でもでもぉ、協力し合ってますよぉ？　分からないところ教え合ったりぃ………嘘を教えたりはしないまでもぉ、教えてあげない方が勝てるんじゃないですかねぇ？」

　ゆりかの疑問はそこに尽つきた。学力の勝負をしようというのに、相手の学力を上げる手伝いをしている。だからゆりかには二人が本気で勝負しようとしているのか、分からなくなっていたのだ。

「倒したいのはあくまで絶好調の相手なのだ。何故なら二人は相手に負けを認めさせたいと考えているからだ。不調に付け込むとか、嘘を吹き込んで成績を下げるとか、そういう事で勝ったとしても、負けた方はそれを素す直なおに受け入れられるか？」

「それはぁ………えとぉ………受け入れられないかもぉ、しれませんねぇ………」

　ゆりかにも分かって来た。これは単純に成績を比べようという勝負ではない。そこへ至る全すべてのプロセスが問題になっているのだ。

「これはお互いの人生と信念がかかっている大勝負なのだ。だからあの二人は小細工などしない。ただ実力で相手をねじ伏せんとしているのだ」

　お互いに全力を尽くし、戦いも終始フェアだった。そういう確信が真の意味で決着を付けてくれる。孝太郎にしろティアにしろ、お互いに大切なものがかかっているから、決して後こう悔かいしない戦いで勝たねばならなかったのだ。

「更に言えば、自分が愛してやまない騎士や主君に嘘を教えて弱体化させるのか、という問題もある。大好きな山を爆ばく破はして低くしてから登頂するのは愚おろかな行こう為いだろう？」

「んー………あれ？　って事はさぁ、あたし達ってここでボーッとしてるとまずいんじゃないの？」

「その可能性は非常に高い」

「えっ、えっ、どうしてですかぁ？」

「だってさ、テストの点だけが問題じゃないんでしょ？　孝太郎やティアって」

　早苗が口の周りについた牛乳をタオルで拭いながらそう言った途と端たん、台所は沈ちん黙もくが支配した。そしてゆりかの顔からだらだらと汗あせが吹き出し始めた。

「べっ、勉強してきますぅ！」

「あたしもそうしよっと」

　大おお慌あわてでゆりかと早苗が台所から飛び出していく。そして孝太郎達と一緒にちゃぶ台を囲み、勉強を始めた。結果だけが問題ではない―――それは試験が決まった時から真希がゆりかに言っていた事ではある。それが今目の前で証明された格好だった。今日までの猛もう勉べん強きようで状じよう況きようは改善しつつあるゆりかと早苗だが、ここで止める訳にはいかない。キリハのような圧倒的な結果を出せない以上、攻めの姿勢を崩した時が最後だった。

「………自覚が芽生えたのは大変結構な事だ」

　キリハは軽く微笑ほほえむと、何事もなかったかのように味み噌そ汁しるの鍋なべを軽くかき回す。高校の事に限らず日ひ頃ごろからきちんと勉強しているキリハだけがこの状況の例外だった。またみんなが勉強で忙いそがしいので、誰かが家事を担当しなければならない。そんなしっかり者のキリハのおかげで、六畳間の夜は何事もなく更ふけていった。










　今日は二〇一一年二月十一日金曜日。この日は雲一つなく、空気は澄すみ、抜ぬけるような青さの気持ちの良い空が広がっていた。だがその下をとぼとぼと力なく歩くゆりかと早苗には頭上を見上げている余よ裕ゆうはなかった。

「私ぃ、もう駄だ目めですぅ………絶対落第しますぅ………」

「ゆりか、ここまで来たら神かみ頼だのみよ！　これだけ頑がん張ばったんだから神様も助けてくれるって！」

「そうですかねぇ？　本当にそう思いますぅ？」

「うん！　信じれば救われる！」

　この十日間、二人は懸けん命めいに勉強をした。慣れない勉強を長時間続けた事で目を回した事さえあった。だがそれでも二人は学力試験で合格点以上を取る自信がなかった。昨夜キリハが作った豆テストを模も擬ぎ試験としてやってみたのだが、その結果は芳かんばしくなかった。どうやら二人が学力試験で合格点を取るのは難しそうな気配だった。

「どうかテストが中止になりますようにぃぃぃっ！」

「………あんた、そこを祈いのるんだ。点数上げて下さいじゃなくて………」

「点数はもう無理だと思うんですよぉっ！」

　いかんせんスタート地点が悪過ぎた。にもかかわらず大地の民・フォルサリアと連戦が続いて勉強が手て薄うすになっていたところで、フォルトーゼに数すうヶか月げつ行ってしまった。それらによって生じた勉強の遅おくれを十日で取り戻もどすのはやはり困難だった。だから今の二人に出来る事は神頼みのみ。人事を尽くしてもどうしようもなかったので、後は神様何とかして下さいという状況だった。そしてそんなゆりかや早苗とは、真逆の状態にあったのがティアと孝太郎の二人だった。

「来たぁっ！　遂ついに来たぁっ！　ようやくそなたがわらわの軍門に降る記念すべき日がやって来たぞぉっ！」

「面白おもしろい事を言うなあ皇女殿下ぁ！　身長の差が絶対的なものであるように、成績の差にも絶対的な差がある事を教えてやるっ！」

　二月一日の時点ではティアと孝太郎の成績は合格ラインのやや上という気が抜けない状態にあったのだが、それ以降に競きそうようにして勉強した結果、双そう方ほう共に昨夜行われた豆テストで予想合格ラインのずっと上の得点を叩き出した。二人の問題は既すでに合格ではなく、相手をねじ伏せる事に移行していた。

「問題ない。そなたは地面に這はいつくばり泣いて許しを請こう！　身長が問題になる事はあるまいて！」

「いやいや、地面にめり込むほど頭を下げるのはお前の方だぞティア！」

「フッフッフッフッフッ！」

「アッハッハッハッハッ！」

　十分に勉強したので、双方共にテストの結果には自信がある。それだけに勝負の時が待ち遠しくて仕方がなかった。今の二人にはお互いの姿しか見えていない。だからそんな二人を見つめる視線には、少しばかり寂さびしげな感情が含まれていた。

「こういう時のあの二人の間には割って入る余地がありませんわね」

「こういう過激過ぎる関係はティアミリスさんだけのものですから………」

　クランと真希は苦く笑しよう気味に肩かたを竦すくめる。かつてはクランや真希も孝太郎と過激に敵対した事があった。だが仲良くなってからはそれが出来なくなっている。二人共過激でいられたのはあくまで敵だという認にん識しきのおかげだったのだ。だから孝太郎と仲良くなった今もなお過激な関係を維い持じしているティアが不思議でならなかった。しかもその過激さが、後日の両者の関係に影かげを落とさないというのだ。有り得ない事を平然とやっているティアが不思議で、とても羨うらやましかった。

　―――春から高校に通うのも、悪くはないかもしれませんわね………。

　そしてクランは心の中で密ひそかにそんな事を思っていた。ここ数日の間ティアと孝太郎がずっと一緒に勉強している姿を見てきた事で、自分もそこに加わりたいという欲求がふつふつと湧わき起おこり始めていたのだ。

　ちなみにクランは試験を受けないし、真希は最初から十分な学力があるので、自分達の試験結果を心配する必要はなかった。

「そこは多分、里見君が男の子だからでしょうね」

「本来は男の子同士でやるような事を、ティアちゃんとやってるのよ。マッケンジー君と一緒に悪さしてる時の雰囲気とか、どつきあってる時とかの顔と同じだもの」

　晴海と静香は孝太郎の事情にまで気が付いていた。女の子ばかりに囲まれた孝太郎が、稀まれに男の子的な要素を求めた時、それに応こたえられるのはティア一人なのだ。孝太郎が徹てつ夜やでテレビゲームをやったり、プラモデルを作ったりという時に、進んでその隣となりに座れるのはティアだけだ。孝太郎が遊びに誘さそいやすいのはゆりかなのだが、男の子的な要素に限ればティアの独どく占せん状態にある。早苗は孝太郎がやっている事に首を突っ込みたがるものの、彼女の場合は孝太郎がやっている事をやりたいだけなので少しだけ意味が違う。そういう事情が分かっているから、晴海と静香は羨ましいと思いつつも手を出せずにいる。しかしここはティアに譲ゆずって良い部分だとも思うので、二人は笑って見守っていた。

「殿下だけの武器があるのは結構な事ではないでしょうか」

　ルースは心底嬉しそうに笑う。そんな彼女にキリハは労わる様な視線を向けた。

「ルース、汝なんじはそれで良いのか？　孝太郎の視線がティア殿に向いたままで」

「わたくしの理想の男性は、殿下と支え合える御お方かたです。わたくしなど戯たわむれにお相手頂ければ構いません」

　ルースは九人の少女の中では一番特とく殊しゆな考え方をしていた。彼女の場合、一緒にティアを守ってくれるような人でなければ愛せそうになかった。理想はティアの身体だけでなく心を守れるような人間だ。それは一方通行の愛情では実現しない。双方が必要としあうからこそ、心は守られる。そこを求めるとどうしても自分は二の次になってしまうのだった。

「その気持ち、分からなくはないな」

　キリハもルースの考え方に近いものだ。キリハの場合は孝太郎に幸せになって貰いたいというのが第一の願いで、その次が幸せになった孝太郎の傍そばに居たいという願いだ。だから孝太郎が必ずしも自分を選ぶ必要はないと思っているし、仮に選ばれなくても傍から離はなれるつもりはない。孝太郎が誰を選ぼうと、キリハは孝太郎を愛している。そこが全くブレないので、キリハはいつもの顔で微笑んでいた。

「そのせいでおやかたさまを困らせているのかもしれませんが………」

「好きなだけ困らせればいい。紋もん章しようが我ら全員に刻まれた以上、無む駄だなあがきだ。もはや時間の問題でしかない」

「………はい、ここだけは意地悪に行こうと思っております」

　普ふ通つうだとこういう二人は不幸になってしまいそうなものだが、大きな運命の導きがその結末を回避させていた。孝太郎の気持ちはきちんと二人にも向いている。だからこそ孝太郎は困っているのだが、誰よりも気配りが出来る二人も、そこにだけは配はい慮りよしてやるつもりはないようだった。

「遂に決着が付くぞ。長かったなぁ………フッフッフッフッフッ」

「わらわの勝利で伝説は完結する。………おっほっほっほっほっ」

「………これはぁ、いっそのことぉ、試験の会場を魔ま法ほうでぶっ飛ばしたらぁ、楽なんじゃないでしょうかぁ………」

「そうしてくれるとあたしとしてはとても助かるんだけど、あんたは間違いなく破は滅めつするわよ？」

「………ウッウッウッ」

　試験を前にしておかしな雰ふん囲い気きなのは孝太郎とティア、ゆりかと早苗の四人。残りの六人はきちんと準備が出来ているので、普ふ段だん通りの雰囲気で問題の四人の様子を見守っている。理由は様々だが、問題の四人がどうなるのかは残りの六人にとっても大きな関心事だった。










　問題の学力試験は二月十一日の夕方から夜まで行われた。試験の会場はクランの宇宙戦せん艦かん『朧ろう月げつ』の会議室。流石に一〇六号室で試験をやる訳にはいかなかった。参加メンバーはクランを除く九名。試験は四時半から始まり、途と中ちゆう何度か休きゆう憩けいを挟み十一時前に滞とどこおりなく終しゆう了りようした。

「やったぞコータロー!!　過去最高の会心の出来じゃ!!」

「奇き遇ぐうだな、ティア!!　俺もそうだ!!」

「結果が楽しみじゃなぁ！」

「いやいや全く！」

「フッフッフッフッフッ」

「アッハッハッハッハッ」

　成績は必ずしもトップではないのだが、雰囲気だけなら一番滞りがなかったのは孝太郎とティアだった。時間が不足していたので二人はそれぞれに試験の範囲から出題内容を予想して対策を立てた。そして双方が高確率で予想を的中させ、かつてない程ほどの手て応ごたえを得ていた。そんな二人とは反対に、一番滞りがあったのがやはり早苗とゆりかだった。

「あたし、やっぱり駄目だったかも………」

「………神様ぁ、どうか採点用紙が爆ばく発はつして消えてなくなりますようにぃ………」

「ここでそんな事が起こったらたまったもんじゃありませんわぁっ!!」

　試験が始まった直後ぐらいから早苗とゆりかは様子がおかしかった。二人共頭を抱えて悩なやんでいるばかりで一向にペンが進まない。一応駆かけ込みで解かい答とう欄らんは埋めたものの、手ごたえは全くない。採点を待たずして既に白旗を掲げている状態だった。

「あんたって相変わらず落第の結果は受け入れてるのね」

「だってそれ以外にないじゃないですかぁっ!!」

「万が一ってあるじゃない」

「ないからこういう事になってるんじゃないですかぁっ!!」

　早苗とゆりかの様子は孝太郎とティアとは正反対と言えるだろう。非常に分かり易やすく明暗分かれた状態だった。この四人に共通点があるとすれば、プラスとマイナスの差はあれど興奮気味だという事だろう。その視点で言うと、残る五人は落ち着いていた。

「ねえ藍華さん、古文の最後の選せん択たく肢しってＣで良いのかな？」

「私はＣにしましたけど」

「良かったぁ、あそこ心配だったんだぁ！」

「そうだ笠置さん、数学の因数分解の問題があったじゃないですか？　あれは―――」

　静香と真希は試験が終わると二人で気になる部分の答え合わせをしていた。二人は一緒に住んでいるので試験勉強も一緒にやってきた。だから答え合わせもその流れを引き継ついで二人でやっていた。

　そしてルースと晴海も二人で答え合わせをしていたのだが、二人がやっていたのは自分の試験のそれではなかった。

「どうやら殿下の平均点は七十点を超こえるようです」

「凄すごいですね、言葉と文化の壁かべがあるのに………」

　ルースと晴海がやっていたのは孝太郎とティアの答え合わせだった。二人は孝太郎達たちから問題用紙を借りて採点を進めていた。一刻も早く結論を知りたい孝太郎とティアのたっての願いからだった。

「しかしやはり国語や英語、社会が足を引っ張っているようです。数学、理科とは得点に大きく開きが出ました」

「里見君の方は全体的に似たような得点ですね。これだと、やっぱり七十点を超えるぐらいになるんじゃないかと」

　ルースと晴海がざっと採点したところ、孝太郎とティアの得点は非常に近接している様子だった。ただし孝太郎とティアは問題用紙に全ての解答を書き写していた訳ではなかったので、実際の勝敗は闇やみの中にある。ちなみにルースと晴海自身の答え合わせは、何となく試験中に手応えがあったのでほったらかしになっている。元々出来が良い二人なのでそれで問題はなかった。

「みんな、お茶が入ったぞ。商店街の寅とら吉きちの桜さくら餅もちがあるが、数に限りがあるので早い者勝ちだ」

　試験結果を全く気にする必要がなかったのがキリハだった。記入ミスがなければ満点を取れている筈なので、彼女はのんびりとお茶を淹いれていた。ちなみに彼女が問題用紙に書き込んだ解答を使って、ルース達たちが孝太郎達の試験を採点している。孝太郎達にとっては一大イベントだった学力試験も、キリハにとっては単なる日常風景の一つでしかないのだった。










　試験の担当者である国語教師―――実はレインボゥハートの魔ま法ほう使つかい―――の深山礼菜が孝太郎達の前に姿を現したのは、試験の終了から一時間ほどが経過した頃だった。彼女の手には試験結果が記された一覧表が握にぎられている。受験者が九人と少なかったので、採点はすぐに終わった。彼女はそれを孝太郎達に伝えるべくやって来たのだった。

「皆みなさん、夜よる遅おそくまでお疲れ様でした」

『お疲れ様でしたー』

　礼菜の呼びかけに、孝太郎達の返事が綺き麗れいに揃う。礼菜はレインボゥハートの魔法使いとはいえ、国語教師という肩かた書がきを持っている。自然とそれに相応ふさわしい対応をする孝太郎達だった。

「急な試験であったのですが、皆さんはこちらが予想していたよりもずっと良い結果を出して下さいました」

　礼菜のこの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、下を向いて落ち込んでいたゆりかと早苗の顔が上がった。もしかしたら、もしかしたのかもしれない―――ゆりかと早苗は思わず顔を見合わせて微笑んだ。

「それでは試験の上位者から順に発表していきます」

　礼菜は軽く微笑んだまま手元の一覧表に目を落とした。その様子は本当に教師然としている。レインボゥハートを辞やめても教師でやっていけそうな雰囲気だった。

「一位はキリハさんです。得点は四百九十六点」

「キリハさん満点じゃないんだ。珍めずらしいわね」

「いいえ、四百九十六点が満点ですよ、静香さん。キリハさんの指し摘てきでこちらの出題ミスが発覚したので、満点が下がったんです」

「………それは五百点よりも価値がある四百九十六点ですね」

　一位は大方の予想通りキリハだった。彼女の場合は能力の不足よりも、書き間違いのリスクの方が高い。今回に限れば書き間違いは出題側で起こり、しかもキリハはそれに対する指摘もしている。完全勝利と断言できる結果だった。

「大切なのは得点ではない。それに今回に限れば、問題はここからだ」

「そうねぇ………里見君やゆりかちゃんの今後がかかってるもんねぇ………」

　ただ今回はキリハの得点はあまり重要ではない。他ならぬキリハ自身も、関心は自分ではなく孝太郎達の方にあった。

「二位は桜庭さんです。得点は四百四十七点。こちらの出題ミスで四点下がっている訳ですから、実質は四百五十点を超えていると考えていいでしょう」

「でもキリハさんには全然及びませんね」

「それは比ひ較かくの対象が間違っていますよ、桜庭さん。キリハさんは私達も助言を貰もらう立場なのですから。あなたの成績は素す晴ばらしいものでした」

　晴海の点数はキリハよりも五十点近く下だったのだが、特に目立った弱点もなく、試験の結果としては申し分のないものだった。真ま面じ目めな晴海は不満のようだが、普段からよく勉強している事が分かる好成績だった。

「さあ、次へ行きましょう。この辺りからは混戦模様です。第三位は藍華真希さん」

「私ですか？」

　ここで呼ばれるとは思っていなかったので、真希は目を丸くする。静香やルースが先だろうと思っていたのだ。

「ええ。得点は四百二点です。社会科が弱点だったのですが、他の科目でカバーできた格好ですね」

　真希はフォルサリア出身なので、日本史や世界史には若干のハンデがある。他の分野では晴海並みの優等生なので、この結果に繋つながった訳だった。

「やったじゃない藍華さんっ！　良かったわねぇ！」

「ありがとうございます、笠置さん！」

「その笠置静香さんが第四位です。得点は三百九十五点。もうちょっとで四百点に届いたのですが、惜おしかったですね」

「あちゃー」

「静香さんは全ての教科が同じくらいの得点なので、好感が持てます。弱点を潰つぶす勉強をきちっと行っているようですね」

「ありがとうございます、先生！」

　静香は全ての科目が七十五点から八十五点までの範はん囲いに収まっており、日頃から自分の得手不得手を理解して勉強している事が窺うかがわれた。得意な運動や料理だけでなく、苦手な事にもきちんと挑いどむ姿勢を礼菜は高く評価していた。

「さて、次の第五位ですが―――」

「そろそろわらわの名前が呼ばれてもおかしくはないぞ」

「フン、呼ばれるのは俺おれだ」

　得点が三百点台に入った事で、ティアと孝太郎の話を聞く姿勢が前のめりになる。二人の普段の成績は三百五十点前後なので、そろそろ可能性がある領域だった。

「―――第五位はルースさん」

「違ったか………」

「気を揉もませるのう………」

「得点は静香さんをやや下回る三百八十点。他の星からおいでになったのにこの得点は驚きよう異い的てきです。よく頑張っていますね、ルースさん」

「ありがとうございます」

「得点はやはり語学と歴史に苦労しているようでしたが、貴女あなたの場合はいずれ解決する問題だと思います。このまま頑張って下さい」

「はい、先生」

　ルースの得点は静香を下回っているが、これはひとえに他の星の住人であるという問題が足を引っ張っている。どうしても国語や英語、社会の問題にてこずってしまうのだ。しかし礼菜が言うように勉強が―――というより情報の収集と管理が―――得意なルースなので、放っておいてもこの弱点は埋まる。全く問題のない結果だと言えるだろう。

「残るはわらわとそなた、ユリカとサナエの四人じゃな」

「こうなると、次は俺とお前のどっちかだな」

「うむ。あの二人が三百点を取れているとは思えんしの」

「あははははははぁっ」

「えへへへへへへぇっ」

　孝太郎とティアの緊きん張ちようが高まり、ゆりかと早苗の乾かわいた笑いが響ひびく。次に礼菜が口にする名前は、孝太郎とティアのどちらか。それはゆりかと早苗自身でさえ確信していた。

「それでは注目の第六位。三百六十九点、里見孝太郎君です」

「いよっしゃあああぁあぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「ふにゅううううぅっ!!」

「第七位はティアミリスさん。得点は僅わずかに二点差の三百六十七点。六位と七位のお二人は、最後の科目までもつれた好勝負でした」

　実は孝太郎とティアは実じつ施しされた順に試験の点数を並べると、抜きつ抜かれつの好勝負を展開していた。両者の運命を分けたのは、一番最後に行われた英語の試験。サービス問題で『野球』の英訳が書けたか書けなかったか、という点だった。ティアはｂａｓｅｂａｌｌの最初のａをｅにしてしまった。あまりに単純なスペルミス。これがきちんと書けていれば両者は同点だった。ルースと同じく文化や歴史が弱点という、まさにその部分が勝敗を分けてしまったのだ。

「八位は二百五十一点で早苗さん」

「や、やったぁああぁぁぁぁぁっ!!　神様ありがとぉぉぉぉぉぉっ!!」

　実は早苗が合格ラインを超えたのはひとえに『早苗さん』のおかげだった。『早苗ちゃん』が疲れて寝ねてしまった後も『早苗さん』が勉強を頑張っていたのだ。決して神様のせいではないのだった。

「九位は二百四十九点でゆりかさん。こういう事をアークウィザードの貴女に申し上げるのは大変心苦しいのですが………ゆりかさん、貴女は落第です。もう一度二年生をやり直して下さい」

「そっ、そんなぁぁぁぁぁぁぁっ!!　なぁんでですかぁぁぁぁぁぁっ!?」

「点が足りないからです」

「いやああぁあぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!　うそだといってくださぁぁぁぁいぃっ!!」

　孝太郎が勝利宣言をするよりも早く、余りにショッキングな結末が明かされた。虹野ゆりか、進級不可。レインボゥハートが想定していた合格ラインに僅か一点及およばず、ゆりかの落第は決定したのだった。










　当初の予定では合格ラインは平均六十点にする予定だった。しかし試験の内容は選せん択たく科目まで全て含ふくんでいるので難易度が上がっており、準備期間が十日間ではフェアではないと判断された。そこで試験は合格ラインを平均五十点に下げて実施された。ゆりかの得点は五科目合計で二百四十九点。早苗とは僅かに二点差なのだが、ゆりかの平均点は五十点を割った。これによりゆりかの落第が決まったのだった。

「ティアちゃぁん、私はもう一生ティアちゃんについていきますぅ!!　フォルトーゼと地球の未来の為ためにぃ、魔法少女レインボゥゆりかは大だい活かつ躍やくしちゃいますぅ!!」

　だが最終的にゆりかは落第を免まぬがれた。これはティアのおかげだった。ティアは幾いくら身内に厳しくといっても出題ミスがあったのだから、落第ラインもその分下がって然しかるべきだろうと抗こう議ぎをしたのだ。また同時にフォルトーゼの為に尽じん力りよくしてくれたゆりかを見殺しには出来ないと申もうし添そえた。これを受けて礼菜は緊きん急きゆう会議を招集し、ティアの抗議と申し出を検討。その結果、レインボゥハートは出題ミスの分だけ条件を緩ゆるめる決定を下し、ゆりかは落第を免れたのだった。

「うむ、そなたには今後も多くの仕事がある。勉強共々励はげんで欲ほしい」

「わっかりましたぁっ!!　虹野ゆりか、粉ふん骨こつ砕さい身しんして励みますぅ!!」

　これに恩を感じたゆりかは、これまで以上にティアの力になろうと心に決めた。その瞳ひとみは感謝と強い信念できらきらと輝かがやいている。多分、明日の午後ぐらいまでは。

「………ティア、お前良いところあるじゃないか。自分も俺に負けたばっかりなのに」

「そういえばそうであったな」

「もっと悔くやしがるかと思ってたよ」

　試験前の様子からすると、孝太郎は今のティアの様子が不思議でならなかった。あの様子からすると、ティアは大おお騒さわぎするのが自然に思えたのだ。

「不服か？」

「不服というか………拍ひよう子し抜ぬけ？　そんな感じだ」

「相変わらず少しも分かっておらんのう、そなたは………」

　ティアは呆あきれた様子で小さく溜ため息いきをつく。彼女が孝太郎を見上げる視線には、少しばかり恨うらめしげな光が宿っていた。

「そなたはわらわの騎き士しじゃ。じゃからそなたの勝利はわらわの勝利でもある。だとしたらそなたがわらわより優すぐれている事に、一体何の問題があるというのじゃ？」

「ティア………」

「わらわが気に入らんのはそなたの判断であって、そなたが優れている事ではない。全く何故なぜこの当たり前の理り屈くつが分からぬ！　あーーっ、また腹が立って来た！」

　ティアは頬ほおを膨ふくらませて孝太郎を睨にらみ付つける。だが散々孝太郎と遊んで―――ティアはこの一週間ほどの事をそのように捉とらえている―――満足したので、その瞳には言う程の怒いかりは宿っていない。どちらかというと甘あまえて拗すねているだけだった。
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「お、おほんっ、と、ともかくだな―――」

　孝太郎は咳せきばらいをすると強ごう引いんに話題を変えた。そのままティアの瞳を覗のぞいていたら、戻れないところまで吸い込まれてしまいそうだったから。

「―――これからは俺に隠かくれて色々するのは止めろよ？」

　学力試験を利用した勝負は孝太郎の勝利で幕を閉じた。負けた方は勝った方の言う事を聞く約束なので、孝太郎はティア達に暗あん躍やくしないよう求めた。いつの間にかフォルトーゼに行くような流れが作られてしまったら、たまったものではないからだ。

「俺の気持ちを変えるにしたって、権力以外のちゃんとしたやり方があるだろう？」

　孝太郎もフォルトーゼが嫌きらいな訳ではない。むしろ外国―――別の星だが―――の中では一番好きだった。だからきちんと孝太郎が納なつ得とく出来る理由や手段があれば、フォルトーゼに行っても構わなかった。ただ今は孝太郎の大き過ぎる影えい響きよう力りよくやシグナルティンの問題で、フォルトーゼに居続ける事が適切ではなかったというだけなのだ。

「べっ、別のやり方………」

　不意にティアの頬が赤く染まった。そして軽く視線を落としつつ、指先で自身の長い髪かみを弄いじり始める。どこか居い心地ごこちが悪そうな雰囲気がそこにあった。

「どうした？」

「ま、まぁ、そなたが、どうしてもと………望むなら、やってみても………いいかなー、なんて思ったり………その、とっても嬉うれしいなーなんて、そのぉ………」

　居心地は悪そうなのだが、実際に逃にげたりはしない。もじもじと身体を揺ゆらしながら、ちらちらと孝太郎の表情を窺うかがっている。そんなティアの姿を見ているうちに、孝太郎は自分の心臓の鼓こ動どうが速くなっていくのを感じた。照てれ臭くさいので言う訳にはいかなかったのだが、今のティアはやけに可愛かわいらしかった。

「ちょ、ちょっと待て!!　お前一体何をするつもりだっ!?」

　そしてその事が孝太郎に気付かせた。ティアが孝太郎の言葉を勘かん違ちがいしている可能性が濃のう厚こうであると。

「なにって、そのぉ………権力以外じゃと、い、色いろ仕じ掛かけとか………以前からそういうのも可能性あるかなーなどと思っていたり………でも皇女が色仕掛けなんてなーとも思っておったから、止める気でおったのじゃが………そなたの方がそれを望んでくれるというのなら………わらわもほら、女の子じゃし………それもいいかなー、って………」

「いいかなー、じゃなーーーーいっ!!」

　ゴンッ

「いっ、いたあぁあぁぁぁぁっ!?　じゃがわらわは美しいからっ、暴力と権力以外だと色仕掛けが一番可能性が高いと思うのじゃっ!!」

「馬ば鹿かかお前はーーー!!」

「馬鹿とは何じゃあっ、馬鹿とはぁぁっ!!　折せつ角かく人が必死に考えておるというのにぃぃぃぃぃぃっ!!」

　やがて二人の会話はいつもの格かく闘とう戦へと変わっていった。ティアが孝太郎に飛び付き、至近距きよ離りから頭ず突つきを喰くらわせる。孝太郎はそれを真っ向から受けて立ち、頭をくらくらとさせながらティアを両りよう腕うでで掴つかみ、動きを封ふうじようとする。

「俺の気持ちを変える為だけに、そんな大事なものを使うんじゃなぁぁぁぁいっ!!」

「だったら大事なわらわの言う事を聞かんかぁっ、この完かん璧ぺき騎き士しがぁぁぁぁぁっ!!」

　学力試験が終わって緊張が緩んだ事もあり、二人の戦いはいつになく激しいものとなった。その激しさに他の者が立ち入る隙すきはまるでなく、それでいて二人の瞳は生き生きと輝いている。それはお互たがいが求める物を与あたえあっていればこそだろう。

「試験では殿でん下かが負けてしまったのですが………これはこれで素晴らしい結末かと」

「何度も言うようだが、結局は時間の問題なのだ。根本的なところで我らを受け入れてしまった以上、孝太郎の抵てい抗こうは時間稼かせぎにしかならない」

「そして………いかにおやかたさまでも、無限に時間は稼げない」

「そういう事だ」

　二人を見守っている少女達は、この格闘戦が色仕じ掛かけと変わらない事を知っている。ティアが意図しての事ではないが、既に孝太郎はティアの術中―――色仕掛けならぬ元気仕掛け―――に嵌はまっているのだ。ティアに限ってもこの状況なので、他の少女達の事まで考え合わせると、キリハが言う時間の問題というのは間ま違ちがいなさそうな情勢だった。










　こうしてフォルサリア魔法王国が課した学力到とう達たつ度ど試験は、留年者を出す事なく無事に終わった。だから一〇六号室での勉強会もしばらくお預けになる。次にみんなで勉強するのは期末試験対策が始まる三月からだろう。だがそれに代わって一〇六号室で新たに始まったものがある。それはかつて一〇六号室で日課として行われていた、各種ゲームによる対決だった。

「………ゆりかがそこまで高度な嘘うそをつけるとは思わんがのう」

「それでも俺は反対だ。今回のミッションにはゆりかを連れて行かない方が良い」

「なぁんでですかぁっ!?　私はぁ、里見さんの味方ですよぉ、味方ぁ！」

「ゆりかは敵にしても味方にしても言ってる事が良く分からない。こいつがいると推理が成り立たない」

「そこは分かって下さいぃっ、お願いしますぅっ!!」

「それもそうじゃな、ここはユリカを外そう」

「ティアちゃんまでぇぇぇぇっ!!」

「ユリカ、そなたは薪まき拾いでもしておれ」

「またどうでも良い仕事ですかぁっ!?」

「大事な仕事じゃぞ。薪がなければ我らは凍こごえてしまう」

「………ウウッ、ウッウッウッウッ」

　かつて一〇六号室で日課としてゲームによる対決が行われていたのは、それぞれの事情から一〇六号室を占せん有ゆうする必要があった為だった。物理的に戦ってころな荘そうを破壊してしまう事は誰だれも望んでいなかったから、それに代わる対決手段を必要としたのだ。

「ちなみに桜庭先せん輩ぱいは信じていいと思うぞ」

「信じてくれてたんですね、里見君っ!!」

「根こん拠きよはなんじゃ？」

「騙だましたりとか、罠わなを張ったりとか、先輩は悪い事をしようとするとすぐに顔に出る」

「今は………普通の顔じゃの」

「だから大だい丈じよう夫ぶだ」

「なるほどのう………じゃあハルミは候補に入れよう」

「………里見くぅん、なんだかそれ複雑な気分です」

　早苗は生身の身体に戻り、大地の民たみは内部抗こう争そうが片付き、フォルサリアではダークネスレインボゥが解体。フォルトーゼではクーデターが解決した。おかげで現在一〇六号室の占有を必要としている人間は全く存在していない。借り主である孝太郎がこのまま住みたいと考えている程度だった。もちろん少女達にも一〇六号室への愛着はあるのだが。

「その線だとマキも大丈夫なのではないか？」

「んー………藍華さん、藍華さんは俺の味方か？」

「はいっ！」

「大丈夫そうじゃの」

「嘘がつけないからなぁ、藍華さんは………」

「私はいつでも里見君の味方です！」

「………それはそれでゲーム中は問題なんじゃがのう………」

　結果として日課のゲームの遊び方が根本的に見直される事になった。ポイントは一度全すべてリセットされ、改めてポイント競争が始まった。参加者も孝太郎と少女達全員になり、ポイント競争の最終的な勝者に与えられる景品もリニューアルされた。

「問題はキリハさんと大家さんだな」

「キリハはユリカとは別の意味で推理を崩ほう壊かいさせるからのう」

「これは手厳しい」

「そうなると可能性があるのは大家さんかな？」

「いくいく、任務頑がん張ばる！」

「………怪あやしいが、キリハよりはマシじゃの」

「ベルトリオン、わたくしは？」

「お前は罠とか策略が一番得意だろ！　駄だ目めに決まっておろうが！」

「い、一体いつまでその話を引っ張るんですのっ!?」

「お前が嫌いやがらなくなるまで」

「………んもぅ………ばかぁ………」

　新たに設定された景品は形がある物ではなく『勝った者は負けた全員に対して一つだけわがままを言える。言われた事は絶対叶かなえる』という非常に強力な権利だ。しかし少女達は心優やさしい者ばかりなので、恐おそらくこの権利は大した使われ方はしないだろうというのが孝太郎の予想だった。ティア辺りはこの権利で孝太郎をフォルトーゼに連れ帰ろうとするかもしれないが、頭数で単純に計算するとティアが勝つ可能性は十分の一なので、孝太郎はそれほど危険視はしていなかった。

「孝太郎孝太郎、ここは迷わず早苗ちゃんを連れて行くのです！　絶対にあたしを連れて行った方がお得！」

「なんでだ？」

「可愛い早苗ちゃんといつも一いつ緒しよだという、ぷれみあむみっそんになります」

「実益はないのか？」

「元気な笑え顔がお！　爽さわやかな毎日！」

「それでは機密書類は手に入らんだろう」

「そこをなんとか」

「………お前の役職、スパイなんだろ？」

「えへへへへへへへ～」

　だが孝太郎のこの考えには大きな誤りがある。少女達は最終的に誰が勝利しようとも、ある特定のわがままを言うだろう。実は少女達には協力して『あるもの』を手に入れるという、共通の目標があるのだ。

「ではとりあえず先さき程ほどのミッションに成功した殿下とおやかたさま、わたくしの三人はＡチームのまま据すえ置おくとして………Ｂチームの編成はどうなさいますか？」

「………なあティア、ルースさんは大丈夫かな？」

「意外とのぅ、涼すずしい顔で何か企たくらんでいる場合もあるんじゃなかろーかと思う」

「涼しい顔って………滅めつ相そうもない」

「そういや日本政府との交こう渉しようは、ルースさんが内容を考えたんだろ？」

「うむ。理り詰づめで追い込むやり手なのじゃ」

「油断は出来ない訳か」

「大丈夫です。わたくしは常に殿下とおやかたさまの味方でございますっ♪」

「なんかこう………段々信じられなくなってきたぞ」

「わらわもじゃ。ルースの場合、味方の意味がわらわ達の考え方とは違ちがう場合も有り得るでのう………」

　不幸にしてその『あるもの』は、この景品ルールによって外そと堀ぼりがまた一つ埋うめられてしまったという事に気付いていない。現状でそれを避さけるには、早々に問題点に気付き、十分の一の狭せまき門を潜くぐり抜ぬけるしかない。しかも少女達全員がよってたかって邪じや魔まをする中で、だ。キリハが言う時間の問題が、更さらに色いろ濃こくなったと言えるだろう。

『………』

「ん？　あれ？　今、誰か何か言った？」

「どうした？」

「あのね孝太郎、今誰かがあたしに話しかけて来たような気がするの」

「ゆりかならさっきからお前を呼んでいるが」

「早苗ちゃぁん、次はどのお菓か子し開けますかぁ？」

「カステラ！　紙を剥はがすのに失敗したら許さないわよ！」

「ええぇぇぇぇえぇぇぇぇぇっ!?」

　一〇六号室の夜は、騒さわがしくも穏おだやかに時間が流れていく。孝太郎が一〇六号室に引ひっ越こして来てから、もうすぐ二年が経たとうとしている。その二年近くの間に、一人きりだった住人は十人まで増えた。その小さな世界は、誰もが求め続けたもので溢あふれている。そしてその事が、孝太郎達に究極の試練を運んで来ようとしていた。

『………』

　約束の日は間近に迫せまっている。その日が訪おとずれた時、その者のささやかな祈いのりが届くかどうかは、神ならぬ身だけでなく、他ならぬ神でさえ、分からない事だった。
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あとがき







　お久しぶりです、作者の健たけ速はやです。今回のあとがきは最大三ページとの事ですので、あまり悠長にしている余裕がありません。早々に話を進めたいと思います。




　今回皆さんにお届けした第二十七巻はＷＥＢサイト『読める！ＨＪ文庫』に掲載していた『六畳間の侵略者!?　へらくれす！』の短編を三本、そして書き下ろしの中編が一本という構成になっています。短編三本はキャラクターの掘り下げに重点を置いた内容ですが、中編は比較的本編に近い内容となっています。大まかにはフォルトーゼに行っている間のツケを清算する話なのですが、その中で次の巻へ繋がる結構大事な話をしています。皆さんも気になる部分が幾つかあったのではないでしょうか。




　各キャラクターを取り巻く事件に一通りの決着が付いた事で、次の巻ではいよいよ『どうしてこうなったのか』というシリーズの核心部分に踏み込みます。正直に言ってしまうと十年ほど前に企画を作った時に考えていた最終エピソードです。とはいえ十年もやっていると続けるならこうだろうなぁというアイデアが幾つもあるので、作品としては先に続きます。ですがこのエピソードを出すのを遅らせたりはせず、あえて予定通りきちんとお見せしてから続ける形を取ります。その方が私としても読者の皆さんとしてもすっきりするだろうという判断からです。またそうした方がその先で出来る話に多くのバリエーションが出ます。更には上手い具合に次の巻は記念すべきシリーズ三十冊目という事でもあるので、丁度良いのではないかと思っています。




　今回の本で『へらくれす！』の短編が三つ本に載りました。しかし冷静になって考えてみると『へらくれす！』は隔かく月げつで書いているので、四ヶ月おきに刊行している六畳間に毎回二つずつ載せないと（あるいは一冊おきに四つかな？）未収録作品が増える一方だという事に気が付きました。どうしよう（笑）

　とはいえ『へらくれす！』だけの本って出したくないですし。その逆に全部の本に二話ずつ付けると本編のページ数を圧迫しそうで怖いし。何か解決策を考えないといけない気がします。これは意外と重要な問題だと思うので、後ほど担当編集のＳ君と相談しておこうと思います。




　丁度いい感じでページがなくなってきました。やっぱり三ページだと書ける事が少ないですね。今回はここで終わりになります。最後にいつもの御挨拶を。




　この本を刊行するにあたって御尽力頂いた編集部の皆さん。最近ぐんぐん活躍の場を広げつつも本作のイラストは遅れなく届けて下さるポコさん。そしてこの本を手に取って下さった読者の皆様に心より感謝を申し上げます。




　それでは二十八巻のあとがきでまたお会いしましょう。





二〇一七年　十月　

健速　
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